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「はーっはっはっは！　いいぞ！　これで南部前線も押し返したな！」

　魔王軍軍令部執務室である。伝令から勝利の報告を受け取り、フギムニは二本の角と銀髪を揺らし、高らかに笑った。

「くっくっく……四ヶ月前に神の骸むくろなんぞ起動した時には肝を冷やしたが……結果的には聞かん坊どもが大人おとなしくなって全軍を采さい配はい出来るようになるタナボタっぷりだ。なあ、おい」

　びくり、と。伝令ゴブリンが書類を手に動きを停とめた。

「は、はい。なんでしょうか」

「はっはっは。いやほら、私が全軍に指示出してから七割勝ってるだろ？　十じゆう堕だ臣しんの奴やつらも、最初から私の言うこと聞いときゃいーんだって。なあ？」

「は、はあ……さようですかね……」

　迂う闊かつに同意すれば最高幹部達たちへの批判にもなりかねず、曖あい昧まいに流す伝令ゴブリンだ。

「年末から働きづめの甲か斐いもあるというものだ。これで多少はマシな条件で──」

　和平交渉が出来る、と言いかけて。ぴたりとフギムニは動きを停とめる。

（とはいえ、ことは慎重にやらねばならん。私の派閥から根回しは進めているが──反対する者は当然出るだろうし……しかし、堕だ屍し王おうを落とされ、堕だ竜りゆう軍ぐんを殲せん滅めつされ、一時は劣勢に追い込まれた戦況を五分近くまで戻した。機はそろそろだ）

　眼鏡めがねを光らせ、彼女は黙考する。と、伝令ゴブリンが恐る恐るという感じで声をかけた。

「あ、あのう──フギムニ様？」

「ん、ああ──なんでもない。悪かったな、呼び止めて。行って良いぞ」

「いえその、報告はもう一件ありまして」

　フギムニは自みずからの眼鏡が軋きしむ幻聴を聞く。ロクなことじゃない気がする。

「……言ってみ……いや待て、心の準備と予想するから。すーはーすーはー……よし、来い」

　滅多なことでは動じんぞ、と自分に言い聞かせて、促うながす。

「は──、はっ。堕だ天てん王おうルシフルス様が、大陸戦況の優位を受け、堕天軍を東方に転進。東国ヤマへと侵攻しました」

　がたん。転げ落ちそうになるところをフギムニはどうにか、耐えた。

「フギムニ様！」

「ふっ……ふぎぎ、あ、危ない……いやしかし、何考えてんだあいつ!?」

　突如の方針転換にフギムニは訳が分からない。堕天軍は大陸東部にてバルキア共和国を抑えていた。有翼種族で構成され、制空権で優位な堕だ天てん軍ぐんは、総数こそ少ない方だが良くバルキアを封じていたと言って良い。

（軍令部からの指令にも、割と聞き分けのいい方だったはずだ……それがなぜ）

「まだ堕天軍からの連絡は来ておりません……そして、第六封印区域より、特級封印対象『月』が持ち去られたと報告が。賊の特徴とタイミング的に、堕天軍によるものと──」

　どがたん、どてん。フギムニが椅子から転げ落ちた。

「フギムニ様ぁ！」

「そんなん予想できるか馬鹿ぁ！」床に俯うつむいた頭から悲鳴が上がる。「おまっ……『月』って……ふざけてんの？　魔王様自ら封印したとんでもない厄やくネタだぞ!?　……むにぃ～……くそっ、すぐに詳細を明らかにしろ！　明日いちで！」

「は、はっ！」

　飛び出ていく伝令ゴブリン。立ち上がる気力も失うせて、フギムニは絨じゆう毯たんに大の字になる。

「ルシフルス……何を考えている？　ここで戦線を広げる理由など、どこにあると言うのだ？」

　答える者はいない。当然だ。フギムニ。彼女自身が、答えを出す立場なのだから。上半身を起き上がらせ、書棚を見る。

「魔王軍参加以降に不審はない……あるとすれば、奴やつの出しゆつ自じ、か」
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　──かつて魔王と相あい討うった勇者アルヴィス＝アルバースは、仲間イザナの秘術によりスケルトンのアルとなり、様々な事件を巡る内、仮の契約者であるハルベル、冒険者仲間のミクトラなど、多様な人物と出会うことになった。

　イザナとの再会も果たし、ハルベルの修行のために逗とう留りゆうしたエルフの国、精せい霊れい領りよう域いきフィネグンドでの生活も、今や半年近くになろうとしていた──。




「どう、ですか。師匠」

　緊張した声。声の主はまだ十代も半ばという年頃の、黒髪の少女だ。しかし年齢に見合わぬ真剣な表情で、己の正せい中ちゆう線せんに掲かかげた杖つえに意識を集中している。

「………………」

　問いかけを受けたのは、同じく黒髪、黒い神官服をまとった女性だ。こちらも表情は真剣そのものに、少女の集中の成果を検分している。

「うん……合格。複数の魂たましいをきちんと捉とらえてる。これなら、緊急時に村の人ひと達たちの支配も奪われることはないでしょう」

　認める言葉に、少女──ハルベルが息をつく。同時、魂達たちが制御を解かれ、女性──イザナの持つ宝玉へと吸い込まれていく。

「堕だ屍し王おうは貴女あなたに従っているし、どうやら貴女あなたを気に入っているのも噓うそではないようだけれど。万が一術が外れることでもあれば平気で裏切るでしょう。彼はそういうモノよ」

「キヒヒ。ヒッドイ言ワレヨウ。マアホントダケド」

　ハルベルの肩から、手の平大の蜘く蛛もが現れて嗤わらう。ハルベルはそれに微み塵じんも動じることなく、蜘く蛛もを半眼で見る。

「どーにかなんないの？　デケニー。セッケルの性格は」

「イヤマア、アタシモゴ主人サマモ女帝サマハ大好キダシ、従ッテル間ハススンデ援助スルケレド。ソレハソレ、コレハコレ、ダヨネ」

　デケニーの悪びれない応答に、やれやれ、と黒髪の師弟は嘆息する。魔族の価値観倫理観は種族ごとに様々だ。それは生態も然しかり。団体行動など、同一種族でも苦労するというのに。

「よくもまあ、魔王オルデンは魔軍なんて統率出来ていたものね……」

　かつての上司の手腕に呆あきれつつ、イザナはハルベルへ手招きする。

「はい？」
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「ハルベル。貴女あなたの成長はかなりのものよ。これは才能よりも、貴女あなたの勤勉さね」

　師匠から突然の賞賛に、ハルベルは思わずしゃちほこばる。そんな彼女に笑って、イザナは続ける。

「はっきり言って、並の死し霊りよう術じゆつ士しとしての術は今の貴女あなたなら大たい抵ていこなせるし、教えたわ。ここから先は、私の領域に入ってくる。だから……」一度言葉を切って、イザナは森を見る。

　契約魔力線の感覚で、ハルベルにも分かった。二人の想い骨が近付いてくる。

「一旦、エイル王国に戻る準備をなさい。まずは貴女あなたの地盤を安定させてから、この先の修行に入りましょう」

「……！　は、はい！」

　ハルベルは、エイル国王アインアルに対し、自らの村を工房とするに当たり、一人前の死霊術士となることという条件を受けている。現状の腕前であれば、まず問題は無い。イザナはそう判断した。

「おー、なになに？　何の話？」

　がさがさと草をかき分けやってきたのは、あろうことか人骨だ。マントを羽織り、剣を腰に帯び、しかし動きは軽快に、腕骨を二人へ向けてひょいひょい振っている。

「貴方あなたにそろそろこの子の引率を頼むってことよ、アルヴィス」

　そう、彼の骨こそは御存知、我らが主人公、アルだ。

「だから今はアルだっての。ふんとにもう」

　手骨を腰こし鎧よろいにあてて、呆あきれるアル。

「まあまあ。お母様にとっては、父様はいつまでも父様ですから……」

　それを取りなすのは、若き日の勇者にうり二つの容姿を持つ人物であった。名をシミュラル。エルフの秘術により、イザナの手で作られた勇者の複製体だ。胸にはほどほど豊かな双丘があるが、それは複製体の安定上、両性として作られたためである。そのため、酷似してはいてもシミュラルの顔立ちは元の勇者よりも中性的である。

「一時帰国ということですか？　アル」

　彼かれ等らに続いて現れたのは赤髪の女剣士、といった風ふう体ていの人物──ミクトラだ。

「確かに、問題がないなら日程に余裕持たせた方がいいか。ミクトラも実家に顔出しに行く？」

　アルに呼びかけられ、ミクトラも笑顔で頷うなずく。勇者を崇敬すること右に出る者無い彼女は、今はアルの従士として自主的に仕えている。

「そうなると少しだけ間が悪いですね。明日からフィネグンド内は転移装置の整備に入りますから……」

　シミュラルが口に手を当てて日程を思い返すようにする。フィネグンドは広大な森を領土にする関係上、街道などは乏しい。よって、古代魔法の産物による転移装置によって遠方同士を繫つないでいるのだ。

　アル達たちは（色々あったものの）エルフ女王フェアエルリから一定の信任を得ているため、転移装置も使わせてもらえる。

「旅支度もじっくりやれば一両日はかかるでしょうし、いいのでは？」

　ミクトラの提案に、そうだね、とアルは顎あご骨ぼねをうなずかせる。

「じゃあイザナ、女王に出国のお知らせしてもらえる？」

「ええ。貴方あなたたちは支度をしておいて」

　イザナは元々、フィネグンドに魔法技術の発展を目的とし、国こく賓ひん待遇の身だ。アル達たちとは違い軽々に出国とはいかない。

「それじゃあ一緒に行くのはハルベル、それからアルとミクトラさんね。……シミュラルも旅行がてら、行ってくる？」

「いや流石さすがに私は、連合国に行けば騒ぎになってしまうのでは……？」

　シミュラルの顔を見て、イザナが勇者の似姿の頰ほおに手をあてる。

「んー、お化粧とか変装でなんとかならないかしらね？」

「お、お母様、その、皆さんの前ですから」

　母子の微笑ほほえましいふれ合いに、居心地悪そうにする骨が一体ある。生前の自分の顔が、かつての仲間に子供扱あつかいされていては無理もない。ハルベルとミクトラが苦笑する。

「いい加減慣れればいいのに。シミュラルさん、生きてた頃のアルより美形なんでしょ？」

「わ、私はかつての勇者様のかんばせが好きですよ、精せい悍かんさがあって」

「うう、フォローが痛い……」

　赤面する──ことはない頭ず蓋がい骨こつを手骨で覆おおって、アル。

「失礼します、イザナ殿はおられるか！」

　声が投げかけられた。一同が振り向けば、そこにはエルフの兵隊がいる。慣れた様子でイザナが返答する。

「どうしたの？」

「はい、この度、新しい転移装置が森から発見されまして。起動可能かどうか、イザナ殿に検分を依頼したく」

　イザナは古代魔法に置いては、今や女王に次ぐ知識量と技術を持つ。

「あら、仕事増えちゃったわね。じゃあ貴方あなた、これお願い」

　アル達たちの出国依頼の手紙をエルフ兵に渡しつつ、彼女は歩き出す。




「これが発見された転移装置か。地中に埋まってたのね。……それにしても」イザナは後ろを振り向く。「なんでみんなして着いてきたの？」

　彼女の背後には、アルにハルベル、ミクトラとシミュラル、四人がたむろしている。

「なんとなく」「古代魔法ってどんなかなーって」「私はアルの従士なので……」「なんだか一人になるのもさびしくて、つい」

「初等学生じゃあないんだから。もう。まあいいけど。それなら、掘り起こすの手伝ってくれる？　神官服のままで来ちゃったわ」

　おっけー、とばかりにアルが率先して動く。が、こともあろうに神からの下か賜しである神聖剣スカットゥルンドで土を掘ろうとしたので、慌ててミクトラとシミュラルが間に入った。

　訓練着だったハルベルも掘り返す作業に参加して、流石さすがに四人もいればこれ以上の手は邪魔である。イザナが少し離れた木に身を預け、ひと息ついた時だ。

　ごお、と風が巻いた。物理的なそれではない。魔力の風だ。

「!?」

　いち早く反応したのはアルだ。その風の中心が、今まさに目の前にある土を被かぶった転移装置だと見抜く。

「起動した……？」

「そんな!?　百年単位で土に埋まってて、魔力も通してないのよ？　……!?　しかもこれ、疫えき病びよう除去術式……まさか、遠距離転移!?　っ、離れて！」

　イザナの指示が届く、その暇もなく。

　光が周囲を埋めた。




　　　○




「おや。これは……」

　天界。神々の住まう上位次元。最高神にして太陽と風、正義を司つかさどる大女神マルドゥは下界の魔力のうねりに目を細めた。

「我が勇者が次元の狭はざ間まに落ちかけているではないか」ともすれば、異界へと飛びかねない。

「なんと。それはめでたい」

　側神のヴァルクが、隠しきれない喜びの声音で祝う。

「……あんまりそれは良くないね、ヴァルク」

「失礼しました。つい」

　地上の人間（元）にムキになる腹心の神へ苦笑しつつ、マルドゥは指先を回す。

「ふむ、これは……ああ、因果は彼の地か。ならばそれまで無しにするのはちと干渉が過ぎるな。──では、こんなところか」

　動作を終え、マルドゥは頰ほお杖づえをついて嘆息した。その動作に反して、声は楽しそう。

「なんともはや。死してなお運命力が強すぎる奴やつ。まあ、此こ度たびも頑張ることだ」

　最高神の微笑ほほえみだけが、天界に満ちていく。




　　　○




「なんでだちくしょー！」

　がばあ、と草むらから人骨が飛び上がる。

「…………」くるくると、アルは頭ず蓋がい骨こつを三六〇度回して周囲を確認する。

（なんだっけこれ。葉が針みたい……バルキアで見たな。パインだっけ？）

　植生が明らかにフィネグンドのそれと異なる。木々と草の中ではあるが、斜面だ。山中であろう。先ほどまでいたフィネグンドの森ではないことは明白だった。

「まーじーでー……転移してるじゃん、これ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、アルは周囲を見回す。ほどなく、予想通りのモノを見つけた。

「あった。転移装置」べしべしと、つついてみる。「……くそ、ウンともスンとも言わない」

　腹立ち紛れに、転移装置に腰骨を下ろして思案する。

「暴走か……暴走だよなあ。うーむ、ハルベル達たちもいねえ。俺だけ転移したのか、別の地点なのか。最悪だなくそ。しかもマルドゥに助けられた感じだぞ。最悪そのに～」

　見知らぬ地に骨一体、である。彼は立ち上がり、背骨を伸ばす。

「まずは行動だ。ここがどこか確かめないと……ほいほいほ。えー、昼は過ぎてたよな。太陽があっちだから、東はこっち」

　するするとアルは背が高い木を見み繕つくろって登る。山中であれば、降りた先が人里とは限らない。

「んーと、お、街道みっけ」

　木のてっぺんで下界を見渡して、アルは南西方向に行き先を見つける。ぴょーんと飛び降り、そのままの勢いで斜面を下っていく。

「すちゃ！」華麗に街道へと降り立つ。

　石を敷かれたりはされていない。通りやすく均されただけの土の道だ。




「──昼日中に妖よう物ぶつか」




　声はアルのすぐそばからした。即、側転。白骨がいたその場を白はく刃じんが薙ないだ。

　着地して、両者は向かい合う。刃を振り抜いたのは、少年と言ってもいいような年頃の剣士である。身にまとうのは東国の服、キモノだ。己の剣の師を思い出し、アルは驚きよう愕がくする。

（……サムライ！　んじゃここ、東国……ヤマかあ!?　マジかよ！）

　大陸西方のフィネグンドから、一気に対極だ。

　東国ヤマ。五カ国連合と西方大森林、魔国を擁ようする大陸から海を隔てた東方にある島国である。連合国のバルキア共和国、その極東部に似つつも、独自に進化した文化を持ち、中央の本州と大小多数の島で構成され、南北に細長い領土を持つ。

（試しの一撃とはいえ易やす々やすと。身のこなしからしても胡う乱ろんな霊ではない）

　対し、サムライの少年は冷静にアルの正体を吟ぎん味みしている。右手の東国剣──刀と呼ばれる武器を胸元に戻す。

「いきなり刃にん傷じよう沙ざ汰たとは危ないね。──まあ俺の風ふう体ていじゃしょーがないけどさ。お互い様ってことで手を打たないか」

　アルも動揺を押さえ込み、黒剣を左手骨で抜いて牽けん制せいしつつ相手を観察する。

　東国の着物と呼ばれる服は袖がたっぷりとしているが、それでもサムライの左腕は不自然なほど見えない。

（片手……隻せき腕わんか？　にしても、重心は健常のそれ。……暗器かな？）

「歩き髑どく髏ろは初めてではないが、口をきき剣も使うとは何とも珍しい」怜れい悧りな双そう眸ぼうが細められ、彼は続けた。「我が名はヤギュウ流剣士、ヤトノ」

　名乗りに、アルは再び驚きよう愕がくし、同時に安あん堵どする。同門だ。

「俺の名はアル。ただの道に迷った骨だよ。いやしかし、奇遇だね。俺も──」

「西方剣に加え、左ひだり利きき──工夫が見て取れるが、その構えは明らかにヤギュウ流水すい月げつ影えい」

「おー、話はやい」

　アルは一瞬喜ぶが、すぐに相手の視線の冷たさに気付く。

「拙せつ者しや、国に跋ばつ扈こせしヤギュウ流を悪用する外道剣士どもを誅ちゆう伐ばつせんがために旅する者。……どうやら、またその一人が見つかったようだ」

　殺気が吹く。瞬時、ヤトノと名乗ったサムライが全く起こしを見せずに動く。

「動剣・三日月！」

「っうお！」

　弧こを描く斬きり下ろしから、足先と小手、末端を狙ねらう二斬ざん。片手とは思えぬ剣速がアルを襲い、二斬をかわし黒剣が危うく三斬目を弾いた。

「くっそ、結局こうなんのか！」血も通わぬアルの背骨筋に冷たいものが走る。（今の、技知らなかったらヤバかったぞ……！）

　反撃の横よこ薙なぎは後ろに飛んでかわすヤトノもまた、戦せん慄りつを覚えている。

（拙せつ者しやの十お八は番こまでもしのぐか！　そこらの門下生程度ではない！）

　さらに二合、アルとヤトノが打ち合う。いずれも、アルがからくもヤトノの技を受け、反撃でヤトノが追い払われると言う形。

（ぐっ、技のキレが良いい……のと！　あの重心が！）

　アルは技を見切りきれない。ヤトノは隻せき腕わんながら、健常体と同じ重心。普通ならバランスを崩すだけのそれを、フェイントのように使いながら攻めてくる。左腕部に暗器があるようには見えないが、

（生きてる時の目なら、その手の虚実は全部見抜けたんだけど！）

　魔力で疑似視覚を作っている今のアルには、そこまでは不可能だ。フェイントと決め込んだ瞬間に、致命的な一発が来る可能性は捨てきれない。

（ペースが握れない。左手じゃ、これを続けられると押し切られっぞ……！）

　だが。両者ともにきわどい攻防が連続し、それぞれが相反する思考を抱いていたのだった。

　ヤトノもまた、己の技がかすることも無くしのがれる様さまに、焦あせりが湧いていた。

（このまましのがれれば、慣れた相手と攻守が逆転するか!?）

　直後。ヤトノが刀を大きく引く。一撃必殺の賭かけに出た。

「動剣・大だい黒こく断だん……！」

　水平斬り。その名の通り、家屋の芯しん柱ばしらをも易やす々やす断ち切る一撃が、アルの腰骨目掛け繰り出された。

　当たれば真っ二つどころか、背骨が数ブロック消し飛びかねない。しかし対するアルは。

「っ！」

　踏み込んだ。剛剣へと。同時、わずかに傾斜をつけて縦に構えた神聖剣で受ける。

（愚かな！　剣ごと吹き飛ばしてくれる！）勝利を確信したヤトノが笑い、

「静剣・転てん流る独ご楽ま」

　ヤトノの剣が地面へと叩たたき付つけられた。幾人もの旅人に踏み固められた街道が、まるで泥水の如ごとく弾はじけ飛ぶ。アルは剣の勢いをそのまま借りたかのように、中空で独楽のように回る。

「なっ……！」

　ヤトノの驚きよう愕がく。相手の剣の勢いに逆らわず、しかし受ける際にほんの僅わずかだけ斜めに方向性を与え逸そらす技──如きさ月らぎの亜種だ。相手の技が強いほど、効果は激烈に現れる。

　もはや正円にしか見えぬほどの高速回転を空中で行うアルから、一本の線が突き出た。足骨だ。回転をそのまま活いかし、

「予測さえつけばどんな威力だろーが、ね！　動拳・転てん蹴しゆう！」

　右背中へと撃ち込んだ。己の剣に遅れて、若きサムライもまた地面へと倒れ伏す。

　──最後の激突前に互いに抱いた危き惧ぐは、それぞれ妥当なものであったと言える。しかし、直後に動いたヤトノのいわば若さが、アルに勝機をもたらした。

「がっ……はぁっ」

　肺の空気が強制的に絞り出され、呼気とも悲鳴ともつかぬ声が上がる。

　ともあれ、決着であった。




　　　○




「──これも違う。これも」

　アル達たちが転移装置の暴走により姿を消してから、数時間後。

　イザナはフィネグンド女王フェアエルリへの謁えつ見けん──

「謁見？　突撃でしたよ、あれは。足に何人近この衛えを引ひき摺ずっていたことか」

　──謁見を済ませ、許可を得て王城の書庫で資料を漁あさっていた。

　件くだんの転移装置は、数百年前に東国のエルフとの連絡用に使われていたものであった。時が流れ、東国もまた人間の支配地となり、使われなくなって久しい。

「利用していた時期の資料になると、古文書の領域になるわね……ああもう」

　そういった理由で、イザナは書庫にて当時の転移先や再起動方法を調べている。

「とはいえ、休眠状態であったあの装置が起動したというのは、解げせません」共に来ていた女王が呟つぶやく。「むしろ、原因は東国──あちらの情勢に関係があるやも」

　イザナがぴたりと手を止める。

「東国に異常が？　考えられるとしたら、東国エルフの蜂ほう起き、もしくは──」

「魔王軍の極東進出。しかしこれは、現在の戦況からすれば悪手でしょうが」

　ううむ、と二人で首をひねる。しかし、やることはひとつだ。

「どちらにせよ、向こうからの起動に応こたえられるようにしておかないと」

「なんとも、信頼の厚いこと。向こうの状況も分からぬのに」

　フェアエルリの危惧に、イザナは肩をすくめて返した。

「アルは言うまでもなく。私の子と、弟子と、その友です。心配するような鍛きたえ方はしていません」

　やれやれ、とばかりに女王が半年ほど前の一件を思い出し、嘆息した。

「はぁ……そうですね」気を取り直して、彼女は踵きびすを返かえす。「資料は自由に閲えつ覧らんしても構いません。執務に戻りますので、何か進展があった場合は逐ちく一いち報告を」

　イザナは頷うなずく。この寛大さは、万一東国との経路が出来れば、フィネグンドに取っては札のひとつと成り得るからだ。




　　　○




「斬きるがいい」

「斬らないって。話は分かったでしょうよ」

　所は戻って、東国ヤマ。街道から少しだけ森に入り、人骨と隻せき腕わんのサムライが草むらに座って押し問答だ。

「山さん民みんの転移装置により遙はるか西方からやってきたマガツ殿の直弟子、だと？　天より人が現れる方がまだ真実味がある」

「悪いね天女様とはほど遠くて。お望みなら転移装置まで案内するって。それに、君自身」

　アルの指骨が、ヤトノの側頭部を指した。髪で隠れている彼の耳を、自身の手が思わず覆おおう。

「……見たのか」

「介抱する時にちらっと」

　苦々しく退けられる手。髪の間から一瞬見えた耳は、人のそれより少々長く、尖とがっている。エルフの身体特徴に近い。

「私はヤギュウ家に仕えるサムライだ。山民のことなど知らん」

　アルは一瞬、思案した。東国エルフ──通称を山民と呼ばれる彼かれ等らは、ヤマに置いては被差別民だ。戸籍が作られることもなく、山に潜ひそむ人でない者とされている。

（山民、もしくはその子孫がサムライやってる理由──ま、詳しく聞くのは野暮か）

　サムライ。東国ヤマの騎士階級である。大府と呼ばれる政治機関があり、頂点に大将軍という首脳を置く。その下に、大名が統治する藩はん国こくという多くの自治体を従える。

　アルはヤトノとの会話の中で、現在地がイズモ藩国と呼ばれる場所──都から西方の土地だということも聞き出した。

「どうだろう。斬るのは置いといて。俺と君の利害は一致してると思うんだが」

「なんだと？」

　怪け訝げんそうな顔をするヤトノへ、アルは答える。

「君はヤギュウ流を悪用する剣士をやっつける旅の途中。俺はひとまずマガツの爺じいさんに会いたい。ならとりあえず、俺を連れて国都──エノツのヤギュウ家に行けばいい。その途中に標的の剣士がいたなら、協力して倒す」

　ヤトノが眉み間けんにしわを寄せる。彼の心中にも、様々なものがある。

（この人骨、腹に一いち物もつあるやも……見た目は空っぽではあるが……いや、違う。そうではなく）頭を振って、雑念を飛ばす。（拙せつ者しやを殺そうと思えば出来た。ヤギュウ家に取り入る算段……としても、かつてヤギュウ流を修めていたのは間違いない。しかも、かなりの練度で。元が師範級としても不思議はあるまい）

　実際は皆かい伝でんの骨であるが、それはともかく。ヤトノにしても、目の前の骨がマガツの知ち己きであるという可能性は捨てることが出来なかった。嘆息を一つ。

「……良かろう。仮に貴殿がヤギュウ流に仇あだ為なす者だとしても、その時にはマガツ様が貴殿を斬きり、然る後に拙者も腹を切る。ここで死ぬかそこで死ぬかの違いだ」

「だからんなことしねえって言ってんでしょ。ほんと命が軽いなもう！　セップク（東国の自害）の実演とか見たくないよ！」

　そんなことを言う死し霊りようであった。ともあれ、魔国しかり、国が違えば精神文化も違う。アルも東国が名誉を重んじる国だと知っている。基本的には、

（侮ぶ辱じよくされたら殺す、名誉のためなら死ねる、の文化だからな……半世紀ほど前に国内が統一されて後は多少穏やかになった、ってマガツ爺じいさんは言ってたが）

　それでも騎士階級以上は中々変わらないし、その気き概がいを保っていればある種賞賛されるような風土がある。

「ともあれ……いいかな？　そんじゃ旅は道連れ、といこうか」

「良かろう。しかし」ヤトノが人骨を見た。「少し、格好を考えよう」

　数分後。東国の男性用着物を身にまとい、さらに顎あご骨ぼねまでマントの襟えりを引き上げ上げ、東国笠かさを被かぶったアルがいた。骨部分は陰に隠れる形だ。

「うむ……これならば、通り過ぎる分にはなんとか……なる、か？」

　やや難しい顔で、ヤトノ。ちなみに、既に倒した外げ道どう剣士のものであるらしい。道理で、胸元に穴が空いている。

「あ、でもマントで隠せるな、うん。んじゃしゅっぱーつ」

　意気揚よう々よう、街道を東方向へ歩き出す骨と、眉み間けんを押さえるサムライの若者。

（ハルベルとミクトラ、シミュラル……無事か？　まず権力者なマガツ爺じいさんの助けもらって、探さないとな）

（アル……この者がどういうつもりかは知らんが、この腕前は功を立てるのに利用できるやも知れん。賭かけではあるが……）

　奇妙な二人旅が始まりつつあった。




　　　○




「さ、さぶいんだけど……！」

　ヤマ東北、ムデ藩はん国こく。この土地だと、春までは今少しという時期である。雪がちらつく森の中、ハルベルがぶるぶると肩を震わせていた。

「アタシも寒いのはちょっとナー」

　デケニーは本体の上半身が人、下半身が巨大蜘ぐ蛛もの魔物、アルケニー形態となってハルベルを載せて森を進んでいる。彼女からすれば森は足場の宝庫だ。

「大丈夫ですか？　ふたりとも。どうやら、この辺りは北の方に位置するようですね……明らかにフィネグンドではない」

　森中のアルケニーに追つい随ずいするのはシミュラルだ。この三者が、共にこの北の地に飛ばされていたのであった。

「契約魔力線でアルがずーっと南西の方にいることは分かるから、合流を目指そ！」

　ハルベルの意見が取り入れられ、それでもとりあえずは人里を目指すべしと、彼女たちは森を出るために動いていた。そんな道中のことだ。

「ン……！　女帝、ちょいと降りるヨ」

「わわっ」

　糸を用いて、木々の間を飛ぶように動いていたデケニーが突如、草の中に着地する。

　遅れてシミュラルも着地。無言で、デケニーは人間の指先を上へ向けた。

「どうしたのです……!?」

　釣られて上を見たハルベルとシミュラルが、同時に目を見開いた。

　空を周遊するように、悠ゆう然ぜんと行く者たちがある。

「あれ……鳶とびかなんか？」

「いえ。違いますね。有翼人種バードマンです」

　視覚を魔力で強化して確認し、シミュラルが言う。




◆バードマン（人間敵対度……Ｂ。部族の大部分が魔王軍へと加入した）


　背に翼つばさを持つ亜人種。東国では天てん駆くとも。他の部分は人間とほぼ同じであったり、鳥類の特徴を顔や手足に持つ者などがいる。

　背中の翼で魔力と風を摑つかみ、飛ひ翔しようするのが一番の特徴。その限界高度は千メルを優に越えるとすら言われる。さらには一般的な人間の倍の寿命を持つ。知能も人間と同等に高い。

　戦闘力もまた非常に高い。空を飛んでいるだけで圧倒的な優位を得られ、さらに翼を羽ばたかせるために強きよう靱じんな上半身の筋力があるからだ。その利点を活いかし、戦士は弓や投げ槍やりなどを使う者が多い。

　種族的に人口が少ないことが種としての最大の弱点といえる。過去に大減少期があったとされるが、詳細は分かっていない。



勇者曰いわく『戦うなら飛び道具を持つこと。空間魔力が薄い場合や、夜なら上う手まく飛べないので、場所も非常に重要な要素です』




「魔王軍の奴やつかナ？　いや、ここがどこか分からんけド」

「わたし達たち隠れて、デケニーがお話できないかな？　それで道教えてもらうとか」

「バードマンっつったら堕だ天てん軍ぐんでショ。あいつらとは接点ないんだよネ。仲悪いと割と平気で戦闘になったりするヨ、魔王軍」デケニーが首を振る。

　苦い顔を見合わせるハルベルとシミュラル。上空のバードマン達たちが去っていく。

「それにしても、ここはどこなのでしょう。堕天軍がいるとすれば、東方面……バルキアなのでしょうか？　それとも、もしや魔王軍領……」

「いや……よく見たラ、魔王軍領ではないと思うヨ。覚えが無い植物が多イ」

「じゃあ、あのバードマン達たちは？」

　ううむ、と三人で首をひねる。

「とにかく、基本的には父様への契約魔力線をたどりつつ、人里を見つけるのが先決ですね。そうなれば場所が分かります」

　振り出しに戻る、だ。ただし、先ほどのバードマン達たちに見つからぬよう、空から周囲を確認するのは控えねばならない。

「春前だけど、食べられるものがあれば採取しとこ。長旅になるかも」

　山育ちのハルベルの言葉に一同頷うなずき、行動を再開する。

　彼女たちがどうにか谷間の村を見つけ、さらには先刻のバードマンと鉢はち合あわせし、なし崩しに村の人々と共に戦い、撃退。ここが東国だと知るのは、数時間後のこととなる。




　　　○




　さらに、ところ変わって──

「東国？　ではここはあの、勇者アルヴィス様の剣のお師匠、東国剣の達人マガツ＝ヤギュウ殿の故郷であるヤマなのか!?」

「う、うん……すごい圧で来るね、ミクトラさん。落ち着いて？」

「過度の興奮が認められる。深呼吸をするべきだ」

「これが落ち着いていられるか！　レヴァ殿！　〇三殿！　私の剣も、今や半分ほどがアルから教えられた、アレンジされたヤギュウ流なのだぞ！　つまりマガツ殿は師の師、主の師……！　これは最も早はや大師匠といっても過言では無い！　そしてここが東国というのならば、もしかすれば会える可能性も……！　いや、アルもまたこの国に飛ばされたならば、マガツ殿の元に行くのは必定！　つまりこれは会えると見て間違いは」

　とてつもない早口でまくしたてる勇者オタク・ミクトラ。それをどうどうと抑えているのは茶色の髪をした女行商人、レヴァと、白いフード付きローブをまとった〇三だ。

　彼女たちが現在いるのは、東国の中部、その北側だ。街道を馬車で移動している。御ぎよ者しや台だいにレヴァとミクトラ、幌ほろ付きの荷台に〇三がいる。

「だーから落ち着いてってば。ミクトラさん目立つんだから。こっち来ちゃった理由はよく分かったから」

「うむ。俺おれ達たちと一緒に都まで行けば、合流できる可能性は言う通り高い。であれば、興奮を抑えて無用な騒動を避けるべきだ」

　ローブの下から覗のぞく、青白い肌色。〇三は、複数の死体を集めて作られた高性能なゾンビだ。その目的は絶滅種の骨収拾。かつてアルと出会い、明確な自我を手にした経緯がある。

「う、うむ……すまない」詫わびて、改めてミクトラは二者を見る。「ところで、何な故ぜ貴女あなたがたは一緒に行動を？」

　ミクトラの疑問は当然で、彼女の知る限り彼女たちふたりに面識はない。

「新年くらいかな？　盗賊に襲われかけたのを助けてもらってさ。それから一緒に旅してんの」

「彼女は行商を。俺はその護ご衛えいと、絶滅種の骨探しの足を得る。利害の一致というやつだ。俺を怖がらないのは最初驚いたが……」

　レヴァもまたアルの友人である。

「しかし、どうしてまた東国に？」ミクトラは着替え用に渡された東国服を眺ながめて、問う。

「東国ならば独自の生態系もありそうだしな」

「あたしも一人だったら東国とかリスク高すぎだけど、〇三がついてくれるなら、イケるかなって……東国語分かるんだって。一山当てられそうだし」

　こちらもまた、利害の一致ということらしい。さらに、彼女たちは商業が盛んな都市を回っているという。

「そういうことだったのだな……では、改めて頼む。ふたりとも」

「こちらこそ」「よろしくね。ふふふ、護衛増えた」

　思わず本音が漏れたレヴァに苦笑しつつ、一行は都目指して南へと向かうのであった。




　こうして、三所に飛ばされたアル達たちは、合流を目指しそれぞれに歩みを始めた。




　　　○




　しかし、彼かれ等らは──旅路にあったヤトノですら──知らない。

　ヤマに今、戦乱が芽吹きつつあることを。




「何用か」

　そこは、一見すれば東国様式の貴人の部屋と見えた。

　しかし、実際にこの場所に来れば、そのような印象はかき消える。

　あまりに凄すさまじい、ただ一つの要素が、全ての要素を押し潰つぶしている。

　部屋の奥、御み簾すの向こうにその存在は座している。魔力ですらない、ただいるだけで発される超常の存在感は、常人であれば同空間にいるだけで不調をきたす。

「は。ムデ藩はん国こく軍をほぼ制圧したことを、御報告に参りました。元の藩国主──イタツ家当主こそ逃れましたが、最も早はやその首も時間の問題でしょう」

　とはいえ、来訪する者は、今膝をつき頭を垂れるただ一人だ。黒い翼つばさを背中に持ち、二メル近い長身、神かみ代よより伝わるという魔ま鎧がいを身につけるその偉容。

「ルシフルス」

　その名を、奥の存在が口にした。その瞬間、ルシフルス──魔王軍十じゆう堕だ臣しんの一人、堕だ天てん王おうは明らかに重圧が肩にかかったのを意識する。

（意思を向け、名を口にしただけでこれか。流石さすがは──）

「妾わらわのただ一人の信徒よ。汝なんじの願いだからこそ、妾わらわはここに在る」

「は──、…………！」

　ルシフルスが歯を食いしばった。御み簾すの向こうで、視線が向いたのだ。魔力が渦を巻く。部屋の奥の存在に対し、魔マ力ナ駆ドラ動イブしての入室などという無礼を行う訳にもいかず、彼は耐える。

「些さ事じは要らぬ。妾わらわに望む事をのみ、述べよ。妾わらわは願いを受ける者、なれば」

　部屋中の魔力がルシフルスに集中する。しかしそれは、視線の主が意図して行ったことではない。単に、行動に付随する効果でしかないのだ。

「──承知、いたしました。御おん身みにおかれましては、今しばし、玉ぎよく体たいを休めていただければ」

　気を張った返答に、部屋の魔力流が散った。視線を外したのだ。

「そうか。汝なんじが言うならば、そうしよう」

　小さく息をつき、堕天王はさらに深く頭を垂れる。

「は──委細、お任せを。必ずや、御身の世を設しつらえて御覧に入れる」

　彼がこうまでする、今の主の名を述べる。

「──月の女神、ナシンナ様」
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「建物に靴を脱いで上がるの、珍しいよな～」

「そういうものでござるか。そのような重たそうな履はき物ものでは、脱がねば疲れそうでござるが」

　街道の安宿だ。笠かさを深く被かぶり、そそくさと部屋に入ったおかげで、どうにかアルの風体は見み咎とがめられずに済んだ。アルはヤトノの草ぞう履りと呼ばれる履物を見る。

「穀物の茎を編んでるのか……発明だよな。これなら安く作れてみんなが履ける」

　という世間話を挟みつつ、アルは旅装を解くヤトノに眼がん孔こうを向けた。

「答えにくけりゃいいんだけど、左腕どったの？」

　部屋に落ち着いたヤトノの左腕は、やはり上腕の半ばから着物の厚みが見られない。

　ヤトノは嘆息する。彼としても、隠せるとは思っていない。

「……かつての不覚傷にござる」

（暗器は備えていなかった。それでも、戦った時の重心は健常体のそれ）

　明らかに意図してそうしている。だがそれは武の秘密であるかもしれない。なのでアルも、それ以上は聞かず話を逸そらす。

「片手であの腕前か。大したもんだ」

「降くだした側に言われても。……それに、片手なのはそちらもでござろう」

「うげ。バレた？」意外に顎あご骨ぼねがかくんと開いた。

「道中の所作を見れば、本来の利きき腕うでが右ということなど、すぐに分かるでござる」

　ヤトノの返答は憤然としたものだ。アルは決まり悪く頭ず蓋がい骨こつをかいて、

「ちょっと前に右腕骨を移植してね。未いまだに慣れてないんだよ」




　──数ヶ月前の事件で、アルは右腕骨を失い、アンキエイアという神の右腕骨が取り付けられた。そしてそれは、神々から与えられた神聖剣スカットゥルンドと相性が良すぎた。相互に影響し合い、想定外の威力が出るため、現在アルは右腕で剣を持つのを控ひかえている。




　掲かかげられた腕骨を、ヤトノがしげしげと見る。人骨をじっくり見る機会など中々無い。

「確かに、他と色合いが僅わずかに異なるでござる……骨にも苦労があるものだ」

　ヤトノは言ってから、思う。師・マガツは大陸から戻って後、あれこれと調べ物をしていた記憶があった。

（マガツ様が調べていたのは、不死の伝説。黄よ泉み返り、尸し解かい仙せん、泰たい山ざん府ふ君くんの儀……老いからかと思っていたが、よもや原因は、この者でござるか。彼を、復活させようと──）

　その骨は悲壮感の欠片かけらも無く関節の各種をくるくる回している。

「試行錯誤してるんだよ、色々。……まあ、そっちに魔マ力ナ駆ドラ動イブされてたら負けてたかもね。いくら東国の大半が龍脈地で魔力が豊富だからって、俺の方はあんまり無理できない」

　割と本心でアルは言う。

「魔マ力ナ駆ドラ動イブ……気き法ほう身しんか。それは──無い。あり得ぬことでござる」しかし。そう言って、ヤトノは痛みを堪こらえるように目を閉じた。「先に休む。明日も早いでござるぞ」

　背を向けられて、アルは疑問に頭骨をかくんと倒す。

（あそこまでヤギュウ流を修めといて、魔マ力ナ駆ドラ動イブが出来ないってのも変な話だが……）

　魔マ力ナ駆ドラ動イブは難度の非常に高い技術ではある。しかし、東国での魔法にあたる技術──気法は、外部に影響を及ぼすものこそ少ないが、己自身、もしくは接触した相手に効果を及ぼすことに特化している。つまり、魔マ力ナ駆ドラ動イブに向いた技術系統なのだ。

（と、マガツ爺じいさんに聞いた。東国の上級サムライは結構な割合が魔マ力ナ駆ドラ動イブ出来るから、数こそ少ないが戦力自体は高い。おまけに、ヤギュウ流の上位技は多くが魔マ力ナ駆ドラ動イブを必要とする）

　故に、ヤトノほどの腕前のヤギュウ流剣士であれば、まず可能なはずであった。

　うーむ、と思いつつ自分の布ふ団とんを敷く。

（ま、考えてもしょうがないし、俺も魔力回復に努めて寝るか……床で寝るって、慣れないな～。野宿よりはよっぽどマシだけどさ）

　宿の人を驚かせてもいけない。アルは頭蓋骨から足指骨まですっぽりと布ふ団とんにくるまり、休眠状態に入った。




「起きたら横に白骨死体というのは、中々心臓に悪いでござる……」

「勢いよく布ふ団とんめくって起こすからでしょ。指骨飛んでって大変だったじゃん」

　翌朝。再び街道を行くアルとヤトノの姿がある。

　人通りの少ない早朝に宿を出て、人気の無い深夜に次の宿へ、というのがアルを連れたヤトノの行動方針だ。

「そのへんはごめいわくをおかけします」

「別に構わんでござる。なるべく距離を稼ぎたい」

　歩くヤトノは流石さすがにヤギュウ流の剣士と言うべき健脚だ。

「その、追ってる剣士ってのは何人いるんだ？」

「あと二人。片方は本道場で十本の指に入る腕前でござった。が……」一旦言葉を切り、絞り出すように言う。「──己が求められた居場所をわざわざ捨てるとは、愚かなことでござる」

　その言葉には重さがあった。アルは彼の耳を思い出すが、聞き返したのは別のことだ。

「それを、わざわざヤギュウ流が？」

「生半可な追っ手では、犠牲を増やすだけ。故に、拙せつ者しやが名乗り出たのでござる……鎖くさり鎌がまを得意とする一人は討った。今一人はこのイズモ藩はん国こく近辺にいると聞いていたのでござるが」

　この少年がここまで言うほどの剣士。

（俺も今は本調子じゃねーしなあ。まあ、片腕と死人なら丁度一人前か）

「奴やつらは、本来御お止とめ流りゆうであるヤギュウ流を汚れ仕事に使っているという。御流儀のためにも、一刻も早く討うち果たさねばならんでござる」

（そこらの奴やつらに剣の術理を盗まれてもたまらん、ってのもありそーね）

　そう思うアルを、じろりとヤトノは見る。

「貴殿も、よもやみだりにヤギュウ流の剣をひけらかしはしていないでござろうな？」

「だ、だいじょうぶ……だと思いますよ、うん」

　横を向いて口笛（鳴らない）を吹く振りをする骨である。話題を変えるように、続ける。

「それよかさ、その三人って、追われるとか一体何したんだ？」

　やや重苦しい息を、ヤトノは吐いた。愉快そうな話ではない。

「……三人共に、人ひと斬きりにござる。彼かれ等らはいわゆる、ヤギュウ流から他藩国へと指南役として招かれた者達たち。例えば、今追っている相手は……前任の流派とのいざこざでござる。……同門が闇やみ討うちに遭あった。止める間も無く相手の道場は血の海」

「うーん聞いた俺が悪かった」

「断っておくが、他にも多数の者が藩国に赴おもむいて、上う手まくやっているのでござるぞ」

　空気が重くなってしまった。ぽくぽくかしゃかしゃと歩く内、ふとアルは気付いて問う。

「君が一人を倒したって話、後の二人は知ってるのかね？」

「可能性は。当時は派手に読よみ売うりに報ぜられてしまったでござる。おそらくは藩国間を越えたでござろう。ここ最近は太平の世。民衆は騒動に飢えておる」

　読売とは、時事を記した東国の速報印刷物──要は新聞のようなものだ。

「ふーむ……じゃ、この辺に目的がいるっていうなら、俺に案があるんだが。次が、イズモ藩国で一番大きな町だよね？」

　うさんくさそうに、ヤトノは陽気な人骨を見返した。




　　　○




「人斬りだって？」「この辺にいるんだってよ」「俺は仇あだ討うちって聞いたぜ」「逃げ回ってんだって？　情けねえなあ」「これで何も起きねえならとんだ腰抜けだな」

　街道の次なる町では、既にこういった噂うわさで持ちきりになっていた。

「……どういうからくりを？」

　不審げに聞いてくるヤトノへ、アルは肩けん甲こう骨こつをすくめて言う。

「昨日の夜、ちょいと先行してアレ立てといた」

　指骨のさす方を、ヤトノは目を眇すがめて見る。

「……看板？」

　そう、看板だ。町の大通りの交差点に、堂々と置いてある。目立つには目立つが、普通に邪魔なのでそろそろ役人が撤去に来るだろう。

　看板に書いてある内容はおよそヤトノが語った内容の通りだが、随分な脚色がなされ、剣士達たちの悪っぷりと、元の流派（当然だが、ヤギュウ流の名は伏せている）から逃げていることを批難する内容が長々と書かれている。

　嘆息して、ヤトノ。

「器用に東国文字を使うものでござるな」

「マガツ爺じいさんに習ったんだよ」

「……確かに、これでは拙せつ者しやらを始末して首でも晒さらさん限りは、奴やつは面目が立たんでござるな。裏の仕事をしようにも、この有あり様さまでは誰からも舐なめられる」

　これがアル達たちの国であれば、相手が雲隠れするか襲いかかってくるかは半々……否、雲隠れの確率の方が高い。

「けどここは東国ヤマで、相手もサムライだ」

　侮ぶ辱じよくされれば殺す、の国である。

「向こうは君のことを知ってるんだろ。なら仕掛けてくるさ。とりあえず、宿決めよう」




　当然のことながら。センセーショナルな看板と、同時期に町へとやってきた奇妙なサムライの二人組──隻せき腕わんと、顔を見せない襤ぼ褸ろ着ぎ──は、町民達たちの格好の噂うわさの的となった。

「うーん。飯も忍んで食わなきゃならんとは。本場の東国飯なのに……」

　そんなことを囁ささやきつつ、アルとヤトノは飯屋の隅っこで夕食をつついている。

「初めて貴殿が食事した時には驚いたものであった」

　言いながら、ヤトノの箸はし──東国の食事用具だ──が焼き魚に伸びる。その寸前に。

　ひょいと、アルが器用に操る箸が焼き魚の身をつまみ、一瞬で被かぶったまま・着けたままの笠かさとマントの中に放り込む。骨手も、即座に裾すその中に消える。

「不作法な」

　流石さすがにヤトノが眉まゆをひそめるが、

「俺、毒とか効かないんで」言って、酒、米、煮込みと少量ずつ顎あご骨ぼねへと放り込む。

「──貴殿、毒見を？　仕込まれる可能性があると？」

「しなさそうな人なの？　……とりあえず、ここのは毒無し。んまーい」

　問い返されて、一瞬ヤトノは押し黙る。

（実際、看板の中傷──でも無いが、その払ふつ拭しよくなら、経過がどうあれ拙者達を斬きり殺したという結果があればいい）

　その上で、ヤトノは記憶の中の追いかけている相手を思う。

「──当時なら、しなかったでござろう」

　そうして、彼は無言になった。その夜は、そのまま過ぎた。




　当たりが出たのは、翌日の昼食だ。

「毒入りでもんまーい。このトーフがまた……大陸だとほとんどないんだよなー」

　アルが完食し、部屋に空の食器と宿代を置いて、奇妙な風ふう体ていのサムライ二人は宿を出た。

「如い何かにする」

「もうしばらくしてから街道に出る。道中で日が落ちるように。今日は月も大きめだ」

「そう、でござるな」

　空を見ながら。毒を摂とっていないのに、重く苦々しい口調でヤトノは答えた。

（そんなしんどそうな仕事、なんで受けたんだか。……片手失ってまで）




　　　○




　ヤトノの本名をヤトノミカという。彼は、東国ヤマにおけるエルフ近縁種・山民の末まつ裔えいだ。

　彼かれ等らは大府からは存在を認められておらず、人別帳──東国における戸籍に乗ることも無い。

　ヤトノの母親は何らかの理由で部族を離れ、ヤマの人里に降りて暮らすことを選んだ。当然ながら、暮らしは楽ではない。まともな仕事には就つけないし、住居もしかりだ。

　彼が五歳の時。親は既すでにこの世からいなくなっていた。

　──つまり彼は。物心ついたその時から、居場所が無い存在だった。

　居場所を求めて、町々を歩いた。最後にはどこからも弾はじき出だされ、そんな子供が生きるために盗みに手を出すのは当然の帰結と言えた。彼はいつしか、盗とう賊ぞく団だんの手先となっていた。

　そうして、盗みに入ったのがヤギュウ家の屋や敷しきだ。

　ヤギュウ家は、当代のマガツから新道場設立と共に都に移ったが、元々の地方領主だった頃の領地──つまり実家も別にあり、仕官していない一族はそちらに住んでいる。

　そうした訳で、老人や子供ばかりの手薄と思われた実家の方に入り込んだ盗賊団だったが、そこはヤギュウ家。一人残らず剣鬼である。

　しかも最悪なことに、マガツ本人もその日は実家へと赴おもむいていたのだった。

　手向かった盗賊団はほぼ皆殺しとなり、ヤトノもまたそうなると思われた。

　賊が全く大したことがないと気付き、やる気の無くなった一撃とはいえ。死体から拾った剣で、ヤトノはそれを防いだ。

　東国最強、龍りゆうをも斬きる魔剣の主、マガツ＝ヤギュウの一撃をである。

　そこでもう楽しくなってしまったマガツは、ヤトノを拾った。一族の反対は全て無視した。彼は良く笑い、血も涙もある人間だが、それ一切は剣という至上の目的の下にある。

「お前は、いずれ某それがしの剣を進めるものになるかもしれん」

　こうして、ヤトノは都のヤギュウ流道場住み込みの弟子となった。

　彼は初めて『いてもいい場所』を与えられたのである。




　　　○




　雲間の月光の下。一人歩くサムライがいる。重く、引ひき摺ずるような足取り。

　追跡者は薄く笑って、腰の刀の柄つか頭がしらに手をかけた。足を早める。

　二者の間合いが詰まる。追跡者の狙いは腰断だ。ほぼ音もなく、

（動剣・大だい黒こく断だん）振り抜く──

「ヤギュウ十剣と呼ばれた者が、随分と落ちたものにござる」

　斬きりつけられたサムライ──ヤトノが跳び上がって居合を越え、逆さかしまに追跡者を見た。

　視線を合わせたまま着地する。互いの容よう貌ぼうまでは、まだ見えない。

「大人おとなしく縛ばくにつけばよし。そうでなければ──」

　流れる雲に所々遮さえぎられる月光の中。ヤトノが刀を抜く。隻せき腕わんであるが、右腕と腰の動きを上う手まく合わせて一瞬の抜刀だ。

「……片腕でえらそうにするもんだな」

　相手も剣を構え直した。刀ではあるが、一ひと際きわ長い。

「その剣……貴殿の名は、カヅチ＝ノオイ。相違ないでござるか」

　カヅチと呼ばれたサムライは片かた眉まゆを上げる。月光の下で見み据すえた。

「……ヤトノか。そうか、お前がヤギュウ本家の追っ手か」

　忌いま々いましげに呟つぶやいてから、しかしカヅチは笑う。

「おびき出された、と言うわけか。しかし隻腕の不覚者が刺客とは、俺もナメられたもんだ」

「……侮あなどるならば、その代償は貴殿の命となるでござろう。カヅチ殿」

　ヤトノが一歩、前に出る。もう一歩で間合いだ。それが両者分かっているので、両者の歩みは相手と自分を中心にした円の動きに移る。踏み込まぬ間の空間では、いくつもの仮想の剣撃がぶつかり合っている。

（五ご分ぶか……）（チィ──）

　互いに機を摑つかめない。その動きの中。ヤトノが木を背にした、その瞬間だ。

「多少やるようになったが……死ぬのは貴様だ、ヤトノ」

　木の頂上から飛びかかる影がある。それは白はく刃じんをひらめかせ、ヤトノの脳天へと振り下ろす。

　殺気は感じていた。しかし、ヤトノは寸すん毫ごうも怯ひるまない。

　がぎぃんっ！　火花と音が散り、もう一つの影がヤトノの背後に立つ。

「なにッ……！」

　弾はじかれた上空からの乱入者が月光に照らされる。白い長髪のサムライだ。両手に一刀ずつ。二刀を構えている。

　そして弾はじいた方の得え物ものは、刀ではない。大陸の剣であった。

「あらららら、一緒に行動してるとはね」

　無論、その影は隠れて二対一に持ち込もうとしていたアルだ。

「なんだテメエは」

「アル！　そちらも手て練だれでござるぞ！」

「おっけ。そっちに集中してろ！」

　ヤトノへと背骨で答えて。アルは眼前のサムライを見る。

　残り二人の剣士。彼かれ等らが結託している可能性は、アルも考えなくもなかった。

（同時にやることになっちまったか。……キツいかな？）

「助すけっ人とってわけかよ。ヤギュウ家も落ちたモン……だ……ん、んん？　！」

　雲が切れ、差し込む月光が増えた。照らされたアルの姿に、自分たちを棚に上げて言い募つのっていた白髪が、明らかに動揺した。

「おいおいなんだよ。幽霊でもみたよーなツラして」

「いやまんま幽霊だろテメエ！　陰おん陽みよう師じかなんかの仕業か！」

「そう言うなよ～、同門だぜ一応」

　相手の動揺を受け流しながら、アルは頭ず蓋がい骨こつの笠かさを脱ぎ捨て、剣を左手骨で構える。右腕骨は前に出す。神の骨を接ついでから考案した構えだ。

「バケモノが……当主殿の酔狂にも困ったモンだな」

「バケモノだけど一応名乗っとくか。アルだ。外国の骨です」

「………………クランドだ」

　少々迷い、白髪は結局名乗った。彼も元は、礼法を叩たたき込こまれたサムライだ。

　だが。その声が置き去りになるような速度で、クランドは踏み込んでいた。

「動剣・五月雨さみだれ」

「！　静剣・円まどか！」

　複数の檄げき音が月夜に鳴り響く。二刀で繰り出される連続剣撃。アルをして、体さばきや通常の受けではなく、剣けん閃せんの結界である円を即座に選ばざるを得ない速度。

「なんと円を使うか！　器用な骨だ」

（わーもうほんとにつえー！　マガツ爺じいさんちゃんと師匠してんなあ！）

　クランドは無論、円を知っている。終わり際ぎわを狙ねらって、今度は突き込んで来た。

　横へ。骨の利点を活いかしてギリギリで避けたアルが、失策を悟さとった。

「やっべ、これ──「動剣・牙が月げつ」

　声が割り込み、突きから横よこ薙なぎに移行する剣技。アルもまた、技を知っていたためにどうにかこうにか、追加のステップを入れ背骨を刀から逃がした。

「こっちは二刀なんだよなぁ！　受け選んだ時点で終わってんだよ！」

　さらなるクランドの一撃。これを飛び退しさってかわすアルが、完全に後手に回った。

「堕だり竜ゆう魔まり力よく、起動！」魔マ力ナ駆ドラ動イブをアルが発動させる。

　しかし、それを見たクランドも一瞬で魔マ力ナ駆ドラ動イブを発動させた。これもまた、強度が高い。

（まずいなおい、これは後……七手で詰む！）

　互いに高位のヤギュウ流剣士。相手の技が把握できているが故の必至だ。




　同時、ヤトノもまた窮地にある。相手はかつての兄弟子、互いの事情も分かっている。三合の剣が交差して、カヅチが苛いら立だちを露あらわにする。

「不格好な真ま似ねを！　貴様の決定的な欠落は、その左腕ではない！」

　カヅチから魔力──東国でいう気が立ち昇る。その速度が爆発的に上がった。

「────！」ヤトノが瞬時、刀から手を離す。右。下段。

　ほぼ勘だ。刀の代わりに鞘さやを抜き、地に突き立てる。手が弾はじき飛とばされそうな衝撃が、ヤトノへと伝わる。即座、相手の刀を取ろうとする。力勝負では勝ち目は無いが、組み技ならば。

「遅い」

　ヤトノが伸ばした手の先にあるものは声だけだ。既すでにカヅチの姿は無い。失敗を悟さとるよりも早く、隻せき腕わんのサムライは地に伏せて刀を拾い、地を転がる。

　間一髪。先ほどまでヤトノの首があった位置を斬ざん撃げきが通り過ぎた。

「──二手しのいだか。よくやる」

　カヅチは呟つぶやいて、忌いま々いましげに半分砕けて転がったヤトノの鞘さやを見た。

「は、はっ……」

　対するヤトノの息は荒い。

「初手で仕留めに来なかった時点で、お前の負けだ」カヅチの嘆息は、どこか悲しげだった。「お前はヤギュウ流を極められん。如い何かに剣才があろうが──気法を扱あつかえぬならば」




　ヤトノが、アルとの戦いの後、魔マ力ナ駆ドラ動イブを使わないと言った訳。

　──ヤトノは、マガツの見込んだ通りに卓たく越えつした剣才を見せた。最初は山民と色いろ眼鏡めがねを掛けていた門人達たちも、ヤトノの凄すさまじい上達振りに認識を改めた。

　ヤトノは入門一年が終わる頃には、本道場門下でも中目録の位置に着けていた。これは大陸の習熟度で言えば上級練達位にあたる。脅きよう威いの才であった。

　ヤギュウ流の弟子に選ばれる者達たちは、揃そろって剣を価値観の上位に置く。そのように教え込まれる。下位の者達たちからは憧あこがれを。同位の者達たちからは切せつ磋さ琢たく磨まを。そして上位の者達たちからは指南を。その中に、カヅチもいた。

　しかし。気法を用いた修行に入ったその時に。ヤトノの欠落は露あらわとなった。

　先天的に、気──魔力を体から生み出せない。取り込めもしない。

　これは稀まれにある体質で、エルフ種でもあっておかしくはない。そして、只ただの人ひととして暮らすには、特に問題にもならない。

　ただ。ヤギュウ流の剣士と自分を定めていた、ヤトノには。それは絶望だった。

　ヤギュウ流は、準じゆん皆かい伝でん位に達すれば指南役として他の藩はん国こくに仕官できる。

　さらに言うなら、ヤギュウ家とヤギュウ流の跡継ぎは別だ。

『ヤギュウ流の正統は、生きてりゃ腕と功績だけあればいい』

　そう言った現在当主のマガツは、剣の腕も最強であるから三代目正統を継いでいる。

　自分の腕だけで勝ち取れる居場所を。ヤトノは夢見ていたのだ。

　刀を構え、ヤトノは吠ほえる。

「まだ勝負は決まったわけではござらんぞ……！」

「見苦しい！　功を積めばどうにかなるとでも思ったか！」即座にカヅチが一いつ喝かつする。それは、𠮟しつ責せきじみていた。「せっかく拾った命、都で指導役にでも納まっておればよいものを！」

　カヅチが動く。今度はヤトノの左手側。つまり、死角だ。

　鞘さやも失い、がら空きの左胴へ一刀。それで終わりだと、カヅチは思った。

（────!?）

　しかし。彼は感じた。ヤトノの左半身、そこに構えられた何かを。

　それは、戦士としての勘が見せたものだ。相手の殺気、姿勢、重心。それらを総合して感知した剣士の脳は、視覚よりも早く、鋭敏に、多くのモノを見せる。

　それが『ヤトノの左半身に、刃がある』と感じた。

（なんだ、これは？　虚実……いや、しかし）

　思わずカヅチは飛とび退のく。ヤトノが向き直った。目が合う。

「貴様、何を」

　ヤトノが、見かけ上は右手だけで刀を構えた。




　一転して。アルはクランドの二刀をしのぎ続けている。しかし、

（四手……次の次で、崩されるな。くっそ、自信なくしちゃうなーオイ！）

　打ち合いながら、アルは認める。強い。カヅチはヤギュウ流で十本の指に入る剣豪だとヤトノは話したが、このクランドも相当な腕前だ。そもそもが、ヤギュウ流が外へと送ったサムライだ。弱い訳が無いどころか、東国ヤマ全体でも上位に入るといえた。

（今の俺が、この劣勢をヤギュウ流でひっくり返すのは無理）手の内が知られている。（魔法も魔力が厳しい。ならば使うのはヤギュウ流に無い──否）

「疾しっ！」クランドが呼気を発する。五手目となる、速突きの連打。

（サムライには不可能な動き！）

　弾はじくのは最小限。三突を黒剣が打ち落とす。それを、クランドが嗤わらう。

「足りないなあ！　……くたばれ！」

　やや穴を空けたものの、それでも人体が抜ける隙すき間まなど無い刺し突とつの壁が迫る。そこへ。

「分離」アルが踏み込んだ。

「………………！」クランドの目が、驚きよう愕がくに開かれた。

　アルの着物が地に落ちる。目の前の人骨、その骨格が、ほどけていく。ゆらり、前方に投げ出されながら宙を躍おどる無数の骨が、突きの隙間を一本一本抜けていく。さらには

「う、うおっ……！」

　クランド本人をすら、すり抜ける。自らの周囲を通り過ぎる骨に、さしものサムライも臓ぞう腑ふが冷えるのを感じ取る。

「合体」「！」

　一瞬の後に組み上がったのは、クランドを背後から、抱くようにして再構成した人骨だ。

「ぐ、っ……！　なんたる外げ法ほう……！　このような者に、ヤギュウ流が！」

　彼の首に、腕骨ががっちりと絡からんでいた。

「わーるかったなこんな骨で。動拳・骨固め……なんつて」

　魔マ力ナ駆ドラ動イブを再開した腕骨が、魔力も加えてクランドの首を締め上げる。額に血管が浮かぶ。

「ぐぉぉっ！」

　クランドが、二刀を背後の骨に突き立てんとする。しかし、その手も、足すら。元の位置から外れて奇妙に連結された肋ろつ骨こつや、肉と腱けんのある人体ではおよそ不可能な曲がり方をしている足骨に絡からめ取られていた。

「か……かっ……！」

　クランドの顔色が青黒く染まる。酸欠の症状だ。彼の体から、魔力が抜けていく。

「うし、落とした。……ヤトノは！」




　アルが頭ず蓋がいを上げた先で。ヤトノとカヅチの戦いも最終局面を迎えている。

「……参る！」

　初めて、ヤトノから仕掛けた。カヅチが見に回ったためだ。

（報しらせによれば、こいつはジゲンを斬きっている）カヅチはもう一人の外げ道どう働きに墜おちた同門の名を思い出す。（奴やつもまた達者……気き法ほう身しんも成せず、隻せき腕わんのヤトノが）

　最初は不意打ち、もしくは初太刀で仕留めたと思っていたが、もしも切り札のようなものがあるならば、と彼は警戒する。

（気き法ほう身しんがある以上、能力差は圧倒している。仕掛けをしのいで斬きる！）

　ヤトノの踏み込む動作は『動拳・飛ひ燕えん縮しゆく』。短距離の歩法。動作の無駄を極限まで削そぎ落とし、相対する者には突とつ如じよ人が移動したように感じさせる。そこからの、

「動剣・無む拍びよう子し」

　同様の理屈の剣撃。事前の備えなど意味を為なさぬと言わんばかりの、人の意識の寸すん隙げきを斬きる技術。基礎を推し進めた、その遙はるか先に成立する技である。

（ここまでのものになっていたか──！）

　かつてヤギュウ剣士の最上位層にいたカヅチをして、この一連の動きは瞠どう目もくするに値した。ヤトノの技量自体はヤギュウ流の中でも頂点に近い域にある。

　しかし、それでも。互いの技量が迫るならば。魔マ力ナ駆ドラ動イブにおける能力差は絶対だ。

「かぁあっっ！」

　一瞬出遅れはしたものの、カヅチの両手持ちの一刀が隻せき腕わんの斬ざん撃げきを弾はじく。

（やっべえ！　返す刀で終わる！）

　アルがクランドを放り捨て、走ろうとする。その時。




「──ヤギュウ流新刀法。虚剣・幻まほ刃ろば」




　架空の剣と腕の重さ。その身体負荷。それを前提とした重心と踏み込み。全てが結実した。

　ヤトノの無いはずの左腕が上がる。そこに、対面するカヅチも、背後から見るアルですら。

　月下にて、振りかぶられる幻想の刀を見た。

「……………………っ！」

　カヅチの身に付けた剣技こそが。反撃を中断し、その大上段に対する防御を取らせた。

「──兄弟子。お然さらば」

　一いつ閃せん。ヤトノの右腕が振るった静剣・瀑ばく布ふ断だちが、カヅチのがら空きになった腹を薙ないだ。

　ヤトノがカヅチの横を通り過ぎ、刀を血振りする。魔マ力ナ駆ドラ動イブの防ぼう御ぎよとはいえ、ノーガードでは超一流の剣客が放つ技の直撃は防ぎきれない。その証あかしというように、鮮血が散った。

　カヅチは。しばし、信じられぬような顔で幻の一撃を探していた。そうしてから、自分の腹を見て。納得したように顔を上げる。口調が、柔らかさを得た。

「──私は、自分の欲業に気付いただけだよ」

「己がいるべき所を捨てるほどのことにござるか」

「それは……ぐ、ふっ、違う。私の居場所は、道場より、ここだったというだけのこと。

　──手間をかけたね、ヤト坊」

　倒れ伏した。決着であった。

　対者のみならず、周囲にすら強制的に見せるほどの、幻まほ刃ろば。これには、さしものアルも戦せん慄りつを隠しきれない。

（こいつが、あの奇妙な重心の答えか。フェイントが到達点じゃなかった。彼は今、それを完成させたんだ）

　佇たたずむヤトノへ、アルは近付く。

「こっちは生きてる……が、そいつ」

　決着時のやりとりを気にしていることを察して、ヤトノは苦笑する。

「貴殿は優しゅうござるな」半壊した鞘さやへと刀を納める。「兄弟子──いや、カヅチは。かつて未熟な弟弟子が腕を落とされたことを怒り、相手の道場を斬きり滅ほろぼしたのでござる」

　先日聞いた、剣士が追われることになった理由をアルは思い出す。

「そして、魔に憑つかれた……いや、気付いたと言うべきでござるか。人を斬るということが、この者にとっては快楽にござった。……生まれた時代が戦いくさの世ならば、己おのが在り方に折り合いも付けられたのでござろうが」

　倒れ伏した兄弟子を見るヤトノの目には、諦てい念ねんがある。

（回復と蘇そ生せい魔法は……無理か。魔力が足りない）

　東国であれば一日ほども魔力貯蓄すれば使えるが、今にも魂たましいが世界に溶けそうになっている。ハルベルがいたならば、一時魂を縛って後で復活、という方法も取れたが。

「上う手まいこと昇天して、次は良いい感じに暮らせるように生まれ変われよ」

　骨の手で合がつ掌しようする。ヤトノもそれにならい、手を合わせた。

「そちらにも、輪りん廻ね転生の考えはあるのでござるか」

「あーまあ、うん。違う考えも多いけど」

　とはいえ、アルは直接神に聞いた話なのであるが。刀で証拠となるということで、カヅチはその場に埋まい葬そうした。後で役人が確認するだろう、ということであった。




　数分後。意識を取り戻したクランドは、己を縛った縄を見て嘆息した。

「ここまでかー。なあ骨……いや、アルっつったか」

「なあに」

「どうせ捕まったところで死罪だろ。腹切るから介かい錯しやくしてくれねえか」

　さぱっとした態度で言う彼に、アルは苦々しい思いで聞く。

「東国人ってみんなこーなの？」

「拙せつ者しやの方を見るなでござる。……確かに罪状を見れば普通は死罪でござろうが──」

　ヤトノが懐ふところから藁わら半ばん紙しを取り出す。今朝、出がけに買った読売だ。

「『ムデ藩はん国こくにて一大蜂起。大府軍苦戦か？』なんだこりゃ」

　見出しをアルが読み上げて、頭ず蓋がい骨こつをかくんと倒す。

「東北の藩国だな。そんなモンじゃ細部は怪しいもんだがよ」

　クランドが補足する。

「これが真まことなら、この者は罪人兵として鎮圧軍の一兵に加えられるやもしれん」

「懲ちよう罰ばつ部隊みたいなもんか？　バルキアにあったな、そういう仕組み……」

　アルが連合の軍制を思い返していると、クランドの声が明るくなった。

「あー、そうかもな。ならそっちのがアリか。ちょっと希望が出てきた。介かい錯しやくナシで」

「前向きだなあ、おい……とはいえ」

「うむ。大府の戦いくさとあれば、大将軍直属のヤギュウ家も無関係ではいられんでござろう」

　都へ。急がねばならない理由が出来た。
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　東北、ムデ藩はん国こく。そこでは今既すでに、戦いくさが行われていた。

「あそこ！　百メル先の岩陰に伏兵だって！」

「了解しましたっ！」

　死し霊りようの声を聞いたハルベルの指示に、木の仮面を付けたシミュラルが兵を率いて走る。森の中、降下して進軍していたバードマン達たちは強襲に浮き足立ち、総崩れとなった。

「やった！　……ありがとうね。おつかれさま」

　そうして、ハルベルは傍かたわらの霊れいを労ねぎらう。昇天の意志を感じ、死し霊りよう術を解く。魂たましいはほどなく、世界へと溶けていく。

「お見事！　ハルベル殿」「いやはや、心半ばで散った英霊の声を聞くとは」「まこと、万軍の将に匹敵する」「シミュラル殿もよ。一騎当千とはまさにこのこと」

　周囲のムデ藩兵が口々に賞賛し、言葉の端々くらいしか理解していないハルベルも、褒ほめられていることは分かり照れている。

　戦闘においてハルベルの成す役割は大きい。デケニーにより木々に張り巡らされた蜘く蛛も糸の防ぼう衛えいトラップは、空から来る魔物達たちにとって効果が非常に大きく、さらにムデ藩兵の無念を残す死し霊りようを慰い撫ぶし、制せい御ぎよして戦場の情報を受け取ることが出来る。

「戦死した人ひと達たちは、できるだけ早く世界に返してあげなきゃいけないけど……一歩間違えると悪あく霊りようになっちゃうから」

　戦場を把握するハルベルの元に、木々を利用し本領を遺い憾かんなく発揮するデケニーと、かつての勇者の七割近い力を有するシミュラル。そして、東北ムデのサムライ達たち。

　戦場となった場所から、しばらく歩くと村がある。ハルベルたちとサムライが戻れば、村人が歓声を上げて迎え入れる。サムライ達たちからだけではなく、一行に村人たちからの信頼もあることは一目瞭りよう然ぜんであった。

「……何でこうなったんだかネ」

　ハルベルの傍かたわらで、デケニーが苦り顔で呟つぶやいた。




　何でこうなったかと言えば、時はしばらく巻き戻る。

　ムデ藩国は、魔王十じゆう堕だ臣しん、堕だ天てん王おう。その軍の侵攻をひと月ほど前から受けていた。

　ハルベル達たちは転移の後、辿たどり着ついた山間の村でバードマンを撃破した。そして、ここが東国ヤマであると知った驚きもつかの間、現状を聞いてさらに驚くこととなった。シミュラルが東国語を修得していたため、彼による情報収集の結果分かったのは、バードマンの他にも有ゆう翼よくの魔物──グリフォン、ガーゴイルなどが現れるという事実だ。

　藩はん国こくの中心地ムデ城、およびムデ藩国軍は堕だ天てん軍ぐんとの戦いに敗北、藩国主イタツは西にあるセダという土地へと落ち延びたが、ムデ藩国は実質、占領された。ハルベルたちがいる森の村には、ムデ藩国敗残兵の一部が流れてきているのだった。

　東国のサムライの練度は高い。しかし、自在に空を飛ぶ堕天軍相手には、対空用の備えが無ければ一方的に攻撃されるだけだ。かつて堕だ竜りゆう軍ぐんに攻められたエイン王都には、大魔導師フブル＝タワワトによる入念な対策が為なされていたため、その危機をしのぐことが出来たのだ。

「シッカシ、今ノ戦況デナーニ考エテンダ、ルシフルス」

　状況を知って、蜘く蛛も形態のデケニーは堕天王の名前を挙げ、複腕を組んだ。

「ナンニシロコラメンドクサイネ。サッサト逃ゲヨ、女帝サマ……ッテ」

　デケニーの声に気付きが加わる。やべえ、という感じの。

　ハルベルの目が据すわっていた。

「領主様──みたいな人が負けちゃって、ここの人ひと達たち、どうなるの？」

「……人狩りが行われているようです。目的は不明ですが、藩国中の人々が藩都ムデ城へと連れ去られているとか。堕天軍は町や村々へと兵を送り込んでいます。……ここも、いずれ」

　ハルベルが杖つえを握る。アルの手によって彫られ、イザナの祝福を受けた専用のものだ。彼女は、技術だけで無く精神においても、彼かれ等らの教えを受けている。さらに、

「この人ひと達たちは、ここで生まれて、暮らしてる。故郷を奪うばわれるのは、悲しいよ」

　ハルベル自身、かつて魔王軍により生まれ故郷を襲われ、一時は全滅の危機に瀕ひんした経験を持つ。それを知っている──というか、襲った当事者の配下であるデケニーが「アチャー」と諦あきらめの声を発した。

「ハイハイ、オ付キ合イシマスヨォ、女帝サマノ思ウママニ」

「デケニー、ありがと。シミュラルは──」

「それでこそ我が友、我が母様の弟子です、ハルベル」

「クソッ、コイツモヤル気ジャンカ。言イ含メテトンズラデキネー」

「とはいえ。堕天軍自体を我々だけで倒せるとは思えません。侵攻は考えず、敗残兵と協力して村を防ぼう衛えいし、逃げて来る人々を保護しましょう」

　多少現実的な案を、シミュラルが発する。彼は実年齢こそ低いが、あらゆる面において『聖せい邪じや』イザナの直接の薫くん陶とうを受けている。

「ソンナトコダネ。時間ガ経テバ、東国政府ノ軍モ来ルハズダ」

　方針が固まりかけて、気付いたようにシミュラルは自分の顔を手で撫なでる。

「相手が堕天軍となれば、私の──勇者の似に姿すがたが露見すれば、敵が集まる恐れがありますね」

　その対策が、現在シミュラルが付けている木の仮面だ。




　そして、場面は現在に戻る。兵力が集まっているとはいえ、一介の村が堕だ天てん軍ぐんの侵攻を退しりぞけている理由はそれだけではない。

「どう？　そろそろ完成できそう？」

「はい。一緒に飛ばされたのが私わたし達たち三人で、不幸中の幸いでした」

「村の上に糸、張ってきたヨォ」

　村をぐるり、回るように魔法式を書き込むシミュラルの元、デケニーが戻ってくる。

「何をしておられるので？」

　村人がやってきて、奇妙なものを見るように眺ながめる。デケニーが恐ろしいのか、やや距離はあるが、しかしそこに不信の意思はない。

　──協力を申し出たハルベルたちは、当然の如ごとく怪しまれたものの、村人たちを守り偵てい察さつのバードマン達たちを撃破したことで一応の信頼を得た。

　加えて、ハルベルの死し霊りよう術が受け入れられたのは土地柄が大きい。このムデ藩はん国こくの更に北、海を望むオゾイ山には、霊れいの声を聞く東国式の死し霊りよう術を使う、オガミコという巫み女こ達たちがいる。彼女たちは土地の人々から深い信仰と尊敬を受けており、その係けい累るいと見なされたのだ。

「如い何かに私わたし達たちが森の中に潜ひそむとは言え、空から偵察されれば拠点の位置がばれてしまいます」

「だからサ、幻術の結界を張ってンだヨ。高空から村見てモ、森に見えるよーニ」

「そ、そのようなことが可能なのですか!?」

　驚く村人。これはハルベル達たちも、先ほどシミュラルが言った問題点について考え続け、思いついたことだ。

「これまでもやってはいたんですよ、完全ではありませんでしたが──私がこうして魔法の式を書いて……よし、これで完成。デケニー？」

「アイヨ」シミュラルの促うながしに、デケニーが糸の端をハルベルへと渡す。

「彼女の糸を私の魔法具代わりとして、必要な魔力は──」

　周囲からの視線は、ハルベルに集まった。頷うなずく。

「デケニーの糸に魔力流すだけなら、出来るもんね。いくよ」

　ハルベルから、紫色の魔力が湧わき立った。何事かと見に来たムデ藩国のサムライが、畏い怖ふの唸うなり声をもらした。

「むう、何たる……ものすさまじき気の量……」

　無限に湧き出るかとすら思えるハルベルの魔力が、村の上空へと張り巡らされたデケニーの糸へと浸透していく。呼応するように、シミュラルの魔法式もまた発光する。

「では……発動せよ、エグゼ・イルジョン！」

　光が。一ひと際きわ強く輝き、そして消えた。

「こ、これで幻まぼろしが出来てるのか？」「分からんが……気が満ちた」

　村人やサムライが不思議げに空を眺ながめる。一見、変わったようには見えない。しかし、魔法を構築した本人であるシミュラルは満足げに頷うなずいた。

「問題なく発動しています。流石さすがに至近まで近付かれれば、魔力に鋭い者は見抜くかもしれませんが……」

「そんな近付いたラ、アタシの罠わな糸に引っかかるヨン」

「はい。この村を見つけるなら、地道に山道を辿たどるしかありません」

　山間に潜ひそみ、堕だ天てん軍ぐんを押し返し続ける村。そこには次第に人々や兵、物資が集まりつつあり、ムデ藩はん国こくにおける堕天軍反攻拠点のひとつになっていった。




　　　○




　ハルベルたちが森の村へ辿たどり着ついてから、数週間。

「抵抗するのはあとふたつ、か」

　ムデ城。本来の主を追い出した城の大広間で、堕天王ルシフルスは部下の報告を聞きながらムデ藩国の地図を眺めている。

　藩国主ショウソウ＝イタツが、逃げ延びた先で敗残兵を集めて反攻するのは予測していた。先の敗戦から、こちらの戦術を学んだサムライ達たちが多少手て強ごわいことも。

「セダ城で奴やつらが再集結するのは分かる。しかし──」指さすのは、ムデ城からやや近い何もない森の中だ。「この近辺で反攻が起きているのは何な故ぜだ。しかも、本拠地が未いまだ不明」

　イタツの軍勢のみならば、正面から攻めればいいが、森の勢力がどう出るか分からない。

「藩国の資料によれば、対象区域には村がひとつあることになっております」

「結界でしょうか。東国は魔法体系としては身体操作に特化していますが、陰おん陽みよう師じなる種別の魔法使いがおります」

　部下の報告を聞きながら、ルシフルスは思案する。

　大陸の支配域を丸々空ける訳にはいかなかったため、東国に来ている軍勢は堕天軍の半分ほどだ。さらに、大きな戦闘を二度こなしている。制空権が一方的に取れる優位はあるものの、東国のサムライはそれなりに精強だった。

「本隊は戦力の回復と、人狩りだ。状況継続。山間の拠点は──この私が自ら潰す」

　そう言って、軍議を終える。

　椅子に腰を下ろして、ルシフルスは地図を見る。藩国図から、遠く南。東国の都。嗤わらう。

　そう、大きな戦闘は二度あった。一度は、無論ムデ藩国軍との戦闘。そして。

「かの怨おん敵てきが一人。マガツ＝ヤギュウを含む都からの一次軍も撃げき破はしたのだからな」

　セダ平原。ムデ藩国の南方に広がる平野である。そこには、焼け跡があり、砕くだけた地面があり、多数の屍しかばねが転がっている。

　戦闘の際、副使武将として参加したマガツは、正体不明の相手に対し平地で陣を構えることに難色を示したが、上使（派遣軍のトップ）である大府の重臣により却下されていた。

　ムデ藩はん国こく兵との情報連絡も十分に取れぬ状態では、東国本軍は敵の詳細を知ることが出来ず、平地に陣取った時点で堕だ天てん軍ぐんの勝利はほぼ確定したようなものであった。

「今少しで、生いけ贄にえも足りる……その時より、この国は生まれ変わり──いや」

　彼は壁に掛けられた、イタツ家の紋章を見る。三日月。おあつらえ向きだ、と堕天の口元が凶悪に歪ゆがんだ。それは、恩おん讐しゆうの笑みだった。

「あるべき姿に戻り、世界を塗り替えるのだ」




　　　○




　一方、ミクトラ達たちの方はというと。こちらはひとまず、平穏な道中だ。

　レヴァが土地土地で特産品を買い込み、前の土地の品々を卸おろす。交通の便の良いい都市部に住むのでもなければ、庶民にとって旅は縁遠いものだ。儲もうけは上々であった。

　藩国ごとの関所は面倒だが、

「堕だ竜りゆう軍ぐんの時働いたおかげでさ～、フブルちゃんに通商の認可証もらってんの、あたし。おかげで国境だの、東国での商売認可だの、関所だの、公的機関相手ならイチャモン付けられることも無くて、規定通りにすんなり行くんだ～」

　東国ヤマとしても、積極的な国交はしていないだけで、貿易自体は行っている。大陸の戦争には巻き込まれたくないが、五カ国連合とはそれなりに上う手まくやりたいというのが本音だ。

「エイン王国が身分保障しますよってだけだから、山さん賊ぞくだの辻つじ斬ぎりだのには意味ないんだけどさ。今は彼女がいるから。ほんと、助かってんの」

　そうして、彼女は御ぎよ者しや台だいの隣に座る、現在の相棒である〇三の肩を叩たたく。

「俺のような者を乗せてくれる馬車は貴重だからな。俺の方こそ、レヴァには感謝している」

　〇三も笑みを返す。その様子に、ミクトラも思わず笑顔になる。

「上う手まくやっているのだな。〇三殿とは船で別れたきりだったから、どうしているかと思っていたが。レヴァ殿の道中も主は心配していた。聞けば安心するだろう」

「え？　え？　マジで？　アルが？　……ふ、ふ～ん。ほぉ～……」

「アルか。彼とも早く合流できればいいのだが」

　隠しきれていないにやけ面と、浸るような微笑。

（我が主は大層人気だな……）それを考え始めると話が進まないので、あえて思考から外し。（彼女たちと合流して数週間。ヤマの都、エノツまではもう少しの所まで来ている）

　ミクトラは思案する。ヤマの国土の大まかな形は、北東と南西に伸びている。これまで、彼女たちは北陸と呼ばれる本州の中央、その北側にいた。都のエノツは、本州中央部の南側、やや東の湾岸に位置する。

「つまり、南東に直進すれば都なんだが……」地図上に記されたルートを見ながら、彼女は眉まゆをひそめる。道はぐねぐねと曲がり、迂う回かいも多い。

　幌ほろの中で悩む気配を察し、レヴァが御ぎよ者しや台だいから声をかける。

「東国は山地が多いからねー、大陸のルートを想像すると混乱するよ。前、応おう霊れい山さん脈みやく行ったって言ってたでしょ、エインとオルダネル、ヘイベルの国境沿い」

「あの巨神と大騒ぎしたところか……トラウマが……」

　〇三がかつての激闘を思い出したのか、微妙な表情で手足をぐにぐにやる。

「あーいう土地が六割以上だと思った方がいいよ、この国。大半森と山。平原のが珍しい」

「なんと。そういうものなのか……」

　ミクトラは啞あ然ぜんとする。国が違えば異なるのは文化だけでは無い。

　ともあれ。女三人──〇三は三割近くが男性パーツだが──の旅は、それなりに順調だ。

　何せ山間の道を移動していて、

「ハッ、行商が馬車一台で旅とは、不用心なモンだ！」

　左右の林から現れた、部分部分に鎧よろいを着けた十数人の男達たちが、

「命が惜しけりゃ荷と金を少々置いていきな」「安心しろ、全部もらったりは……」「ん？　おいちょっと待て……女ばかりだぜ！」「しかも大陸の女と馬だ！」「ツイてるな」「全部もらっちまうか？　大陸のなら、町で騒ぎになる心配もねえし」「味見は俺が先な！」

　などと呟つぶやきながら、ぞろぞろ馬車の前後を塞ふさいだとしても。

「ああと、私も東国語は不案内なんだが……賊ぞくでいいのかな」

「うん。そのようだ。では、殺さぬ程度に撃退するか。命は大事にしよう」




※魔マ力ナ駆動者ドライバー一人と一体による蹂じゆう躙りんが行われています。しばらくお待ちください。




「「「「「す、す、すいませんでした……」」」」」

　土下座する山賊達たち。レヴァがミクトラと〇三をねぎらう。

「関所気取りの手合いだよ。お上に本気で討とう伐ばつされないように、ちょっとずつ金もらう感じの……今のあたしらは、その対象外っぽかったけど、災難なのはあっちだったね」

「気き法ほう身しん使える女がいるとか、聞いてねえよお……」「しっ、静かに！」「とにかく謝り倒して切り抜けるんだよ！」

　そんなことを呟つぶやく山賊たちの元へレヴァが寄っていき、片言の東国語で話しかける。

「ねえ、あんた達たち、お金、ある？」

「あ、あります」「ばか！　素直に言うな！」

　うん、とレヴァは頷うなずいて。

「あたし達たち、あんた達たち、捕まえる、手間、めんどい」

「は、はい」山賊達たちの表情に希望が見える。

「だから、今残ってる、人気ない、在庫、全部、買って。そしたら、ゆるす」

「「「「「えぇ……」」」」」

　山さん賊ぞく達たちが非常に迷惑そうな顔でうめく。

「うわあ」「うわぁ」

「そこ！　ミクトラさんと〇三までハモらない！　いいでしょ襲われたんだしそんくらい！」

　そんな具合だ。

　──しかしこの日は、少し毛色が違う者がいた。

「あ、あんた……もしかして、ヤギュウ流か？」

　ミクトラに話しかけてきたのは、商品を買わされ終わった山賊の内の一人だ。

　ヤギュウ流、の単語に反応したミクトラが、〇三に通訳を頼みつつ応じる。

『いかにも、私が使う二種の剣術のうち、ひとつはヤギュウ流だ』

「や、やっぱりか……。くそ、ついてねえ。知ってたら絶対ちょっかいかけなかったぜ」

　その返事に、ミクトラは思い出す。

（主は、ヤギュウ流は本来御お止とめ流りゆう……外部の者には見せぬと言っていた）

　例外は、戦に行く時、請こわれて伝授しにいった家中の者、そして、斬きる相手──となる。

『では、貴方あなたは元々ヤギュウ流の門下生か』

　びくり、と青年は反応する。言いにくそうに答える。

「い、いちおう……な。付いていけずに夜逃げしちまったけど」

　ふむ、とミクトラは納得する。更に聞けば、青年はエノツの道場門下生だったという。もしかしたら、と思いつつ、聞いてみる。

『では、最近の道場の動向などは知っているか。奇妙な客が来たとか』

「いや、俺も逃げ出したの何ヶ月も前だから、そんなに詳しくは……あ、いやでも」ちょっと言い辛づらそうにしてから、続ける。「こないだの商人からもらった金と情報の中に……いやその！　すいません！　ほんとにちょっとだったんで！　剣に手をかけないで！」

　〇三とレヴァまで加わってミクトラをなだめて、青年は言う。

「実は、どうも東北の藩はん国こくで戦があったらしくて。どうもそれが、現地で治まらないってんで、大府から軍が出たらしいんだよ。その中に、ヤギュウ流当主──マガツ様が参加してるって話だ。大名でもあるからな、あの方は」




　山賊達たちと別れ、旅路に戻って。ミクトラは考える。

「戦いくさにマガツ殿が出たということは、アルや私が都に着いたとして」

「帰路が覚おぼ束つかないかも知れない、ということか」

　〇三が端的に問題点を言う。ミクトラは頷うなずく。

「というか、知ち己きがいないなら完全に怪しい者達たちだ。特に主──アルは」

　うーむ、と目を閉じて考える。

（ハルベルはまだ、アルと魔力で繫つながっているから合流はできるだろうが。私は……）

　実情はそんなこともないのだが、ミクトラにそれは知りようもない。

「まあ最悪、あたしらと一緒に帰ればいいよ。急ぐなら予定早めてもいいし。商売の分はあとでアルに請求するからさ。いひひ」

　レヴァが最後の手段を提示する。ともあれ、一刻も早く合流した方がいいのは変わらないし、

「都──エノツに向かうしかないのも同じか。……ううむ、やることは変わらないというのに、これしきで心乱されるとは。未熟だ……」

　ふるふるとミクトラが首を振った。水筒を口に持っていく。

（冒険者としてそれなりに場数も踏んでいるのに。もしかして、私……）

「ミクトラさん。アルともハルベルとも離れて、寂しいの？」

「ぶほっふ!?」

　ズバリ、レヴァに言われた。思い切り水筒の水を吹き出す。

「げーふっ！　げほ！　げふっ！」

「わわわわ、ごめんごめん」「大丈夫か？」

「うひゃんっ」

　さらにむせる。背中を撫なでる〇三の手が冷たくて悲鳴を上げる。ぐだぐだである。

「いやその、面目ない……」

　しばし後、醜しゆう態たいをさらした、とミクトラは思い、しょぼんと御ぎよ者しや台だいで小さくなる。

「「……………………」」

　〇三とレヴァは顔を見合わせて、ごにょごにょ。

「ねえねえ、ミクトラ」

　レヴァがミクトラの肩を抱いた。〇三も御者台に乗り込み、二人乗りの御者台で、ミクトラを挟むように三人が座る。ぎゅうぎゅう。

「ちょ、わ、なに……？」

　慌てるミクトラに、レヴァと〇三が顔を寄せる。

「くよくよしないのー。あたし達たち、友達でしょ」

「うむ。俺と君は共に戦った仲だ。友人と言うに値あたいすると思うぞ」

「え、え……？」想定外の言葉に、ミクトラの顔が赤くなる。

　〇三も、ミクトラの肩に腕を回した。

「あたしら、もうミクトラの友達のつもりだからね！」「えーと、うん。ともだちだー」

　ここに来てアドリブ力が切れた〇三が棒読みになったが。

　流石さすがにここに来ると、ミクトラも両者の心遣いには気付く。嬉うれしいやら恥ずかしいやらで、さらに小さくなり、顔の前で人差し指を突き合わせた。
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「あ、あの、その、あり、ありがとう……心強い。……レヴァ、〇三」

　呼び方も、頑張って変えた。ミクトラの後頭部越しに、レヴァと〇三が顔を見合わせる。

「なにこのかわいい生き物」「これはアルが世話を焼くのもわかる」

　三人の乗った馬車は、一路、都へ。




　　　○




　都への街道。こちらはアルとヤトノの道中だ。彼らの速度はかなり上がっている。

　魔マ力ナ駆ドラ動イブが出来ないとはいえ、身体からだ自体はヤトノも常人を遙はるかに越えて鍛きたえている。二時間走って三〇分休憩、を繰り返し、一日に百キル以上を移動していた。

　関所においては、アルは面倒臭いので魔力の足場を使い、空から越えていた。ヤトノは最初文句を言ったが、アルの素性を説明する面倒を思い黙認に至っていた。

　彼かれ等らは先に任務達成を知らせる手紙をヤギュウ邸ていへと送り、イズモ藩はん国こくを出て、本州の中央に位置するキョル盆地を越えており、今は山中の河原で休憩中だ。

「マガツ様はそんなことをしていたのでござるか!?」

「そう。外国の戦争に首突っ込んで大将首取った一団にいたとか、内緒な」

「内緒にせざるを得んでござろう、そんなこと……」

　これが普通の国家同士の戦争であれば、外交問題もいいところだ。

　休憩中の雑談で、ヤトノはマガツの大陸での動向を聞いていた。先の戦いで、ひとまずはヤトノもまたアルへの疑いはほとんど解けていたためである。

「大陸の魔軍……大将が倒されてなお、戦は終わっておらんのでござるか」

「例の東北の話、魔軍の侵攻かと一瞬思ったんだが……向こうだって大陸でそう余裕があるわけじゃないんだよなあ」

　アルとしても、魔軍の頭脳がやりくりに苦慮している横で勝手に侵攻している、とは流石さすがに予想できないことである。

「確かに、大陸で五ご分ぶの戦いならば、こちらへ戦力を割く意味は薄うござろうな……しかし」

　ヤトノが立ち上がり、河で洗った着物と骨を干しているアルを見た。流石さすがに慣れた。

「五カ国連合……。よくぞ大陸の国家は、そこまで力を合わせられたものでござるな」

　純粋な疑問の響きに、アルも眼がん孔こうを上げた。

「不思議かい？　こっちは半世紀以上平和保ってるヤマの方がすごいと思うけどね」

「我々も何十年もの間内乱が続いた後でござるよ。拙せつ者しやが言っているのは、どこか一国の支配でも無い『連合』という形で、団結して戦っていることでござる。……やはり、人間全体を敵とした魔王と、それと戦う勇者の存在で、一つになったのでござるか？」

　ヤトノの問いかけに、アルは少し考える。自分が生きていた頃を。

「それはきっかけのひとつではあるだろうけど……続いてる理由ではないかな」

　そう答える。これは、連合の多くの史家達たちとは、異なった考えだ。

「連合が成立してるのは、利害が一致したからだよ。それは、もちろんさっき君が言った『共通の敵と、勇者がいるから』も理由のひとつではある」干している骨を裏返す。「でもね、本当の本当は、目に見えないような小さなものの積み重ねだと思う」

「小さなもの、とは」

　咄とつ嗟さには考えつかず、問い返すヤトノにアルは続けた。

「それは国家を越えて活動していた、冒険者って奴やつらの横の繫つながりだったりする」骨の指が折られる。「それは商売先が消えると困る、商人達たちの都合だったりする」また一本、折る。「世界にいる信徒を守ると言わなきゃならない各教会の都合もあるだろうし」また一本。「戦争前に作った借金を返してもらわんと困る国家間の都合とか」一本。「国を越えた友達を助けたいと思って、働きかけた人だって当然いるだろう」

　死し霊りようは思い出すように呟つぶやく。

「他にもたーくさん、理由はあるさ。そしてそれ一つ一つを実現するために条約や規約があって、一つ一つをたくさんの人間が必死になって形作り、そして毎日苦労して一つ一つ守ってる。それが、連合が維持されてる、ほんとの理由」

　理由たちを数えるように、人骨は無数の己の骨を指さし確認する。

「それに比べたら、ね。勇者なんてもんは、旗はた印じるしってだけのもんだよ。皆が自分の居場所を壊したくなくて、それに都合のいい接着剤ってとこかな。その証拠に、勇者と魔王が死んでも連合は続いてるだろ？」

　そうして、アルは自分の脚骨をまず付ける。

「たくさんの理由、か──」

　ヤトノは呟つぶやく。自分はどうか。自分の居場所。ただひとつのそれが手に入れられずにもがいている。見つけたと思っても、それは指の隙すき間まをすり抜ける。

　そんな彼を見て、アルはまた、言葉を続けた。

「──だからね。一応年長者から言わせてもらうと。色んな理由を持つといい。とても強いひとつのものは、そりゃあ大事だよ。核になるから。でも、他になにも無ければ、それが否定されたら、その人はその人でいられない。だから……色んなものを、楽しんで、大事にしておくといい……と思うよ。たぶん」

　言いながら、アルは（うわ説教くせえ）と苦々しく思う。フブルのようには、中々いかない。

　ヤトノは、黙って聞いていた。そして、嘆息した。

「……アル、貴殿、幾つなのでござる？」

「ん？　享きよう年ねん合わせたら、二十三かな」

「拙せつ者しやは、十九にござる。元服（東国の成人）も済んでおる」

「え」

　おそらく、ヤトノは十五かそこらだろうと思っていたアルだ。

「如い何かに目上とは言え、拙者も子供扱あつかいは心外にござるな」

　頑かたくなな表情で、ヤトノは歩いて行く。

「えぇ～、東国人って、童顔だとは聞くけど……っと、ちょっと待てって！」

　慌あわてて、アルも残りの骨を回収し、服を着て追いかける。




　　　○




　そうして。アルとミクトラ達たちが数週間を旅路に費やす中で。

　ムデ藩はん国こくではその日、森の中の村が燃えていた。天上に月光、地上からは炎。二つの光が、煌こう々こうと一帯を照らしていた。

「そんなっ……今まで何とか防いできたのに……！」

　悲痛なハルベルの声。既すでに炎は村の周囲を巻いて、結界を構成していたデケニーの糸も少しずつ燃えていく。

「──どこにいるのか分からんのなら、森ごと燻いぶせばいいだけだ」

　天空から、燃える森を見下ろす存在がある。黒い翼。全てを睥へい睨げいする眼め。

　堕だ天てん王おうルシフルスであった。

「我が神の光は満ち始めている。そろそろ、ここも刈かり入れ時だと言うことだ」




　結界の下では、人々が慌あわてふためき、避難の準備に奔走している。

「今になっテ、森ごト……？　奴やつラ、私わたし達たちに人を一箇所に集めさせたとでも言いたいノ!?」

　デケニーが腹立たしげに言った。




　容易に見つからず、反撃も激しい拠点がある。そこにどうやら人も集まっている。それならば、放置の後に最大戦力で手段を選ばず潰つぶし、人を狩る。

「しかし──よろしかったのですか、ルシフルス様。森を焼いて」

　再び、空。フクロウ型のバードマンが問うてくる。

　森は重要な資源庫でもあり（これが、森番の娘であるハルベルが焼き討うちを予想出来なかった理由でもあった）、空を行ける堕だ天てん軍ぐんにとっては敵の進軍だけを止とどめる天然の守りでもある。ムデ藩はん国こく征服後を見据えれば、軽々に扱あつかってよいものではない。

「構わん。目的が成れば、このような島国の森のひとつやふたつ──否、たとえこれが大陸西方、エルフ共の大森林だったとしても、些さ事じよ」

　この世に唯一残る、神かみ代よの魔力を残した土地。それすら消えて良しとする発言に、バードマンの目が見開かれる。

「近付きすぎれば罠わなにかかる。地上からは月光兵を回せ」

　地上に命令を下す。それに呼応して、木々の間に蠢うごめく姿があった。




「お────おおぉぉお──────」

　それは、人間のように見えた。月光兵──その名に相応ふさわしく、その体色は青白く変化している。足取りは均一で、まるで上空から何かの操作を受けているようであった。

「何だっ、あれは」「ムデ藩国の兵ではないか!?」「村人もいるぞ」「あ、あの子は──！」

　村人と兵隊の声。その中に、悲鳴にも似た声が響いた。別の村から逃げてきた男だ。

「俺の兄貴だ！　人狩りにつれていかれた……！」

「！」

　ハルベルが反応する。彼かれ等らは村人達たちの困惑にも一切構わず、各おの々おのの武器を手に取りだした。

「あれは……」「アレ、死し霊りよう？　なラ、女帝サマの力デ」

　デケニーが耳打ちし、ハルベルは見る。まるで操られた死し霊りようのように振る舞う彼かれ等らを。

「あれは、違う……！」彼女が歯を軋きしらせる。

「どういうこト？」

「あれ、魂たましいが入ってない。死体を操ってる……」

　ハルベルの脳裏に浮かぶのは、かつて知ち己きの船幽霊が行っていた、水死者の骨を借りて自分の魔力で操る方法だ。

「はぁン、当然、ソカリィみたく体の主の許可なんて取ってなイ、よねエ……」

　人狩りの目的が、ハルベル達たちにも見えてきた。人をさらい、何らかの目的で魂たましいを抜き、殺す。死体は兵士として再利用だ。

「なんてことを……人を何だと思ってるの！」




　ハルベルのその叫びが、聞こえたわけでもないが。

「何も思うことなどあるものか。人など、資源に過ぎん。魂は我が神の贄にえに、身体からだは兵に。貴様らにこの世界で出来る役割など、本来そんなものだ」

　上空で堕だ天てん王おうは一人呟つぶやく。その言葉に、眼まな差ざしにも。怨えん嗟さと、恩おん讐しゆうがあった。

「神々よ。貴方あなたがたは誤った。私が、それを証明して見せよう。私だけの神と共に」

　視線の下。糸は燃え、ついに結界は消え去り、村が炎の森の中に浮かび上がる。

「あそこだ。包囲を狭めろ」




「退却でしょう。西へ。セダ城へ向かうべきです」

　シミュラルが、兵隊達たちとハルベルへ向かって言う。セダ城は藩はん主しゆイタツが逃げ延びて抵抗を続けている拠点だ。

「術士どのが申しておる！　あれは死体を敵軍が弄もてあそんでおるのだ！」「家族朋ほう友ゆうではない！　取り戻すことはかなわぬ！」「退ひくのだ！　先導に続け！」

　ムデ藩国のサムライ達たちは流石さすがの練度だ。すぐに月光兵を留とどめる側と、敵包囲を突破する側に別れはじめた。

「……っ」ハルベルが村人達たちを見る。

　故郷が焼ける様を見る彼かれ等らは、一様に不安を顔に浮かべていた。

　ハルベルは、自分の故郷を思い出す。あの時は、守ることができた。しかし、今の状況は既すでに取り返しがつかない所まで来ていることは決定的だ。無力さに、彼女の肩が震えた。

「わたしじゃ、アルみたいには、出来ないの……？　きゃっ」

　デケニーが、ハルベルをひょいと蜘く蛛も体の背に乗せる。

「女帝サマはよくやったヨ。でも今ハ、逃げなきゃネ」優しく、彼女は言う。「アタシが言うのモ、何だけどサ。あの骨ならこー言うヨ」

　ハルベルが涙目を向けた。蜘く蛛もの怪異はニヤリと笑う。

「獲とられたラ獲とり返せってネ。不ふ撓とう不ふ屈くつがあの骨の流儀ダ。違ウ？　女帝サマ」

　女帝は──少女は、一瞬だけうつむき、袖で顔を拭ぬぐった。

「うん。行こう！　みんな！　後で絶対、帰ってくるから！」

　この村を守り続けてきた死し霊りよう術じゆつ士しの言葉に、躊躇ためらっていた村人達たちも顔を上げた。動き出す。

「流石さすがは我が友、母様の弟子です。私が殿しんがりを引き受けましょう」

　シミュラルの提案にハルベルが再び表情を曇らせる。

（女帝サマももウ、タダの村娘じゃなイ。堕だ天てん軍ぐんからこのままじゃあ逃げ切れなイ。生き残ってそれが出来るのハ、戦力的に言ってシミュラルだけだってのハ、分かってル）

「何、ここで私が行けば……彼かれ等らは、間違いなく混乱します。私の顔、それ自体が劇薬です。追つい撃げきどころではなくなる。その隙すきに私も逃げますよ」

　仮面を取った。梳とかしていた髪を荒くかき乱す。勇者の似に姿すがたが笑う。

　ただ、これらの条件を知ってはいても、それでもハルベルはハルベルなのだ。デケニーは黙って移動を始めた。

「デケニー……！」

「文句は後でネ。んジャ……頼むヨ。気をつけナ」

「ふふ、貴女あなたに気遣われるとはね。……ありがとうございます」

　デケニーが走り出す。逃げる方とて、バードマンと月光兵の包囲を突破せねばならない。

　彼かの女じよ達たちを見送り、防ぼう衛えいしていたサムライ達たちも撤退に参加させて。シミュラルは一人ミスリルの剣を抜いた。

「さて。荒事は苦手ですが。友のためとなれば致し方なし。お覚かく悟ごいただく」




　　　○




　東国ヤマ、首都・エノツ。

　下地は初代の大府大将軍カコウ＝トクセンが一大名であった頃に拓ひらいた町だ。トクセン家が東国の支配を握った後、ここを首都としてどんどん開発が進んでいった。

　短期間で、元の首都であり貴人達たちが住むキョルトがある地方とも肩を並べることとなったエノツは、全国から人が集まった。元の住すみ処かを無くしたりして流れ着き、住み着いている人間を含めれば、実質の総人口は百万を越えると言われる。

「とんでもねえ規模だ……これ全部、建物は木と紙で出来てんの？　エルフ顔負けだなおい」

　アルが笠かさから街並みを覗のぞき、感嘆の声を上げた。これほどの大都市は、大陸全土でも稀まれだ。

「流石さすがに拙せつ者しやも懐かしさがある……が、日が暮れぬうちに本道場へ向かうでござる。貴殿の説明と、現状を聞かねば」

　アルも頷うなずいて笠かさを深く被かぶり、マントの襟えりを上げ、街中へと入る。

（賑にぎわいは凄すごいけど、外側に庶民の町が広がって、中に行くほど騎士貴族階級、ってのは東国こつちも変わらないか。でも、職人ごとに町まで分けられてる、か）

　町にも明確な計画性があることにアルは気付く。ヤギュウ流の道場は、サムライ達たちの屋や敷しきがある場所と庶民達たちが住む町の中間ほどにあった。

「ヤギュウ家本宅は当然城近くにあるが、ヤギュウ流は庶民出の弟子もおってござるからな」ヤトノ自身、出しゆつ自じは流る民みん扱いだ。「手紙は着いているはずでござるが……話を通してこよう」

　ヤトノが門を開けて中へと入る。アルはそれを見送り、道場を見上げた。

（ここが俺の流派の道場ってわけなんだよな～。ちょっと感かん慨がいぶか……ん？）




「ここか？」「そう言う話だよ？」「それっぽい建物と人がいるぞ」




　道場前の道、その反対側──つまりはアルの背後から。口々に囁ささやき合う声がした。

（んあ？　この声は……まさか）

　アルが動かず、魔ま力りよく視し覚かくの位置だけを動かす。

　向かいの建物の陰に隠れて。茶色の頭と、赤色の頭と、フードを被かぶった白い頭が縦に並んでいる。なかよし。

（えーと）少し迷って。アルは袖から腕骨を一瞬出した。背後に向かって、骨の指でぴーす。

「「「!?」」」

　どがたぁん！　と。建物の陰で、人が転ぶ音がする。

「くせものだー！」と、やや迫真の声でアル。

「いやいやいやいや！」「ちょっと待って下さい、アル！」「重たい」潰つぶれている二人と一体。

　苦笑しつつ、アルは彼女達へと歩み寄る。

「ごめんごめん。まさかこんな派手にコケるとは」

　そう笑って。アルはミクトラたち一行へと手骨を差し出した。

「ひさしぶり。元気で良かったよ」

「は、はい！」「うん。えへへ……」「重たい」

　彼女らも笑って（約一名、不満げ）、手骨を取ろうとして……手前で譲り合い、渋滞する。

「早くしてくれ。というか、なんでレヴァと〇三までいるんだ？」

　しょうがないので、アルは両手骨を使って、

「「「わー」」」ぽーん、と三人が引っこ抜かれて、着地。

「なんの騒ぎでござるか、これは」

　いつの間にか戻って来ていたヤトノの、呆あきれたような声が響いた。




「えー、ちょっと待ってくれるか」

　ヤギュウ道場。ヤギュウ家嫡ちやく男なんのミツジュウ＝ヤギュウは目を閉じて頭の中を整理した。

　壮年手前、と言った辺りの男性である。右目に眼帯を巻いており、隻せき眼がんだと見て取れた。ただ、着物越しでも分かるその筋骨と、無用の動きが一切無い佇たたずまい。

（身体の制御が出来てる。こりゃ強いな。さっすがマガツ爺じいさんの息子さん）

　アルは今、笠かさも着物も脱いで元の格好に戻っていた。先に出した手紙のおかげだ。

「ひゃ～、立派なオヤシキ……え、道場なのこれ。でっっか！」

「いいのか、俺おれ達たちまで上がってしまって」

　ミツジュウの前には、アル、ミクトラ、レヴァ、〇三が並んでいる。

「つまり、このアル殿という歩き髑どく髏ろが我が父の弟子で」

「どうも」ぺこり、と頭骨が下がる。

「大陸での事故で、そちらの女性含め総勢五人がこちらに飛ばされて来たと」

「その通りです。後の三人の行ゆく方えは、未いまだ」今度はミクトラがどうにか東国語で返事をする。

「そちらの二人は大陸の国の商人だとお聞きした」

「そうです」「俺は護ご衛えいだが、そうだ」

　ちなみにエノツの内部は馬の乗り入れが禁止されており、レヴァの馬車は馬宿に置いてある。

　ん～、とミツジュウは再び考え込む。

「商人の方はまあ、正式な入国届けも出ているとのことでいいとして、アル殿、ミクトラ殿。其その方ほう達たちは……転移、と言われても……」

「いやまあ確かに、不法入国ってことになってしまうんですが」

　アルはぽりぽり頭骨をかき、焦あせったようにミクトラが言い募つのった。

「し、しかし！　フィネグンドに連絡を取っていただければ……！　それに、我々が現れた所にも遺跡がですね」

「随分と、迂う遠えんな話に聞こえるが。その間はどうしたものか……座ざ敷しき牢ろう？」

「い、いや、それはですね……」

「まあ、まあ」

　ひょい、とアルが骨手を挙げる。この辺り、実はアルとヤトノで何度か話していたことだ。

「俺おれ達たちの身分はマガツ氏に確かめてもらえれば。っていうか会わせてもらえれば。それで解決しますよ、多分」

　アルの言葉に、ぴくりとミツジュウが反応する。

「当主は現在、不在だが。それ以前に、マガツ＝ヤギュウは歴れつきとした大名である。大陸──エイン王国の区分で言えば、上級貴族か王仕貴族、となるか。おいそれと会えるものではない」

　さらりと外国の身分構造の知識もちらつかせ、ミツジュウが言う。だが、アルもその程度は予想している。

「それが適かなわないとしても、まあ最悪でも強制送還ってことになるでしょう？」

　自分の名誉騎士証と、ミクトラを示して言うアルに、ふむ、とミツジュウは唸うなった。確かに、ヤマの都合だけで王国の名誉騎士と貴族を処罰などすれば、何かと面倒の種にはなる。

「マガツ氏をしばらく待たせてもらうか、勝手に探しに行かせてもらうかです。どうせ、マガツ氏が帰れば俺を呼ぶ」

「随分と自信がおありのようだ。……いいでしょう。父を待つがよろしい。では、次に」

　一瞬で。ミツジュウの隻せき眼がんから、感情の色が全て消えた。

「其その方ほうらはヤギュウ流を使うと」

「う！」「────」

　ミクトラが上半身を硬直させ、アルが無言のまま警戒度を引き上げた。

（外に、気配が湧わいたな……）

「エイン貴族の女剣士殿。身のこなしに我が流派の薫りのようなものがある。……よく鍛たん錬れんされておるようだ」

　所作だけで、そこまで見て取る。氷を心臓に差し込まれたような指向性のある圧力が、アルとミクトラのみに注がれている。レヴァは不思議そうに、ミツジュウと二人を見ている。

　沈黙が落ちる。

（ヤギュウ流という剣術は、本来外に見せてはならない。御お止とめ流りゆう……という話だ。つまりアルと私は、本来ヤギュウ流にとっては不都合な存在──）

　圧力に、ミクトラの頰ほおに汗が流れた。

「そんなこと言われても悪いのはマガツ爺じいさんと俺だし」

　軽い答えが響いた。室内の人々の視線が、人骨へと集まる。

「あ、アル!?」

「いや、だってそうでしょ。そもそもマガツ爺じいさんが俺に教えてんだし。でまあ、俺がミクトラに教えちゃってると」

「い、いや、しかしですね……」

　おろおろと、ミクトラがアルとミツジュウの間で視線を左右する。

「そして。俺はもう二人の連れを探さなきゃならないんです。そっちは絶対だ。申し訳ないですが、ここで足留めを食う訳には行きません」

　ぎしり、と。音がするかと思うほどの、圧の衝突があった。アルが真まっ向こう、押し返した形だ。まるで空間が軋きしむような錯覚。さすがにレヴァも不安げに周囲を見回した。

（これは、まずいでござるか……）ヤトノが、制止のために腰を上げようとした時だ。

「んふっ──」耐えきれぬ、というような呼気がミツジュウから出た。「ふっはっはっは！　すまんすまん！　なるほど、大したものだ！　見た目通りに骨がある！」

　唐突に態度を崩し、声を上げて笑う当主代理。アルも骨格から緊張を解いた。

「人が悪いなあもう」

「実は、アル殿のことは先んじて聞かされておってな。ヤトノの書状とは別口で」

　そう言いながら、ミツジュウが懐ふところから紙束を取り出した。

「親おや父じ殿からよ。近く骨がそちらに来ると思うから、信用してこちらへ寄よ越こせ、とよ。読んだ時にはついにボケたかと思ったが、どうしてどうして」

「なんですって？　なんで爺さんが俺が来てるって知ってるんだ？」

　アルが頭ず蓋がい骨こつをひねる。

「現在親おや父じ殿がいるのは北東、ムデ藩はん国こくだ。大府軍の副使として彼の地にいる」

「なんとまあ、元気だね」「やはり……！」

　頭蓋骨が時計回りに一回転。アルが納得の表情を見せる。ミクトラの情報とも合致する。

「そんじゃアル達たち、北の方行くの？」

「いや、しかし俺はハルベル達たち探さないと。それに戦いくさってのがどうもきな臭いな」

「何か深いお考えがあるのでは？　勇者様の師匠なのですから」

「君な、勇者関係になると認識ガバガバになるの何とかなんないか？」

　アルとミクトラの会話に、黙っていた〇三が、ふと声を挟はさんだ。

「アル。もしや、そのマガツという人物はハルベルに会ったのでは？」

「「「！」」」

　はっとする表情の大陸組。反対に、東国組は首をひねる。

「そのハルベルという方が、残りの仲間なのでござるか？」

「仲間は、あと三人いるといっておったな」

　ヤトノとミツジュウの言葉に、レヴァが手の平をぽんと叩たたく。

「何かケーヤク？　みたいなのがあるんだっけ？　アルとハルベルちゃん」

「仮契約な。死し霊りようと死し霊りよう術じゆつ士しの。仮だから、俺からはよく分からん。繫つながってるな～ってくらいなんだが、ハルベルの方からは俺がいるところが大まかに分かるんだと」

「確かに、ハルベルが東北にいてマガツ様と会ったとすれば、当然アルの話は出るでしょう。マガツ殿が公務で動けぬならば、呼び寄せる方が早い」

　ミクトラの推察に、ミツジュウが首を傾かしげつつ、手紙をアルへと差し出した。

「そういうものか。手紙には『骨には、こっち来れば問題は解決すると言え』とある」

「むむむ。ってことはシミュラルも一緒なのか？」

「そのように読めるな」「何と書いてあるので？」「読めない……」

　大陸組が手紙を覗のぞき込こむが、読めているのはアルと〇三だけだ。

「ところでなんで〇三は東国語が喋しやべれて読めるの？」

「世界を旅するのだからと、ペルゼンから研修を受けた」

　ピースサインの一歳児である。

「ふむ、なんとも仲の良いいことだ」ミツジュウが立ち上がる。「準備がいるな。親おや父じ殿の要請であることだし、こちらで用意しよう。今日は道場に泊まっていくといい」

「道場に？　あー、まあ俺らじゃなあ……」

　アルが肩けん甲こう骨こつをすくめる。エノツ中央の邸てい宅たくに招かれるには、何せ二体ほど死し霊りようだ。

「いや、勘違いしないでもらいたい。当家は剣で生きる身。然さ様ようなことを気にはせん。ただ、それゆえにな──」

　ミツジュウはすたすたと歩いて、すぱん、ショウジという左右に動く戸を開けた。

「うわっ」「おお」

　庭に広がる光景に、ミクトラ達たちが声を上げた。

「やー、何か人の気配するとは思ってたけど」

　ずらりと。道着姿のヤギュウ流門弟達たちが十数人。座って並んでいた。揃そろって、一礼。

「おお、骨！」「まことにおった」「マガツ様は本当に見境無いな！」「麗うるわしき女剣士殿もいるぞ！」「あれ、刀持てるの？」「私は体術の方が気になるぞ」「ヤトノ～、元気か」

　途端、口々に話しだした。ぽかーん、と彼らを見るアルとミクトラだ。

「はっは。正直、親おや父じ殿の直弟子となると俺も楽しみでな。少し付き合ってやってくれんか」




　ヤトノは、ヤギュウ流道場の人々とどう接すればいいのか、よく分からない。

　ヤギュウ流正統を目指す限り、他の門下生は全て競争相手だ。ヤギュウ家の跡取りであるミツジュウですら、そうである。

　いや、というよりも。ミツジュウが最大の壁だ。彼はヤギュウ流においてマガツに次ぐ剣士である。隻せき眼がんというハンデを背負ってなお、彼は強い。

　昔はこうでは無かった気が、ヤトノはする。剣友と良く笑い、多様な将来を夢見ていた。

　自分の身体からだが気を練れぬと知ってから、さらに片腕を失ってから、彼には功名をあげることしか無くなった。それには、友はむしろ邪魔になる。

（気が練れぬのであれば、奥おく伝でんのほぼ全ては修められんでござる。隻せき腕わんで如い何かに工夫を為なそうとも。皆かい伝でんは受けられぬ）

　今ひとつの道、他た藩はん国こくへの仕官もこの身ではまず望めない。

　だが。正統は。流派の主としての地位は。

『ただ強さとヤギュウ流の功績のみを以もつて選ぶ』

　そう、マガツは言った。指導は皆伝位を持つ者がすれば良い、というのが、流派の創成者から続く考えだ。ならば、望みはまだある。

　そうして、ヤトノはそれだけを思って生きている。

　一門下生で生きていけば良いのでは無いか、という気持ちが一度も湧わかなかったといえば噓うそになる。ヤトノは技量のみであればヤギュウ流でも五指に入る。そうして、中目録までの相手を指導していれば良い。カヅチにもそう言われた。

（──だが。それでは、駄目にござる。所しよ詮せんそれは、与えられた場所）

　上に何かあれば、失われてしまう居場所である。母が死んだ幼い頃のように。盗とう賊ぞく団だんが無む謀ぼうをして壊かい滅めつした時のように。

　カヅチのことを考えると、ヤトノの胸は痛む。しかし同時に、湧き立つ希望もある。

（兄弟子殿を斬きれたのは、証にござる。これで拙せつ者しやは十剣と同等以上の力を持つと分かった）




「────ヤトノ。ヤトノ」

　横からの声に、ヤトノは思考から浮き上がる。

「どうした。考え込んで」

　話しかけていたのは、ミツジュウだ。先ほどまでの思索が少し気まずく、ヤトノは軽くかぶりを振って誤ご魔ま化かした。

「いや、少々旅の疲れが。大丈夫でござる」視点を移す。「アル殿はいかがか」

「うむ、あれは達者だな」

　──ふたりが見た先、道場の中央では、門下生を次々さばき続ける人骨の姿がある。

「八番！　マコト＝スイジョウ！　参ります！」

　中目録の若者が猛烈な勢いで打ちかかるのを、アルの竹刀が優しく受け止め、直後激流のように巻いた。マコトの竹刀が天井近くまで飛んでいく。

「静剣・巻まき上あげか。マコトも最近腕を上げたが、打ち込みで見れるとは」

　ミツジュウの感心した声。無手になった若者がすぱーん、と打たれ、転がる。

「おみごと！」「やんややんやー！」「わーわー」

　道場反対側の端からは、黄色い声援（一名棒読み）も飛んでいる。

「九番手は私が！　アブクマと申します！　体術で一手」

　素手で立ち向かう巨漢に、アルもまた竹刀を床に置いた。

「動拳・静拳も修めているのか？」「一通りは、と言ってござった」

　アブクマは体格に反して技巧派だ。しばらく、試し合うように互いの手（骨）先が交こう錯さくする。

「取り申した！」と、アブクマの手がアルの左手しゆ根こん骨こつを摑つかんだ。「動拳・小こ手て回し！」

　そのまま、彼は手首を極きめる技を仕掛ける。流れに逆らえば手首が壊れるし、それが嫌ならば投げ飛ばされる。だが。

　くるり、と。握られた人骨の手首より先の手根骨のみが一回転した。

「「……………………」」

　二者が見つめ合う。当たり前だが、骨に腱けんも筋もない。

「えいっ」べし、と空いた右の手しゆ骨こつ刀とうがアブクマを打つ。

「むうん……」脳天に受けた巨漢が倒れ伏す。

「相手をちゃんと見んからだ、全く」

「いや。生身だったとしても、転てん蹴しゆうに繫つないでいたでござろう」

　嘆息するミツジュウに、一度痛い目を見たヤトノが呟つぶやく。あの人骨ならば、それくらいはやる。受けた身である彼はそう思っている。

「なるほど。お前はもう手合わせした後か」

　負けた話は少々ばつが悪い。次の相手を転がすアルから目を離し、ヤトノは話を逸そらした。

「ミツジュウ殿は、楽しみと言っておられたが。参加されぬので？」

「そのつもりだったがよ。……やればちと、遊びで済みそうにない」

　彼の答えに、ヤトノは視線をそちらへと移し──

（──────────！）総毛立った。

　ミツジュウの隻せき眼がんは炯けい々けいと輝き、口は犬歯を隠しきれぬ笑みを浮かべている。

「──クク、親おや父じ殿が思わず御お止とめ流りゆうの禁を破った理由も分かろうというもの。大陸に渡っていた期間は三年ほど。指導は出来て二年というところ」

　その言葉に、ヤトノもまた、気付く。

「クランドを破ったのも彼かの骨と言ったな。親おや父じ殿が己おのが元へ送れと言うのも納得よ」

　凶相のまま納得を得るミツジュウに、ヤトノは意を決する。

「ミツジュウ殿。ムデ藩はん国こくへのアル殿の派遣。拙せつ者しやも同行させていただきたくござる」

　表情をやや平静にもどし、ミツジュウはヤトノを見た。

「お前は任から戻ったばかりだろう。褒ほう賞しようもある。しばし休んでは……」

「是非に」

　沈黙が二人の間に落ちた。道場ではアルの十人抜きを機にミクトラも引っ張り出され、アレンジされたヤギュウ流を門下生達たちが熱心に見ている。結局、大陸剣用に工夫された技を見てそれと分かるのは、同じくヤギュウ流の使い手くらいだとミツジュウも思った。

「それほどに、俺から正統を勝ち取りたいか」

「っ」

　直接的な物言いに、ヤトノが言葉に詰まった。正統最有力である嫡ちやく男なんは嘆息混じりに笑う。

「カヅチとジゲン、二人に真まっ向こうで勝つならば、なるほど争う資格はあろう。ただ──親おや父じ殿が何な故ぜお前に剣を置けと言わなかったか。分かっているか」

「…………？」

　ヤトノは眉まゆをひそめる。

　彼が気を使えないことが発覚し、さらには片腕すらも失った時。道場の多くが、ヤトノに対し剣の道を諦あきらめてはどうか、と告げた。それはミツジュウもまた同じだ。ヤギュウ家で働き口を紹介するとも。

　しかし。マガツだけは何も言わず、道場へ戻ったヤトノにも、何ら変わること無く稽けい古こを付けた。そして、慣れぬ片腕での疲労に這はいつくばるヤトノへ言ったものだ。

『気が練れない、片腕になった。ではもっと強くならねばならんな』

　それを、ヤトノは許しだと思った。未まだ剣の道を進むことを、マガツは許してくれたのだと。

　ミツジュウはしばらく隻眼を閉じていたが、やがてそのまま言った。

「そうか……いいだろう。行ってこい。──死ぬなよ」

「……感謝するでござる」言葉の意味は分からないまま、ヤトノは頷うなずく。次の功を求めて。




　準備に二日。荷を積んだレヴァの馬車に乗り込んで、アル達たち五人がエノツを出ようとしていた。ミツジュウが見送りに来ている。

「いいんですか。在庫買ってもらっちゃって」

「構わん。当家の都合に付き合ってもらうわけだからな。行商人レヴァの名、しかと関所に伝え回しておこう」

「そっちこそ、ほんとに良かったのか、レヴァ？　俺らと一緒で」

　アルが気遣わしげに聞くが、レヴァはぺしぺし彼のマントを叩たたく。

「あたしとアルの仲っしょ、水くさい。報酬はちゃんとヤギュウ家から出るって言うし、ムデ方面の品物も気になるし、名前を広めておいてくれるって言うしね」

　ただ、今回の旅が終わって後に再びレヴァが東国へ来るかと言えば、それは微妙な所だ。儲もうけにならなくもないが、あれこれ商売の常識や規則が違ったりと、苦労が多い。

（それでも協力するのは、アルへの友情ゆえか。我が相棒はいじらしいな。俺も彼には恩がある。付き合うとも）

　〇三がうんうんと納得しながら、アルを叩たたくレヴァの肩をぽむぽむと叩たたく。

（大陸の儀式でござろうか……）それを見ながら、ヤトノはミクトラへと声をかける。「道中、よろしくお願いするでござる」

「こちらこそ。本場のヤギュウ流を勉強させていただく」

　ミクトラの返答に、彼は一瞬だけ視線を逸そらした。




　　　○




「う……ここ、は……」

　シミュラルが、霞かすむ視界をどうにか開けた。

「オー。起キタ？　一週間くらい寝てたヨ」

「大人おとなしくしておれ。傷が深い。傷の呪いもある。だが良く耐えた。流石さすがは某それがしの弟子の息……子……娘？　まあそんな感じの奴やつだ」

「シミュラルっ！　シミュラル！　だいじょうぶ!?」

　友ハル人ベルの声に気付けば、既すでにそこは森を抜け、どこかの室内であった。

（そうか……私は……堕だ天てん王おうに）思い出す。燃える森での出来事を。




「ぐっ、う……！」

　シミュラルが熱を持った地面へと膝をつく。足下に次々と落ちた血が、すぐに乾いていく。

「勇者がこの世に迷い出たかと想おもえば、似に姿すがたか」

　彼の前に魔ま槍そうを携たずさえて立つのは、黒こく翼よくの男。堕だ天てん王おうルシフルスだ。

　周囲には、この二人を取り巻くようにしてバードマン達たちがいる。窮地だった。

　シミュラルの戦いは、序盤は狙ねらい通りに運んだ。突とつ如じよ現れたいるはずのない勇者の顔に、堕天軍は軽い恐きよう慌こう状態にまで陥おちいった。その隙すきを突き、シミュラルは数えきれぬほどのバードマンを叩たたき落おとした。しかし。その先に現れたのが、

（こ、ここまでのものとは……堕天王……！）

　シミュラルが顔を歪ゆがませながら、それでもミスリルの剣を構えて立ち上がる。彼はイザナに鍛きたえられている。ゆえに、十じゆう堕だ臣しんの力についても、ある程度は分かっていた。

（魔力自体は、確かに母様ならば並ぶだろう……が、この凄すさまじき槍やり技！）

　近接戦闘において、シミュラルはほぼ一方的に打ち負けた。防戦自体は出来るが、全く攻勢に転じることが出来ず、ついに均衡が破られ、槍やりの穂先はシミュラルの左肩を貫いた。

「魔王軍である頃ならば、貴様の正体は気になった所だが……今は我が神に捧ささげる命の方が重大事よ。速やかに死ね」

（この者の技量はおそらく、父様の領域にある……！　考えろ、父様ならばどうする。父様ならば、力にて劣っていようが、必ずや打開するはずだ……！）

　予備動作無しの突きを、必死の思いでかわす。左肩が熱い。堕天王の持つ槍の呪いだ。

「シャハァーッ！」

　横から突っ込んできたバードマンの剣が、ぎりぎりシミュラルの頰ほおをかすめる。そのまま懐ふところに潜り込んで一突きで仕留め、ルシフルスへとバードマンの翼つばさを向ける。

「戦せん神じん流りゆう・弩ど撃げき突とつ……！」

　力を解放し、剣を突き出す。バードマンの体が、砲弾じみた威力でルシフルスへと飛んでいく。それに追随するように、シミュラルも駆けた。

　轟ごう、と無数の槍そう撃げきが壁を作った。腕の動きは音速を遙はるかに越えている。

　が、シミュラルは千ち々ぢに砕くだけて散るバードマンの体と羽根、その上にあった。

「殺とったぞ……！　『ウォタ・ランス・レボルト』！」

　上級魔法の水すい圧あつ槍そうと共に、直下の堕天王へ切り込んでいく。

「無ぶ様ざまな飛ひ翔しようだな、人間」

　声は、シミュラルの上からした。

（な──一瞬で、こちらの上まで──ぐッ!!）

　上から叩たたき付つけられる槍やりの振り下ろし。

「貴様らには真の意味で飛ぶことなど、未来永えい劫ごう出来まいよ」

　片手剣の防ぼう御ぎよはどうにか槍やりの間に挟はさまれたものの、シミュラルは頭から盛大に血を吹きつつ、地に叩たたき付つけられた。

「が……はっ」血混じりの呼気と共に、魔マ力ナ駆ドラ動イブも消える。

　それを天から見下ろす堕だ天てん王おうの目が、周囲のバードマンに向けられた。

「貴様ら、敵を逃がさぬための監視すら満足に出来んのか。次に相手へ攻撃手段を与えでもしてみろ。部隊丸ごと、神の贄にえにしてくれる」

「は……はっ！」「申し訳ございません！」

（ここまで、か……）声を聞きながら、大の字でシミュラルは思う。（思えば、出来過ぎではあるか）

　紆う余よ曲きよく折せつあり、二年で尽きるはずの自分の命は永らえ、父と母との生活も送ることが出来た。そうして今は、友のために命を使いきろうとしている。

（上出来だ）友人も、できた。（父様も母様も、責めはすまい……が）

　上体を起こす。血と疲労で濁った瞳に炎を灯ともす。魔力を身体からだに回す。

（だから、生きねば。父様も母様も、友も。悲しませはしない……！）

「──なるほど。姿だけというわけでも無いようだ」堕天王の腕が上がる。「弓。構え」

　周囲三六〇度のバードマン達たちが矢をつがえ、ルシフルスの手に黒い魔力の光が灯ともる。

「く……！」這はい出でる隙すき間まも無い死の圧に、シミュラルの頰ほおに汗が垂れた。

「確実に始末しておこう──撃うて」

　反撃の契機すら与えぬ徹底。ルシフルスは、戦う相手を戦士とは見ない。

（ただただ、世に蔓延はびこる害虫を駆除するように。死に果てろ、人よ）

　撃ち放たれる魔力と矢。しかしそこへ、飛び込む影がある。

「静剣・円まどか」

　返答は、剣けん閃せんの結界。矢を、魔力弾を区別無く切り払う。

「！　これは……！」

　ルシフルスが目を剝むいた。魔力弾の爆発の後には、既すでにシミュラルも、飛び込んだ何者かもいない。即座に目を周囲に向ける。バードマンによる包囲の『欠け』を見み出いだす。

「はっ！　一度に撃つから防ぎやすかったぞ、堕天王！」

　そこから声。既に木々の奥。

「奴やつめ、都へと逃げ帰ったのではなかったのか……！」

　その、忌いま々いましげな堕天王の声に、シミュラルの記憶は途絶えた。




「勝ったな」

　シミュラルが意識を現在に戻せば、力強い声がする。そこには見覚えのない老ろう爺やがいた。

「堕天軍は村人を丸々逃がして、さらにお前まで取りこぼしたわけだ。お前の完勝だ」

　長い白髪と髭ひげ。不敵な笑みを浮かべる口元。東国の着物を着こなした様子は高位の身分を思わせた。森の中で聞いた声だ。シミュラルを、救った者の声。

「某それがしの名はマガツ＝ヤギュウ。お前の父に剣を少しばかり教えた者だ」

　その名には覚えがあった。母親からだ。

「父様の……かつての御仲間の」

「お前等らとは連絡を取りたかったが、どうにも見つからんからな。あの日堕だ天てん王おうが動いたと聞いて、上手く頭を獲れねえか探ってたら逃げるこいつらを見つけてな」

「逃げる途中で会って、マガツさんに助けをお願いしたの」ハルベルが涙を拭ぬぐいながら言う。「無茶して……ばか」

　シミュラルはぎゅう、と胸に抱きついてくる彼女の頭を撫なでて、良かったと思う。

「つま、り……ここは、セダ城ということ、ですか」

「中々イイトコダヨ。デモアタシ、変身シチャダメダッテサ」

「真体がでかいんだよ。こいつ、堕だ屍し王おうの部下だって？　アルヴィスは死んでも相変わらずか」

「アルにはお世話になってます」

　軽いやりとり。シミュラルが見れば、マガツもまた身体からだの各所に未まだ新しい包帯や湿布が巻かれている。服の下も、シミュラルからは見えないがそれは同様であった。

「某それがしも痛い目を食わされた身でな。軍はエノツに返したが、某それがしは帰る訳にはいかん」

（マガツ様は、確かエノツの将軍指南役をされているはず。であるならば、東国政府の軍が既すでに一敗しているということか）

　情報不足で堕天軍に空を取られては、どんな軍でも緒しよ戦せんは落とす。

「帰れぬ、とは。つまり」

　聞き返すシミュラルに、マガツが顎あごを一撫なでした。

「次は大府の本軍が来る。そうなれば、大おお戦いくさだ。本軍となれば堕天軍相手でも勝敗は分からんが、死者が山のように出る」

「え、それ初耳なんですけど」

　ハルベルが口をぽかんと開けた。

「言わなくても分かるだろ。そこの小僧嬢ちゃんは分かってるぞ」

「え、シミュラルすごい」「ヤルゥ」

　どうにか、シミュラルは上体を起こした。傷の手当てはされているが、体力はかなり落ちていると実感する。何より、魔槍による呪いの傷は未だに肩を蝕んでいる。

（……解呪は私では無理か……最上級神聖魔法の使い手……父様レベルでなくては）差し出された水を飲んで、シミュラルは口を開いた。「もう一戦交えるおつもりですか」

「一戦というよりは暗殺だな。堕天王と、あいつが今神輿みこしに担かついでる奴やつ。そいつを潰つぶす」

「かついでる？　え、堕天軍って魔王軍じゃないんですか？」

「独断ダネ、間違イナク」ハルベルの疑問へ答えたのはデケニーだ。「今ノ魔王軍ニ東国攻メル余裕ナンテ無イヨ。担イデルッテ存在、ソイツガ今回ノ元ダロネ」

　堕だ天てん軍ぐん単独とはいえ、倒すべき対象は十じゆう堕だ臣しんとさらにその上にいる存在だ。

「俺だけならちと分ぶが悪いが。一応、エノツの方に手紙は出した。上う手まく行けば、アルヴィスが来る。間に合えばいいがな」

「え!?　ほんと!?　アル来るの!?」

「あいつが俺に会いにエノツに辿たどり着ついて、嬢ちゃんが大事ならな」

「じゃー絶対来るね！　アルだもん！」

　ふふーん、とドヤ顔のハルベルに、マガツは苦笑する。

「随分な自信だなあ、嬢ちゃん」

　揶や揄ゆするような口調に、彼女はぱちくりと瞬まばたきする。

「だってアルだもん。あのひとは、昔のお仲間を放っておいたり、私たちを見捨てるひとじゃないです」

　そうでしょ？　と言わんばかりの目で、マガツを見る。彼は両手を挙げた。

「──参った。その通りだな、ハルベル」

　にっこりと、ハルベルは笑った。マガツは己の脇腹へと手を当てる。そこには、未いまだに血を滲にじませる傷跡がある。

（──あいつが来れば、条件は揃そろう。期待するぜ、我が弟子）
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　それは、陰である。そうでありながら、光で世界を照らす。

　その相反した性質は、しばしば聖性も、魔性もそれにもたらしてきた。

　それ──彼女は世界に再臨し、そして闇やみに封ぜられた。

　あってはならないことだった。

　彼女は不ふ可か侵しんでなくてはならなかった。彼女は照らすものでなくてはならなかった。

　それは、罪であった。彼女は大なる称号を剝はがされ、闇の中で数百年を過ごした。

　彼女は孤独だった。闇は、彼女に見ることも、聞くことも、触ることも、全てを封じた。

　その永年は、彼女に有りうべからざるものを生じさせた。

（さむい）

（みえない）

（さわれない）

（だれか）

（わたしを──）

　そう思って、彼女は愕がく然ぜんとした。わたし？

　わたし。わたし。わたし。

（わたしは。わたしになったのか）

　彼女は愕がく然ぜんとしたのだった。
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　エノツから北へ伸びる街道。そこを、どんがらどんがら馬車が行く。

「すすめーすすめー」

「ちょっとアル！　加減してよ！　馬が驚いてるから！」

　かなりのスピードで進むそれは、良く見れば後ろから骨が押している。

　エノツからセダ城までは、街道と山道を通って概算四百キル以上。馬車で行けば十数日という道行きだが、ヤマは土地の多くが龍りゆう脈みやく地ちである。アルは短時間、かつ休み休みであれば、魔マ力ナ駆ドラ動イブを行えた。その力でもって、人通りの無い場所では馬車を押しているのであった。

　ヤギュウ家の認可状があるため、関所もスムーズに抜けられる。

「手紙の話がマジだとすると、相手は堕だ天てん軍ぐんか。無関係じゃなくなっちまったな～、くそ」

　ヤギュウ家で見せられたマガツの手紙を思い出し、アルが愚ぐ痴ちる。

「バードマン……。こちらでは天てん駆くというのでござるが、どちらかと言えば想像上の生き物と思われてござった。山に住み、神じん通つう力りきと称する、妖あやしの技を使う存在だと……」

「別の土地の生き物が、実際と曲がって伝わるのはよくあることだよ」

　かつて魔物事典の執筆に関わったアルが、実感のこもったことを言う。そんな彼は、今はいつもの骨マントの姿に戻っている。

「あの服止めてしまったのですね。東国風の衣装も良かったのですが」

「もうお上パワーで不問にできっからね」

　幌ほろの後ろから顔を出すミクトラと話しながら、アルは押す力を少し弱める。ただ、笠かさは気に入ったので被かぶっている。

「アルは包み隠さぬ男だ……俺も見習うべきか」

　そう言って、コートの前を開こうとする〇三に、ヤトノが慌てる。

「いやその、〇三殿は止めておいた方が」

「むむ、そうか。まあ俺の継つぎ接はぎだらけの身体からだは見苦しいな」

「そう言う話じゃ無いでしょ。〇三は服の下カゲキすぎんの。おっぱいおっきいし……」

　背中で聞いていた御ぎよ者しや台だいのレヴァが、自分の胸をさすって嘆息した。

　その台詞せりふで、一同の視線がミクトラに集まった。

「衣装と言えば、ミクトラのそれは……」「ミツジュウ殿が何を渡しているかと思えば……」「非常にかっこいいと思うぞ」

「うう。いやその、これは……」

　恥じ入って身体からだを腕で隠すミクトラ。彼女は現在、いつもの鎧よろいの下に、紋もん様ようの入ったタイツのようなものを着ている状態だ。

「その、ヤギュウ家に伝わる装備のひとつということで、特別に貸たい与よされたのですが……」

「う～む、いつもの装備より肌面積は減ってるのに、こう、なんというか」

「い、一応由ゆい緒しよ正しい装束なのでござる。各所の紋様は気法の効果を向上させる作用があって、防ぼう御ぎよ性能も単純な鎧よろい以上のものがある、ので、ござる、が……」

「エロかっこいい、というやつだな」

　アルとヤトノが言いよどんだところを、ズバリと〇三が言い切った。黙る男衆。

「やっぱりそう思っていたのですね！　脱ぐ！　脱ぎます！」

　半泣きになるミクトラを一同、なだめるなだめる。

　ムデ藩はん国こくの苦境をよそに、そんな風に馬車は行く。

　とはいえ、道行きは急がれた。アルとミクトラの馬車押しも手伝って日程は大幅に短縮され、七日目にはムデ藩国との関所が見えるところまで辿たどり着ついたのであった。




　　　○




　ムデ城。月つき神がみの座所。

　今は大きな月に照らされる、もっとも天に近いこの場所は、月神に相応ふさわしいとして改装された。現在、その主の姿は無い。ただひとつの窓が、風を吹き込ませている。

「……どこに行かれた」

　震える声音で、堕だ天てん王おうルシフルスが呟つぶやく。部屋の外に控える部下のバードマンが、額を床に擦なすりつけんばかりにして答えた。

「せ、先刻にルシフルス様が拝はい謁えつされておりますので……」

　月神は、月が天にかかっていない時間は眠りについている。力の回復と温存のためだ。

　先刻の拝謁で、森の拠点を攻略したことを告げた。しかし、

（心をお読みになったか……？　藩国の民の魂を捧ささげたことにより、神の力は日増し強くなっている。今ならばある程度の権能を行使できてもおかしくはない）

　それにより、主おも立だった戦力を取り逃がしたことを知った、とすれば。

　ルシフルスが立ち上がる。

「供は──」

「不要！　我が神を兵の衆目に晒さらす気か！」

　部下を一いつ喝かつし、ルシフルスが夜空へ翼つばさを撃うつ。月神の力の増加に伴い、ムデ藩国の夜は明るくなっている。月齢は満月まであと二日だ。飛行に支障は無い。

「……おそらく、セダ城。あそこにはマガツ＝ヤギュウがいる。万一があれば──！」

　魔力をまとう。音を振り切る速度と共に、堕天王が空を往く。




　　　○




　同時刻・セダ城。ここにある者達たちは、ひとつの絶対を見る。

「────？」

　まず気付いたのは、ハルベルだ。彼女は初めて体感する。

　自らと並ぶほどの魔力を。

　続いて、マガツ、シミュラルらの実力者。動けぬシミュラルを部屋に置き、老剣士は愛刀を摑つかんで城外へ向かおうとする。

「マガツ殿。これは」

　行き逢あったのは、藩はん国こく主しゆ・ショウソウ＝イタツだ。既すでに老境に入ろうとしているが、その眼光は未いまだ『雪中の龍りゆう』と呼ばれた頃のままだ。

「イタツ殿は部屋に。これはちと、厄やつ介かいだ」

　マガツの勧めに頷うなずき、彼は部屋へと歩み去る。これが常の襲撃ならば、藩国主が指揮を取る利点もある。しかし、

「これは違う──。尋じん常じようの兵が万いたとしてもひねり潰つぶされるだけだ」

　マガツは廊下から、白石の庭へと出る。隠す気配も無い魔力が、瞬時に彼を振り向かせた。

　常より大きな、十三夜の月光。満月の次に美しいとされるそれを背に、

「遅うある」

　その存在は尊大に呟つぶやいた。マガツを認識してはいるが、ひとつの存在とも認めぬように、眼下全てを対象として見ている。

「妾わらわの来訪に贄にえも無しか。疾とく饗きよう応おうの準備をせよ」

　マガツは上空の存在を睨にらみ、わざとらしく嘆息した。

「寝言言ってねえで、人にモノ頼む時は地面に降りて頭下げろ、タコ」

　瞬間、マガツの頭上に圧が来た。空の存在の意識が集まったのだ。

（この圧──！　堕だ天てん王おうとてこうはいかん。ならば、奴やつは）

「余りの無礼。だが初めての感覚だ。悪う無いぞ、人」その手が、地へと向けられる。「褒ほう美びだ。月の神たる妾わらわ自みずから、この地に死を授け渡す。甘かん受じゆせよ」

　轟ごう、と。無音の力が、一帯を覆おおった。

「何ィ──？」がくり、とマガツが腰を落とす。

　それは、ありふれた力だ。誰もが常に感じている力。空飛ぶ鳥すらその影響を受けている。

（重圧だの、そういう心理的魔力的なもんじゃねえ。物の理だ！　純然な、重さ！）

　セダ城を中心として周辺、数百メル。その範囲における重力が、唐突に十倍増した。それを認識して、さしものマガツも戦せん慄りつを抑えられない。

「この範囲！　どんな馬鹿げた魔力だ──！」

　みしり、みしりと。周囲の建築物全てから悲鳴が上がる。

「ルシフルスも悠ゆう長ちようなことをする。最初から、この我に願えば良いのだ」それを何でもないことのように眺めて、月女神ナシンナは呟つぶやいた。「全て、潰つぶし、食らい給たまえ、とな」




　　　○




「う、あ、あ、あ、あ、あ!?」

　セダ城内。床へと這はわされたハルベルが悲鳴を上げる。傍かたわらのデケニーが真体に変わる。直後、巨体へ一気に襲おそいかかる重さを魔マ力ナ駆ドラ動イブで耐える。

「女帝サマ！　建物の中まデ……！」

　ハルベルへ覆おおい被かぶさっても無駄。加重は全ての物質にかけられている。

「グッ、単純な上からの力ってだけじゃなイ。限定世界干渉……！　女帝サマ！　クソッ、魔マ力ナ駆ドラ動イブが出来ないかラ……！」

　ハルベルは、己にかかる異常な重さに息も満足に出来なくなっている。歯を食いしばることすら自由にならない。

（駄目なの……!?　村から逃げてきた人ひと達たちを、故郷を奪われた人ひと達たちを！　帰らせたいのに！　わたしじゃ、なんにも、できないの……!?）

　苦しさよりも、己の情けなさにハルベルは嗚お咽えつを漏らす。

　この分では、傷付いているシミュラルも危ない。何より──




「むぅ、城が保つか……!?」

　藩はん主しゆイタツもその中にあって、魔マ力ナ駆ドラ動イブで耐えながら天井を睨にらむ。セダ城は小高い丘の上に位置する山城、戦乱の時代のものだ。だからこそ、平穏の時代の居城が落とされた時、ここを退却地と定めた。戦闘を意識し、擬似的な気き法ほう防ぼう御ぎよも持たせてあるため、見た目以上に堅けん牢ろうだ。

「しかし、城自体の重量が敵となれば……」




「槍やりは重すぎる！　刀と弓だ！」「しかし、敵軍はどこに」「くそ、鎧よろいが着ていられん！」

　セダ城兵の詰所でも混乱が起きていた。魔マ力ナ駆ドラ動イブできるサムライですら、動きは鈍い。城の者達たちは、多くの兵や下働きの者達たちが苦く悶もんに喘あえいでいる。

「こんな、こんな真ま似ねが出来る奴やつらに……勝てるのか？」

　誰かの呟つぶやきが、妙にはっきりと、兵士の間を走った。




　　　○




（城も、人も……長くは保もたんな、ち、命の使い時か）

　城外。天上の月神を名乗る存在を睨にらみ、マガツは静かに覚かく悟ごを決めた。

（機会は一度。成功するかは分からんし、追つい撃げきも出来るか分からん）

　しかし今やらねば、全て潰れて終わる。魔力を身体からだに回す。

「気き法ほう身しん──動剣」

　呟つぶやく。刀の柄つかに手を掛ける。振りかぶってはいられない。居い合あいだ。抜いてそのまま行く。

（いざ）そう思った、その瞬間だ。

「合・わ・せ・ろ爺じいさん────────！」

　声。軽い足音。マガツはそれらを背中で聞く。飛んだ。着地。走って、近付いてくる。

「………………骨？」

　初めて、女神が不審げな表情を見せた。

　足音で機を計った。並ぶまで、三、二、一…………

「動剣！」合図の声。「「神かん卸おろし！　滝たき昇のぼり！」」

　迅じん銀ぎん！　と。二種の澄んだ音が響く。二本の刃が、剣けん閃せんが、天へ向かって振り上げられた。

「？」

　月女神は訝いぶかしむ。当然、空の彼女に届きはしない。しかし。

　時空間をも裂く魔の二重斬ざん光こうは、空間を断った。そこに満ち満ちていた、重魔力ごと。

「！　これは」

　またしても初めて、神は目を見開いた。その、一瞬後。

　がぎご！　と。世界そのものがズレた感覚。空間が──割れる！




　　　○




「っは、あ！」「！　重さガ、消えタ──」

　ハルベルが跳ねるようにして、床に手をついた。数度、荒く息を吐いて。唾だ液えきと共に、床に落ちる水滴がある。

「女帝サマ！　大丈夫!?　どっか骨折れた!?」

　ハルベルはデケニーの心配へ首を振る。涙が散る。

　デケニーは気付く。これまで、ヤマに飛ばされてから張り続けてきたハルベルの気勢。今この時だけ。それが消えていた。

「アル……アルが！　来てくれた！」




　　　○




　再び、白石の庭園で。存在しない硝子がらすが砕けるような音が連続した。

「空間を、支配魔力ごと斬きったのか……人の子が……」

　巨大な月を背に。女神ナシンナが一人と一体の闖ちん入にゆう者を見つめている。

　つい先ほど、セダ城を丸々収めた重圧の範囲内に入り込んだ者がいるとは把は握あくしていた。すぐに潰つぶれると思っていたそれはしかし、黒い魔力をまとうと超重力下とは思えぬ速度で走り来たり、今現在、彼女の直下にある。

「おう、久しいな。何だ、エルフのからくりの故障だって？」

「いやほんと、俺もこんな形でヤマ来るとか思ってなかった」

　それを真まっ向こう、マガツとアルが睨にらみ返しながら、再会の言葉を交わす。

「神だって？」「そう言ってるが」「マジ神なの？　ありえんでしょ」「某それがしに聞くでない」

　うーむ、と骨が顎あご骨ぼねに指骨をそえて思案する。彼の中で様々な検討が行われる。

（力はマジ神……かは知らんけど、少なくとも人間の枠はラクショーで越えてるな。成せい竜りゆうとか古こ巨きよ人じんとか……そういうレベル以上だ。でも神とか無いだろ）

　この世界では、神は千年以上前に現実世界から消えた。自みずからが司つかさどる概念と同一化し、自分たちの存在を永遠にするためだ。

　数ヶ月前に戦った存在を思い出す。それは唯一世界に残った神の骸むくろだ。そういった例が他にあるとしたら、どうか。

（それにしたって、千年だ。噂うわさのひとつも出ないということは無いだろう）

「月の神って名乗ったぞ。こっちだと男お神がみって伝わってんだがなあ……」

「月の神様って十二の月にも入ってる由ゆい緒しよ正しい神様だよ。大神からは外れてるけど」

　アルが相手の向こうにある月を見上げる。月神は、間違いなく天に昇っている側である。彼はしかし、推測をそこで打ち切った。

「ま、とりあえず。倒すか。二人がかりならやれんでしょ」

「……そうだな。ここでやれりゃあ話が早い」

　二振りの刃が再び天へ向けられる。お前の正体など知らぬと。知ったことではないと。剣と刀が、そう言っていた。

（なんだ、此奴こやつらは）

　ナシンナは思う。神たる力は見せつけた。それでも恐れることなく剣を向けてくる。

（これは、あの）忌いまわしい記憶が想起される。（あのオルデンめと──同類か……む）

　その瞬間だった。ふらり、彼女の体が揺らぐ。

「御おん身みに触れる無礼、お許し下さい」

　同時。飛来する者があった。彼は、ナシンナの肩を支えた。

「ルシフルス。……早いではないか」

「未いまだ神体は完全ではございません。何なに卒とぞ、御ご自じ重ちようを」

　言いながら。堕天王ルシフルスは眼下を見た。

「げ、増えた」「面倒なのが来たなあ」

　老人と骨が愚ぐ痴ちっている。見た目だけならば戦力外だが、堕だ天てん王おうは先刻、彼かれ等らが神の力を破った瞬間を目にしていた。

「それはこちらの台詞せりふだ、神敵共が。潰つぶしても潰しても生はえおって。仕舞いには死し霊りようか」

「お前等らも使ったって聞いたぞ。月光兵だって？　罰当たりなことしやがるな」

　マガツが言い返すと、ルシフルスは鼻で笑った。

「罰だと？　それはこちらが下す側だ。月光兵は神の御み業わざである」

　状況が変わった。アルとマガツ二人でどうにかやれる『かも』しれない、神を名乗る存在。そして魔王軍十じゆう堕だ臣しんの一体。アルはマガツへと耳打ちする。

「堕だ天てん王おうのほう、一対一でやれる？」

「微妙なとこだな。四六時中飛び回られると面倒くせえ。フブル婆ばばぁの担当だろありゃ」

　アルとて、先刻ムデ藩はん国こくに到着したばかりだ。セダ城近辺の空の異常を見て取り、とりあえず全力ダッシュしてきたところである。魔力が完全とは言えない状態だ。

（大将首ふたつが単独で来てる。めちゃくちゃ惜しい状況だが……！）

　出来ることならここで決着させたい。しかし準備が出来ていないのはアル達たちも同じだった。というわけで、声を上げた。

「観念するんだな！　こっちはもうすぐ応援が来るぞ！」

　完全に山やま勘かんだ。先ほどの超重力で全員伏せていても不思議では無い。

（この二匹……ここで潰しておきたいが）

　転じて、堕天王側も準備が無いのは同じだ。とにかく神の回収を最優先にやってきた。衆目にみだりに晒さらす訳にはいかない。神秘が薄れる。神は人からの畏い怖ふもまた、力の内だ。

「地を這はう虫共が、我等に観念しろとは片腹痛い──」

「……帰るのか？」

　彼が言葉を返そうとした所で。ルシフルスの嫌気を読み取ったナシンナが、言葉を差し込んできた。彼は嘆息する。

「然さ様ようですな。急がずとも、次の満月には終わる戦です」

「そうか。……怒っているか？」

　腕の中で。表情は変えずそう言った月女神に、堕天王は微ほほ笑えんだ。

「まさか。全ては我等の不ふ甲が斐いなさが招いたこと。神の御心遣いに我等は感涙するばかりです。しかし、本日のところは幕引きといたしましょう」

「そうか──では、汝なんじの望むようにせよ」月女神は、ルシフルスの腕の中で目を閉じた。

（しかし、無駄では無い。今回の一件で、マガツ＝ヤギュウは最も早はや────ッ！）

　ルシフルスは魔ま槍そうを一いつ閃せん。

　がぎィんッ！　と。飛来した凶悪な鋭さの魔力塊を空に弾いた。ヤギュウ流動剣・刃じん礫れき。

「ちっ、イチャついてるから当たると思ったんだが」

「お前戦いくさになると性格クソ悪いよな」

　アルが悔しそうに黒剣を下ろす。ルシフルスの形ぎよう相そうが凶悪に歪ゆがんだ。

「貴様……貴様は俺が自みずから八つ裂きにしてやる。いつぞやの勇者の似に姿すがたのようにな」

「んだと？」

　聞き返す声に応こたえることはなく、ルシフルスは飛び去っていく。

「行ったか……おい爺じいさん、ハルベル達たちは無事なの？」

「ああ。シミュラルってのは結構手て酷ひどくやられたがな。お前が呪いさえ解いてやりゃ命の危険はねえ。……あ、そういやお前。何か変な形で子持ちになってんな」

　にやにやと返すマガツだ。やぶ蛇へびをついた。アルは嫌そうな態度で城へと向かう。

「おい待てって。話聞かせろ」

「やーだー。それよか、相手が月の女神を名乗ってんなら話し合うこと山ほどあんでしょ」

　城の大門にはレヴァの馬車が到着しつつある。

　エルフの森の転移から一ヶ月以上。ようやくの合流であった。




　　　○




「まあ、とは言っても運がいい方だよな」

「そうですね。何の寄よる辺べも無ければ、一生会えない可能性すらある事態でしたから」

「アル～」

　セダ城内。アルと一行の風ふう体ていは当然の如ごとく驚かれたが、そこはヤギュウ家のお墨付きだ。藩はん主しゆイタツにより、彼かれ等らは賓ひん客きやく用の部屋を与えられた。

　とりあえず今夜のところは荷を解き、疲れを癒いやすべしとの指示で、大陸組はシミュラルの部屋へと一同集まっている。

「は～、アルの生前の複製体!?　ええ、すごぉ……」

「ふむ、これがアルの生前の顔か。中々にイケメンではないか？」

　レヴァと〇三がシミュラルをまじまじと見ている。シミュラルは恐縮しきりだ。

「こらやめなさい、初対面の子供に」

　アルの照れ隠しの注意に、彼女たちはやれやれと肩をすくめて話を戻す。

「いやでも、ミクトラは拾えて良かったよね。アルとハルベルちゃんは合流できるけどさ」

「うむ。これぞ天の配剤というやつだな」

　レヴァとミクトラが両者、うんうんと頷うなずき合う。

（冗談になってなさそーなのが嫌なんだよな……）

　転移時に感じたマルドゥの気配を思い出し、アルは苦い気持ちになる。次会った時に何を言われるものか。そして、彼には困りごとがもうひとつ。

「アル～」

　先ほどから。ハルベルは座るアルの腰骨に抱き付いて離れない。

「いい加減離れなさいって。皆見てるよ？」

「やだ～」

　頰を骨手でぐにぐにやられても、驚くほどの根性でしがみついている。

「ハルベルはずっと頑張り通しでしたからね……」

「立派だったんだからア。甘えさせてやんなヨ」

　にこやかに見守るのはシミュラルとデケニーだ。

「アル～♡」

「お前等、一緒だったからってハルベルに甘くなってんな？」

　そう言って。アルはシミュラルへと目を停とめた。彼（女）の傷は、アルの神聖魔法により解呪し、癒いやしてある。しかし落ちた体力と後遺症はどうしようもない。しばらくは安静だ。

「マガツ爺じいさんから話は聞いた。──命を大事にしろ、イザナを泣かすなって、言ったよな？」

　シミュラルは笑顔から一転、申し訳なさそうに顔を俯うつむける。アルは（複雑な経けい緯いとは言え）自分の子を見つめる。

「反省はしています」素直に、シミュラルは謝あやまった。しかし、上げた顔におよそ後悔の色は無い。「ですが、私は父様と母様の子なので。友を助ける。無む辜この人々を救う。同じ状況には、同じ行動をするかと思います」

　アルが鼻骨を骨指でつまんだ。

「誰に似たんだ……」

「アルでしょ」「主でしょう」「アルチャンしかいねーヨ」「アルだよねえ」「似ているのは顔だけではないな」

「う、うるさい」よもやの五連打に、アルも分ぶの悪さを認識する。

　とはいえ。シミュラルの行動自体には、アルも感じ入るものがあったのは確かだ。

「ま、お説教はイザナがするだろうから……いいか」ぐ、っと親指骨を立てる。「頑張ったな、シミュラル。次は、うまくやれ」

「……！　はい！」

　アルの言葉に、一同の表情が締まる。視線が集まるのを認識して、言う。

「正直、合流したらさっさと帰りたかったとこだが……相手が魔王軍って言うならちと話は別だ。マガツ爺じいさんの国でもあるしな。俺は少しだけ、こっちに力を貸す。皆はどうする」

「わたしも、今は理由ができた。やる」ハルベルが決意を燃やす。

「共に戦えないのが残念ですが……手伝い程度ならば」シミュラルが穏やかに言う。

「お助けします」ミクトラが逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよも無く、頷うなずく。

「魔王軍ダローガ、女帝サマガヤルッテンナラ、ヤルサ」小こ蜘ぐ蛛もが嗤わらう。

「帰りの足が要るでしょ～？　ま、ご飯とかの世話しかできないけど」レヴァが肩をすくめた。

「絶滅種探しのためにも、東国が荒れるのは困る」腕を組んで頷うなずく〇三。

「全員かよ……あのな……相手は十じゆう堕だし……あーもー」アルの脳裏に浮かんだのは、アンキエイアの事件を納めた後のことだ。しこたま𠮟しかられた。「分かったよ。死んでも後悔するなよ」

　死人のアルが呆あきれのオーラを出すが、一同、気にもしない。

（全員──マガツ爺じいさんと、ヤトノは）思い至って、アルは腰骨を上げた。

「アル？」

「ちょいと、マガツ爺じいさんと話してくる。皆は休んでな」

　ミクトラへ返して、アルは城内を駆け出した。彼には懸け念ねんがあった。

「状況考えてくれよ、悪い癖出すんじゃねえぞ、爺じいさん……！」




　　　○




「ここまでやってきたかよ、ヤトノ」

「は。外げ道どうに墜おちし三名、討うち果たして参りましてござる」

　城内の修練場。マガツはここを自室として借り受けていた。そこへ、今は彼と、その前で膝をつき礼をするヤトノの二人だけがいる。

「そうか。良くやったな。して──」

　近付く気配にヤトノが顔を上げ、ぎょっとした表情になる。

　マガツが。ヤトノの体、無い方の腕、所しよ作さの数々、それをつぶさに観察していた。

「どう勝った。その腕と、気の練れぬ体で」

　全くの遠慮も無く、マガツは問う。そこには、純然たる興味だけがあった。




　──勇者アルヴィスが、老剣士マガツについて語る時、そこにはひとつの悩みがあった、とされる。曰いわく、情もあれば血も涙もある。私人として接するならば、気の良いい人物だ。

　──しかし。勇者は言う。

　彼にとって。その全ては、剣という価値の下にある。




　ヤトノが旅に出るまで。その剣はマガツの領域まで達していなかった。気が練れないならば尚なお更さらだ。そして、左腕を失った。それでも、マガツは彼に剣の道を捨てろとは言わなかった。道場で修練を続けることを許し、功を望む彼に新たな任務を与えた。

　それは、何な故ぜか。

（ミツジュウ殿が言っていた、こと──）ヤトノは唾つばを飲む。

「お前には剣の才がある。だから拾った」マガツが、語りかけるように呟つぶやいた。

「感謝、しております」

「理由があるんだから感謝するこっちゃねえって話だよ。ただまあ、お前くらいかそれ以上の才能は、ミツジュウやら数人いたからな。有望な内の一人ってくらいだ」

　身内を値踏みするような言葉にも、ヤトノは言葉を返さない。概おおむねその通りだと思った。

「気を練れないと分かったお前があのまま修練していれば、出来上がったのはまあ、単に小器用な剣士だっただろう」

　これも、その通りだ。気法を扱あつかえないならば、奥おく伝でんには届かない。

「だから、片腕を失ってなお功を求めるお前を見て、某それがしは少しだけ期待をした」

「──それは、どういう」

「気を練れぬ。片腕も無い。そんなお前がカヅチ達たちを斬きれるなら──それは、万に一つ、某それがしの知らぬ剣やも知れぬ」

「…………！」

　ヤトノは、ミツジュウの言葉をここで初めて理解した。マガツが、ヤトノの剣を後押しした意味。それは弟子への愛情だとか、憐れん憫びんだとか、そんなものではない。

（糧かて……）拾われた時にかけられた言葉を思い出す。

　そう。マガツ＝ヤギュウは老齢の今になってすら、己の剣を高める材料を探している。むしろ半分以上はそのためにこそ、弟子を指導しているのだ。

（この方は──剣そのもの、か）

　悟さとった認識に、ヤトノは震える。マガツにとって、ヤトノの無事は二の次だ。

　己の欠落を知り、腕を失い、それでも尚なおと言う弟子。それが飛び込んだ死地で、何を得てくるかこそが。

「だから、聞かせてくれるか。見せてくれるか。お前が摑つかんだ技を」

　この、いつ敵との戦が始まるか分からない状況で。それでも聞くのだ、この老剣鬼は。

　師の業ごうに、ヤトノは唾つばを吞のむ。同時に、ここが機と感じた。

「──無論でござる。しかし、その前に。拙せつ者しやが果たした任の功績と、今御ご覧らんに入れる技がマガツ様の糧かてとなるものであれば、それら併あわせて」

　膝で一歩、にじり寄る。そして、言った。

「拙者に、ヤギュウ流正統を争う機会を与えていただきとうござる」

　己の居場所を、つかみ取るために。




　　　○




　エノツ。ヤギュウ邸てい。既すでに時間は遅く、邸やしきの灯あかりは執務を行うミツジュウの部屋のみだ。

「………………ヤトノは、どうしておるかな」

　ミツジュウは、ぽつりと呟つぶやいた。

　彼の傍かたわらには一枚の書状がある。マガツから、後になって届いたものだ。

　そこには、老齢と死地に向かうことを理由に、家か督とくとヤギュウ流正統、その両方をミツジュウに譲ると、そうある。

　ヤトノが発たつ時。それを伝えることが、彼には出来なかった。ヤトノの来歴と、内心を知っていたからだ。人として大府に数えられぬ生まれで山から放り出され、拾われた盗とう賊ぞく団だんは壊かい滅めつし。連れてこられたここでも、果てはこれだ。

「親おや父じ殿は、あやつから何もかも奪うばっていく……」

　まるで、それでも立ち上がれるかと、試しているかのように。ミツジュウとて、そこまでの苦境を父親から与えられてはいない。

　ふむ、と彼は呟つぶやいて、顔を上げた。

「そうか──俺にはそれが、少し悔くやしい、のかな」

　開け放った襖ふすまからは月が見えている。ムデ藩はん国こくでも、同じ月が出ているはずであった。

「……？　いや……？　月が、大きい……？」

　ミツジュウが目を見開いた。月が大きく見える現象は時たまあり、その原理は何度か議論の元にもなっているが、結局は神の気き紛まぐれ、吉凶の予兆、のようにとらえられている。

「しかし、これは。微かすかではあるが──月が重なるように、ふたつ……？」




　　　○




　セダ城内を走る骨の姿は兵や下働きの者達たちの肝きもを潰つぶしたが、アルはそれに構っていられない。

「おわああああああ！　なに？　だれ!?」

「マガツ爺じいさんとヤトノって片腕のサムライ、どこ？」

「え、え、え？　ど、道場いくって言ってたような……」

「ありがとね！」腰を抜かした足軽さんに礼を言って、アルは廊下を走る。「ここか!?」

　道場の戸を開ける。しかしそこは無人だ。

（いないってことは……外か！）

　もう寝た、とは思わない。アルはマガツの業ごうを知っている。そしてヤトノの求めるものも、薄うつすらと見当を付けていたからだ。

　それらが組み合わされば、答えは見えてくる。最も広く、多少暴れても問題の無い場所。

　じゃり、とブーツが白石を踏む。先刻月つき女め神がみ達たちと戦った庭園だ。そもそも庭園で暴れるなという話だが、さっきの騒動で今さらと言わんばかりの乱れようである。そこに、

「ヤトノ！」

　刀を抜いて立つマガツと、その前で肘ひじと膝を地につくヤトノの姿があった。

　表情は見えない。しかし、刀を傍かたわらに落としたヤトノの背中に、常の気勢は無い。

「……おい、マガツ爺じいさん。何しでかした」

「言っておくが、某それがしは弟子の要望に応こたえてやっただけだぞ」

　何も気負う様子も無く、マガツはアルの方を向く。その瞬間、骨は悟さとった。

（駄ぁ～目だこのジジイ～！　完全に悪い癖出てんぞ！）

　とにかく、ヤトノを介抱せんと足を踏み出しかけた、その瞬間だ。

　ずがっ！　と。つま先のすぐ前の地面が穿うがたれた。動剣・刃じん礫れき。

「……おい」思わず、アルの声が低くなる。

「黙ってろ。今、修練だ」言って、マガツはヤトノに視線を戻した。

「しゅう、れん……」

　その言葉に顔を上げたヤトノへ、マガツが言葉を落とす。

「そうだ。お前の幻まほ刃ろば。それでは、まだ足りん。某それがしの糧かてにはならん」

（そりゃそーだろうよ！）

　アルは心中で毒づく。ヤトノの幻まほ刃ろばと言う技は、いわば隻せき腕わんのヤトノだからこそ意味を持つ。対手は初めから──初見では無理な話だが──ヤトノが二刀で攻めて来るという認識でいれば、少なくとも不意を突かれることはない。

（ただ、おそらく──いやまず確実に、このジジイはその無理をやった）

　魔王を倒したひとり。そういう男である。その剣鬼が、続けて言う。

「立て。そしてさらに技を深めろ。せめて、あと二段階だ。でなければ、使い物にならん」

「………………！」

　ヤトノが震える。彼にとって幻刃は、血を吐くような戦いと絶望の末、開眼したものだ。

（立た、ねば）

　心は思う。しかし。足が動かない。幻まほ刃ろばはヤトノの一挙手一投足全てを以もつて行う技術だ。それを無価値と断じられ、彼の体が心より先に萎なえている。

　そのまま、一分。沈黙の末に、マガツは嘆息した。

「駄目か」刀を向ける。手をつくヤトノへと。

「！」

「待てコラ」アルも剣を抜いた。

「機会は与えた。それでも駄目なら、もう剣は捨てるしかあるまいよ」

　マガツは視線をヤトノの背中に固めたまま、続けて言う。

「ヤトノ。ここで諦あきらめるならそれでいい。明日の内にエノツに戻れ。──だが。それでも未練があるというのならば、ここで斬きって終わりにしてやる」

　ヤトノが、ようやく顔を上げた。そこには、恐れがはっきりと浮かんでいた。しかし、それは死への恐れでは無かった。

（剣を……捨てる？）そこへ恐怖を覚えたことに、ヤトノは驚きを得た。

　剣は、彼にとってただの手段だ。侵されぬ場所を手に入れる手段。抗あらがうことの出来る手段。それを求めるのに最も自分に適していると信じた手段だ。そう思っていた。

　それを捨てろと言われ、恐怖を得る。

（そうか、ならば）

　自身の望みを手に入れる手段。それを守る手段。──人生の、手段。

（拙せつ者しやは、自みずからの覚さとりを得た……！）

　右手がさ迷い、落ちた刀を摑つかんだ。

「拙者の剣は、生における剣も同じ──これを奪うばわれては、この先の生、ままならぬ」体へと息い吹ぶきを送る。活を入れる。「まかり成らんでござる、マガツ様」

　マガツの口角が上方へ釣り上がる。

「ほお。師匠に逆らうか」

　言いながら、刀の切っ先は待つように動かない。ヤトノが立ち上がり、その横に。

「んじゃまあ、助太刀と行くかね」

「アル……」

「兄弟子の一大事だ。お助けせんわけにいかんでしょ。それに」眼がん孔こうを師へと向ける。「このジジイ倒せりゃ誰も文句言えないしな」

「おい骨。師匠だぞ某それがしは」

　半笑いのマガツだ。明らかに面白がっている。ムカついて、アルは言い返した。

「そんなら師匠っぽいこと言えっつうの。基本あんたの修行無茶過ぎなんだよ。初手で岩斬れって言われた奴やつの気持ち分かる？」

「拙者も言われたでござるなそれ……」

「斬っただろお前等ら。やれそうな奴やつにしか言わねえよ。……じゃあ、もう一つ気合入れてやるか。ヤトノ。万一某それがしを倒せたら、当主にしてやる」

「ええ!?」「と、当主……！　それはつまり」

　狼狽うろたえるアルとヤトノ。やれやれという様子で、マガツは刀を正せい眼がんに構え直した。

「こちらも殺す気でやるが。死んでも恨うらむなよ、半人前の弟子二人」

　濃密な殺気が庭を埋める。人骨と隻せき腕わんの若武者が、気け圧おされながらも構えた。

「──御手向かい致すでござる」

「半人前ふたつなら一人前だろーが。老眼にモノ見せてやらあ」

「ああそう。せめて初手は耐えろよ。──動剣・逆さか辻つじ」

　声は、真横から。骨体の右側から、前後上下四よん閃せんの斬ざん撃げきが飛んだ。

「「っ！」」

　前方、上下をアルが。背後からの一撃はヤトノが受ける。

「ぐっ……！」「サンキュー、ヤトノ！」

　既すでにアルとマガツは魔マ力ナ駆ドラ動イブを始めている。アルが叫んだ。

「受けに回ると無理だ！　攻めるぞ！」「承知！」

　地面の白石を散らしてアルが突っ込む。右拳げん骨こつ、そして横よこ薙なぎの連携を仕掛ける。

「なんだその不格好な構えは。右腕どうした」

（あっやべっ！）

　アルの心が悲鳴。マガツによる弾はじきからの返し刃が、鎖さ骨こつを割らんと迫る。

　そこへ──幻の刃が。アルの肋ろつ骨こつの間を通して突き込まれる。

「小こ癪しやくな」マガツが斬撃を中止。剣士としての感覚が思考よりも先に回避を選択させる。

　体をズラし、幻まほ刃ろばをかわす。その隙すきに、アルが体勢を立て直した。

「助かった！」「攻め続けるでござる、アル！」

　ヤトノは魔マ力ナ駆ドラ動イブが出来ない。それはつまり、アルとマガツよりも絶対的に速度が劣ることを意味する。ゆえに、戦術は自然、こうなる。

（俺とマガツ爺じいさんが斬きり合う──が、マガツ爺じいさんのが上うわ手てだ。数手の内に詰みが来る）

（そこを拙せつ者しやが埋めるでござる！）

　割合としては三～五合に一度の詰みをヤトノが防ぐというものだ。

（ふん、現実の刀と幻まほ刃ろば。上う手まく織り交ぜてきやがる。幻まほ刃ろばはアルの体無視して振れるってのが、思ったより面倒だな）

　そこは、アルの胆力もモノを言っている。彼自身にも、体を貫く幻まほ刃ろばの感触はあるのだ。だがそれを耐えている。

「うわーすげーなんだコレ！　分かってても後ろ向きでもこえー！」

（アル……これは、痛みへの覚かく悟ごではない）それならば、幻まほ刃ろばが通った際の硬直があるはずだ。つまり、アルが幻まほ刃ろばを耐えるのは（拙せつ者しやへの、信頼にござるか──）

　気付いた事実に、ヤトノが歯を食いしばる。確かに、ヤトノもアルに対し、今では好感を持っている。しかしそれは、功を上げることに利用するという目的の末に生じたものだ。

（そんな、拙者を──）

「ヤトノ！」返事するようなタイミングでアルが叫ぶ。「この爺じいさんの生き方に気け圧おされるな！　生きていく中で剣が、ただひとつの全てだろうが、手段でしかなかろうが──それはそれだ！」

「動剣・格こう子し刻こく」

　マガツの放つ隙すき間ま無く迫る斬ざん撃げきを、アルが静剣・円まどかで防ぐ。

「俺らの剣の師匠は全てを剣で食くらうほんと頭おかしいジジイだが！」

「ちっとは言葉選べ馬鹿弟子」

　硬直差にアルの脊せき髄ずいへ突き込まれたマガツの抜き手は、ヤトノの現実の刀が受けた。素手ですら、真剣に匹敵する強度。

「それは強さには関係ない！　勝ちたいなら、そんなもん気にするな！　ここに、自分の命より大事なもののために来たんだろ！」

　命大事であれば、今このムデ藩はん国こくに来る馬鹿はいない。大府軍をも一旦は撃退した敵がいるこの場所へ。アルはヤトノの目的に隠れる何かを感じていた。

（アルは、拙者に信を置いた──拙者はそれに、応こたえたい）ヤトノは考える。この状況を動かせる技を。（もう一段、踏み込む……マガツ様の、予測を超えるでござる！）

　マガツの知らない自分。それは旅の中だ。その中で行ったいくつもの戦いから、拾う。

「おお……っ！」

　アルの踏み込みに合わせる。防ぼう御ぎよでは無く、攻撃に。ヤトノが大きく体を振った。ヤトノの無い左腕が、剣の間合いの遙はるか外で振りかぶられた。

（む！　これは……分ふん銅どうか！）マガツの眼光に警戒の色が入る。

　鎖で繫つなぎ、先端に錘おもりを持つ武器。幻まほ刃ろばで作られたそれが、アルの左側を巻くようにして、マガツへと飛ぶ。

（……無い腕を、このように使うかよ！　得え物ものは剣のみならず！　自在か！）

　幻の錘おもりをかわしたマガツに、思わず笑みが浮かぶ。その幻まほ刃ろばのすさまじさ。鎖が刀に絡からむ感触まで錯覚する。アルが合わせて踏み込んでいく。

「一段、深めたじゃねえか」マガツの剣が、状況に反しゆるりと弧こを描いた。「動剣奥おく伝でん──」

「やっべっ……！」攻めかかっていたアルが、慌てて剣を引く。

「禍まが弧こ」

　それは、単なる斬きり上げに見えた。しかし、剣の達人であるアルとヤトノには、

（五斬……！）

　それは奇くしくも幻まほ刃ろばと同じ察知理由だが、この五つの刃は幻ではない。当たれば、斬れる。

　目に見える剣はひとつ。しかし、実際に襲う斬撃は五つ。これこそが、未来の剣撃を呼び出して斬る、ヤギュウ流奥おく伝でんのひとつ。

「時空剣法まで出すかよ……！　くそったれ！　円まどかァ！」

　今のアルでは実行が叶かなわぬ種類の奥伝だ。彼は毒づきながら必死に剣の結界を張る。だが。完全同時に向かう五斬ざん撃げきの破壊力は、触れた時点で円の刃すら止める。

　残りの四よん閃せんがアルの骨を切り刻まんとする、その瞬間に。

「おああっ！」

　ヤトノの刀が二に閃せんの軌道上に放り出され、空いた手はアルのマントを引っ張る。

「っ！」咄とつ嗟さに。アルは魔力を込めた右の神腕骨で一いつ閃せんを弾き、「……いっ！　てえぇぇぇ！」

　残った斬撃が、アルの大だい腿たい骨を浅く斬った。生身であれば、筋と動脈が断たれている。

　慌てて、二者はひたすらに間合いを取る。

「その右腕……元とは別モンか。命拾いしたな」

「死んでるけどな！　容よう赦しやねー技使いやがって！」悔くやし紛まぎれに言い返すアル。

　マガツは四回、何も無い空を斬きっていた。前借りした四つの斬撃だ。

「はぁ……はぁ……い、一瞬で、ひっくり返されるとは……」

　ヤトノも荒い息をつく。既すでに刀はない。奥伝の二撃を受けて粉こな微み塵じんに砕くだけてしまった。

　かたや本調子では無い左手剣のアル。かたや隻せき腕わんの素手となったヤトノ。

（ふむ……あと、一押しだな）

　マガツはそう値踏みする。両者共に、限界が近い。だからこそだ。

「おい、若造共」なので、こう宣言した。「同じやつ、もう一回行くぞ」

　そうして、老剣鬼が踏み出してくる。

「「……………………！」」

　アルとヤトノは戦せん慄りつするしかない。

（こっちも、別の奥伝で正面から打ち合うか……？　いや、マガツ爺じいさん相手に直じかで出したって、読まれて仕舞いだ）

（あの奥伝──禍まが弧こを、しのがねばならぬでござる……！　もう一度！）

　死が、迫ってくる。それは、ヤトノに十年も前の光景を思い出させた。




　殺されている。盗とう賊ぞく達たちが。

　特に世話をされていたわけでもない。こき使われ、わずかな食事と寝床を得る。それだけの関係だった者達たちだ。そして現在と同じく、マガツの刀が振られようとしている。

　幼いヤトノが、道場の刀を握った。逃れられるはずもない死から、逃れるために。

（あの、時。拙せつ者しやは──）

　刃が衝突する。記憶がさらに遡さかのぼる。封じられた領域まで。

　現れたのは、母親の顔だ。山民。山で暮らす彼かれ等らの領域から、どうしてか弾はじき出だされた。

（母上──）

　彼女は、病んでいた。もはや助からぬ病だ。死病を得たが故に、山民の領域を追われた。

　人里から離れた所にどうにか作ったあばら屋で、母親は咳せきをしながら、ヤトノを見ていた。

「ヤトノミカ──あなたに居場所を作ってあげられなくて、ごめんなさい」

　彼女はいつも、そう言っていた。

（居場所──そうか、母上が）

　うわごとのような、母親の祈り。それは常にひとつだった。

「山の神よ。この子にお与えください。居場所を。この子が守られ、守りたいと思えるような、居場所を──」

　彼女は、ヤトノの手に触れた。やせ細った手であった。

「ヤトノミカ。どうか。あなたは。家族を作って。一緒にいて。幸せに──」

　しあわせに、おなり。

　そう願って、死んでいった。結局、ヤトノは母親がどうして一人だったのかを知らない。東国人だったという父親はどうしたのかも。

　だからそれは、彼女自身の願いでもあったのだろう。叶かなわなかった願い。

（でも拙せつ者しやは──忘れていたのでござる。生きることに必死で。結局、何な故ぜそうするのかから目を背そむけて。目的だけを抱かかえて）

　母の願いを。大切な人を作り、彼かれ等らのいる場所を作り。守りたいと。

　それを、今、思い出した。




　二者のうち、前に出た影がある。それは。

「……ヤトノ！」

「アル。防ぼう御ぎよは拙者に任せるでござる」

「いや任せるって……素手じゃ」だがアルはまじまじと、彼を見る。

　一瞬前とは、明らかに違う男がいた。己の芯しんが、定まった男だ。

　そのような人間を、アルは何人も見ている。そして、そんな彼かれ等らが、自みずから以上の何かのために動く決意を、アルはこう呼んでいる。

（勇が──ある。ヤトノに）

　マガツは。挑いどむようなヤトノの目を見ている。素手の今、頼るは当然幻まほ刃ろばであろう、と彼は予測している。幻刃でどうにかしてマガツに隙すきを作り、動拳、もしくは静拳で起死回生を得る。

（だが。それでは、死ぬぞヤトノ）

　静かに思う。禍まが弧この五ご閃せんは、如い何かなる幻刃だろうが全て斬きる。気にする必要が無い。そのまま、ヤトノも斬って終わりだ。

「さあ。正念場だな、ヤトノよ」だから、マガツは笑った。

「その通りにござる。師よ。ヤギュウ流の新境地、お見せ致そう」ヤトノも、応えて笑った。

　夜風が巻く。距離が詰まる。ヤトノが、正せい眼がんに構えた。

（む！）（うお！）

　マガツとアル、両方がはっとする思いを得る。

　ヤトノの右手の下に、無いはずの左手がある。その先に──

「すっげ。刀どころか、左手まで見えるぞ……」

　明らかな進化がそこにある。城の天守、そこから戦いを見る影があった。藩はん国こく主しゆイタツだ。

「むう……かの若侍。先刻まで隻せき腕わんだったはずが……これはいかなる」

　剣の達人では無い彼にすら──いや、仮にここにいたならば、避難民にすら、見えていた。

　そして、林から眺ながめる獣けもの、草むらに潜ひそむ虫までも。

　そこに刀はありと。

「面白え──」

　マガツが笑い、刀を振り上げた。ヤトノもまた、鏡写しのように幻まほ刃ろばを振り上げる。

（母上の記憶が呼び覚さましたにござる。我が剣は、その届く限りを守る剣──）

　その思いは、無い腕に、無き剣に乗せるが故ゆえに無限。

「動剣奥おく伝でん──禍まが弧こ」

　今度の一振りは唐竹割り。それを中心に、左右の袈け裟さ・切きり上あげと円を描くような未来の四斬がヤトノに降り注ぐ。

「新刀法──無む幻げん抜ばつ刀とう」ヤトノもまた、振り下ろした。幻刃の剣は。「──禍弧」

（やりおったか！　この餓鬼!!）

　幻刃の描く軌跡もまた五ご閃せん。衝突する。マガツが凄そう絶ぜつに笑った。

　がきぃんッ！　と。五重の甲高い音が響く。

（げ、現実に──届いた！　マッジかおい！）アルが知らず、その絶技に剣を握りしめた。

　全ての人に、獣に、虫にすら見える幻の刃は。ついに空気に。鉄に。森しん羅ら万ばん象しようへその存在を認めさせるに至る。それは、世界にかけられた幻まぼろしと言っても良い。

　しかもそれは、幻故に無限。

（本来ならば不可能な奥おう伝でんをすら、為なすほどに……！）

　地力の差でヤトノが吹き飛ぶが、斬ざん撃げきは全て落としている。刃は鉄がねが衝突した空くう隙げき。そこへ。

「っだああああああ！」

　アルが即座に突っ込んだ。

「い、いかんでござる、アル！」ヤトノが慌あわてて叫ぶ。

　禍弧の後には、前借りした分である四つの斬撃動作が来る。そこへ突っ込む形だ。

「心配すんな。この技はね……」

「ちっ」

　マガツの舌打ち。振り下ろされる瞬速四よん斬ざんの軌道に、アルが入り込む。しかし、現実にあるはずの刀が骨格をすり抜けていく。

「前借りしてるもんな。こっちに実体は無い！」

　アルの左腕骨、逆さか手てに構えた黒剣が黒こく白びやくの光を放つ。

「動剣──神かん流る撃うち！」

　まるで漆しつ黒こくの棍こん棒ぼうの如ごとき姿になった剣が、マガツの胴体を打ち据すえた。凄すさまじい手て応ごたえが、アルの手骨に伝わってくる。マガツの強きよう靱じんな魔マ力ナ駆ドラ動イブの強度だ。

「くっそ堅い体だ────なッ！」

　今の骨の姿のアルでは、格上の魔マ力ナ駆ドラ動イブを誇るマガツに対し、斬撃系の技では殺すか弾はじかれるかだ。ならば。

（魔力を込めた打撃で、思い切りブン殴る……！）

　ぎり、とマガツの歯が軋きしみ、黒剣が振り抜かれた。

　っごお！　と。一瞬の拮きつ抗こうの後、鈍い音を発してマガツが吹き飛ぶ。その体が、白石を水波のように吹き散らしながら倒れ込んだ。

「………………」「ど、どうでござるか…………？」

　ぱたり、と。老人の腕が地面に落ちた。しばしの、沈黙と残ざん心しん。やがて。

「あ────……勝った……しんどかった……ここ数ヶ月で一番しんどかった……」

　決着であった。かしゃころり、とアルもまた大の字になってうめいた。

「どうにか……拾わせてもらった、勝ちでござるな」

　呟つぶやいたヤトノは、己の掌てのひらを見つめている。

「んー……そーだねえ」

　寝たままのアルが、渋々と言ったように肯定した。

（拙せつ者しやを極限の状態に追い込みながらも、使う技を宣言したり、力押しの大技で潰つぶそうとはしなかったり……言う通り、幻まほ刃ろばも二段階の進化を遂げたにござる）

　無論、対応を一手間違えれば死んでいた。それほどの戦いではあった。しかし。

「御指導、感謝いたします」

　ヤトノは膝をつき、倒れたマガツへと一礼する。

　返事は無い。アルがのろのろからころ、と立ち上がった。

「ひーこら。流石さすがに介かい抱ほうするか……骨もいくつか折れてるだろーし」

　老剣士の傍かたわらまで近寄り、しゃがみ込む。

「おい、爺じいさん」返事は無い。肩に手骨を当てる。「おーいー……？」

「起きられなさそうでござるか？」

　ヤトノもまた立ち上がる。だが、アルが外耳道を胸にあてる所を見て、慌あわてる。

「も、もしや」

「ああ」アルが頷うなずいた。「……死んでる」

　ひきつった声が、ヤトノから漏れる。

「そ、そこまでの一いち撃げきを見舞ったのでござるか!?」

「いや……原因はこれだな、くそ。隠してやがった」アルがマガツの上衣をめくる。

　そこに見えるのは、血に染まった包帯だ。癒いえていない傷が、そこにある。

「……！　最初の、大府軍での戦い！　あそこで堕だ天てん王おうにやられていたのでござるか！」

　万全のマガツなら、耐えられたはずの一撃だった。そのように撃うったのだ、アルは。

「なんで気や魔法で癒いやしもせず……くそっ……！　本気で節穴か、俺の目は！」

　拳げん骨こつが白石に叩たたき付つけられる。

「蘇そ生せいは……無理なのでござるか。この国ではそのような秘法は千年を遡さかのぼるでござるが、そちらにはあるのでござろう!?」

　ヤトノの訴うつたえに、アルは頭とう骨こつを上げた。その通りだ。

「そ、そうだ！　幸い今はハルベルがいる！　あいつに魔力を補充してもらって、傷の回復、そんで蘇そ生せい魔法を」

　アルはマガツの体を魔力的に見る。魂たましいは、未いまだ留とどまっている。いける。

「待つがいい」

　声は、背後からした。若武者と人骨が振り返れば、そこにいるのは藩はん国こく主しゆイタツだ。

　天守より降りてきた彼は先んじて手を挙げ、アル達たちの弁明を抑える。

「経けい緯いは、分かっている。──マガツ殿から、言づても預かっておる。これから先の、な」

「え────」

　イタツは懐ふところから書状を取り出し、読み上げる。

『某それがしは、死ぬであろう。戦かは分からぬ。仮にこのムデ藩はん国こくに我が弟子が来れば、某それがしはそやつらのために残った命を使おうと思う。まあ、見込み違いであれば、敵軍を道連れにでもする』

　アルとヤトノは息を吞のむ。自じ分ぶん達たちのことだ。イタツは続けた。

『もし弟子が来ていれば、蘇そ生せいの手段があると言うかも知れぬ。だが、不要であると伝えて欲しい。某それがしも、そろそろ人としての生は終えても良いと思っている』

「し、しかし……！」ヤトノが食い下がる。「マガツ殿はまだ、このヤマに必要な御お方かたにござる！　そうであろう、アル！」

　髑どく髏ろの方を振り返る。しかし、彼は押し黙っていた。

「ど、どうしたのでござるか!?」

「アルは……生き返らせたく、ないの？」

　声は、再び城の方から。歩いてくる声の主は、

「ハルベル……起こしちまったか」

「うん。アルの魔力が騒いでるの、分かったから……」

「アタシモイルヨ」

　ハルベルが、マガツの遺体の横へとしゃがみ込む。魂たましいと会話していた。意志を読み取るために、言葉は壁にならない。

「俺は、まだ爺じいさんには生きてて欲しいが……なんて、言ってる？」

「『放ほっとけ』……って」

「そ、そんな！」ヤトノが悲鳴のような声を上げる。「戻る命だと、言うのに……！」

「だからだ。ヤトノ」アルが呟つぶやいた。「そいつがこの世に残りたくて、残らせたい奴やつもいる。そのために蘇そ生せいも死し霊りよう術もある。俺はそう思ってる。だったら、そうじゃないのなら」

　かつて、死し霊りようとしての旅の最初の方で。とある幼い少女に言われたことを。アルは今でも、死後の旅における灯台の光のように思っている。

「そ、それは。しかし……」

　道理ではあることは、ヤトノにも分かった。脳裏に浮かんだのは堕だ天てん軍ぐんの月光兵だ。

「ひどい死し霊りよう術士もいるの。災害や戦争とかで死んだ人ひと達たちを、無理矢理縛って働かせる」

　ハルベルが呟つぶやく。死し霊りようの望みを聞き、また己の願いを聞いてもらうのが、彼女の矜きよう持じであり、やり方だ。これに背そむけば、彼女は故郷の人々に顔向けが出来ないと、そう思っている。

「無理矢理使ウノモ一ツノヤリカタダケドネ。ゴ主人様トカ、モロニソーダッタシ。メッチャ数ソロエラレルカラ、楽ダヨ」吸血鬼の王の配下であるデケニーが言う。「デモマー、死し霊りようトノ信頼カンケーガアルホーガ、強イヨネ。ドッチデヤルカハ、ソイツ次第サ」

　沈黙が落ちた。再びハルベルがマガツの元にしゃがみ込む。

「通訳、するね。──『ぐだぐだ言ってねえで、さっさと戦の準備しろ。それと、ヤトノ』」

　呼びかけられ、ヤトノは弾はじかれたように顔を上げる。

「『よくやった。良いい剣だ。ヤギュウ流の正統はミツジュウだが──お前には、新たにヤギュウ幻げん刃じん流りゆうを開くことを許す』」

「！」

「『どこにでも、道場を開け。正式な分派として、ヤギュウ本家で支援する。イタツ殿が証人だ。……じゃあな。弟子共。なあに、また近いうちに会うだろうよ』」

　そこで。ハルベルは喋しやべるのを止めた。遺言の終わりだった。アルが肩けん甲こう骨こつをがくりと落とす。

「あの世でかよ。……クソジジイめ」

（アル──）ヤトノが、その背骨を見やる。（やむを得なかったとは言え、自みずからの手でマガツ様を殺あやめてしまった……拙せつ者しやも、また）

　念願の、自分の居場所。それを手に入れたとはいえ、ヤトノもまた悲しみの中にある。

「アル……マガツさん、笑ってた、よ」

　そう言ったハルベルがどうしていいか分からず、アルのマントを摑つかんだ。骨手で頭を撫なでられて、そのまま抱き付く。

「準備をしましょう」アルが力強くイタツへと言い、かしゃりと拳げん骨こつと掌しよう骨こつを打ち合わせる。「偏屈爺じいさんめ。近いうちに会ってなんてやるもんか。なあ、兄弟子」

　ヤトノへ。アルは頭とう骨こつだけを一八〇度回した。その様に、若きサムライも苦労して笑った。

「そうでござるな。拙せつ者しやも、ここで死んでは道場が開けぬ。何としても勝たねば」

　意気上がる一同へ、イタツが肩をすくめた。マガツを見やる。

　かつてヤマの支配を左右する、天下分け目の戦いくさの時。共に槍やり持って駆け回った仲だ。

「元気だな、若いのは。とりあえず今は寝た方がいいと思うんだが」




　実際イタツの言う通りなので、今日の所は休むことになった。アルとヤトノ、ハルベルは割り当てられた部屋へと向かう。

「すると、ハルベル殿は、アルを、好いている、と言う訳で？」

「えっ？　えっ？　えへへ、あのう、その……はい」

「何話してんの君ら」

　ヤトノは多少ぎこちないながらも、大陸語でハルベルに話しかけている。旅の間、アルから聞き取って覚えていたのだった。東国語に戻って、ひとりごちる。

「うーむ、残念無念。では、我が嫁には無理でござるな」

「マジで何言ってんの!?」

　アルが思わずツッコむが、ヤトノは何と言うこともないように答える。

「拙者は母上の言葉を思い出したのでござる。それはまあ後で説明するでござるが、ぶっちゃければ拙者は家族が欲しいのでござる。拙者は孤児ゆえ、まず、嫁でござろう」

「随分な方向に開き直ったなあおい……」アルは天を仰ぐ。

「ねえねえ、何話してるのー？」

「他の女子もそうなのでござるか？　アルはずるいでござるなあ」

「やっかましいわ！　もう寝るからな！」

　ハルベルとヤトノをそれぞれ部屋に叩たたき込こみ、アルもまた自分の部屋へと戻る。

「はあ、やれやれ。長い一日だなもう……」

　そうして、開いている木窓を見た時だ。

「宵よいっ張ぱりだな。勇者」

　風が流れ込む。窓を背に、女が立っている。月光が彼女を照らし、その姿を露あらわにした。

　銀髪。眼鏡めがね。褐かつ色しよく。袖の無いスーツ。額から伸びる二本角。

「ほんとーに、長い夜だこと」

　うんざりと。アルは右手骨で眼孔を覆い、左手骨で神聖剣の柄を握った。指骨の間から、相手を見る。その名を言う。

「随分と大胆な夜よ這ばいじゃないか。えーと、──フギムニ、だったっけ？」

「出会い頭にセクハラとはな。勇者というのは随分品が無い」

　不快そうに、魔王軍軍令・フギムニはふんと鼻を鳴らした。

「話をしに来た。私が直接来たのが担保だ」
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[image: 間章　堕天の追想]

　──夢を見ている、と自覚した。

　何な故ぜならそれは、もうあり得ない景色で、もうあり得ない人だったからだ。

　いつも傍かたわらにいた、愛いとしい人。彼女と作った王国こそが、自分が唯一定めた居場所であった。

「ずっと、一緒にいてくださいね」

「ああ」求婚の返事に頷うなずく。噓うそだ。

「私わたし達たちの子供達たちが、幸せに暮らせる世界にしましょうね」

「勿もち論ろん」団だん欒らんの言葉に笑う。噓うそだ。

「どうか、この国を救って下さい」

「必ず」世を救うための懇こん願がんに頷く。噓うそだ。

　だって、最後には。

「あな、た────」

　腕の中に、青ざめた妻がいる。あらゆる手を尽くし、万策を使い果たしても、自分はこの結末を避けることが出来なかった。

「────」

　妻の口が開く。最後の言葉。今も自分は、彼女のあの言葉のために生きている。

　だから。大丈夫だから。自分はくじけてはいないから。どうか。その言葉は。

　言わないで。




「起きよ。妾わらわのただ一人の信徒」

「っ……」

　声に、堕だ天てん王おうルシフルスは覚かく醒せいする。瞬時に確認すれば、そこはムデ城の天守。月つき女め神がみナシンナの座所、そこにある長椅子だ。彼は、其そ所こに寝ていた。

「っ、これは、なんたる無礼を……！」

　即座にルシフルスは起き上がり、床へと跪ひざまずく。御み簾すの奥の影が首を振る。

「よい。使った魔力を汝なんじから吸い上げたゆえ、眠り込んだのであろう。不問に処す」

「は──」

　窓から見れば、月は移動しても未いまだ天にある。幻の月も。そう長い時間が経たったわけではないと、彼は知る。

「侵攻は二日後か？」

「は。確実を期すためには、御おん身みの力が最大になる日を待つべきかと」二日後。満月だ。ルシフルスは続ける。「幻げん月げつもその頃には、同じく満月となりましょう。さすれば」

「そうか」影が頷うなずいて、しばし。「汝なんじは──この世を妾わらわに照らさせて、なんとする」

　ルシフルスが顔を上げる。そんな彼へ、ナシンナは諭すように続けた。

「妾わらわを現世の神とし、君臨させる。そうして、その世で汝なんじは何を望む」

「御身の完全な神化こそが、私の望みの全てです。神をこの世界に取り戻す。それこそが、私が生まれた時よりの、永年の願いなのですから」

　答えを聞いて。影は笑うように体を揺らした。

「ふふ。ふふふ。──良かろう。なるほど、妾わらわの封を解くわけだ……よもやその願い、マルドゥには願えまいからな」







[image: ]







[image: 五章　勇者、仙気神骨用いて無幻に至る]

　魔軍令フギムニ。彼女とは、二度ほど顔を合わせたはず──とアルは記憶している。帝国での戦場と、魔王城の決戦時だ。いつも顔はひきつっていた。

「当たり前だ。司令部まで突っ込んできやがって……！　物資全部置き去りにして逃げさせられたの、まだ恨うらんでるからな」

「いやだってさあ。出来れば頭は潰つぶしときたいじゃん」

「お前みたいな悪夢そのものな奴やつにロックオンされる恐怖が分かるか!?　あと二度目な、魔王城で鉢はち合あわせた時とか生きた心地がしなかったわ！」

　数分後。アルとフギムニは、床に座って思い出話に花（？）を咲かせていた。彼と彼女の間には、持ってきたヤマ産の米酒が置かれている。

「くそ、思い出したらムカついてきた。過去の話なんぞやめだ、やめ」ぐい、とヤマ酒を呷あおって、フギムニは髑どく髏ろへと向き直る。「堕だ天てん王おうは、離反した」

「…………ん、確かに今の魔王軍にそんな余裕は無いわな」

　ふん、とフギムニは返事の代わりに肩をすくめた。明確に認めてやるのは業ごう腹はらだ。

（しかし。人間側の他の者ならこうも素直に事情が通るまい──忌いま々いましいことだが）

　今回は彼女的にも決死の覚かく悟ごで来ている。アル＝勇者アルヴィスの情報を彼女が止めている以上、他の者には任せられない。

「ところで、なんで俺の正体が分かった」

「解散した堕だ人じん軍ぐんの中に、まだこちらの耳をやっている者がいる。フィネグンドに渡った者にもな。……あの女王はある程度分かって泳がせているだろうが──」

　アルは得心する。堕人王──イザナが勇者一行へと鞍くら替がえした時に、堕人軍は解散された。その中にはダークエルフなどを含む亜あ人じん達たちがいたはずだ。

「ここに俺がいるのは、どうやって？」

　転移したことは知っても、行き先がヤマだとは知らないはずである。

「堕天王への情報収集の副産物だ。最初はいるなんぞ思ってなかったさ」

　魔王軍とて、堕天王の勝敗次第で動きを決めねばならない。

「負けたら魔王軍とは無関係、勝ったら同盟の打診ってとこか？　離反っつったクセに」

「臨機応変と言え」

　ふぎぎ、と二者が睨にらみ合あう。そこで、こんこん、と戸から音が鳴った。

「アル……いるのですか？　み、ミクトラです。言われた通り、参りました……」

　切迫した様子の声に、アルがフギムニへと指骨を立てる。

「彼女はエイン王国の貴族だ。連合の人間として、話を聞いてもらう」

「大丈夫だろうな？　今からの話は絶対に漏らすわけにはいかんぞ」

　渋面になるフギムニ。アルは指骨で○を作る。

「俺との約束守るってことなら、一番信頼してる人間だよ」

　疑わしげに眉まゆをひそめるフギムニを置いて、アルは戸の向こうへ言う。

「いいよ。ミクトラ。入ってきてくれ。静かにな」

「ひゃ、ひゃい」

　どこか、抜けたような声と共に。入ってきたミクトラは、寝間着用に作られた薄手の白い着物姿だ。体のラインが、かなり出ている。そして、枕を抱えていた。

「！　え？」ミクトラは、予想外という声を出した。「じょ、女性……角が？　ま、魔族？」

　彼女は混乱したように視線を左右にした。そして、何を考えたか「さ、三人で？」と呟つぶやき、顔を真っ赤にする。

「……おーい、どした？」

「おい貴様、証人を呼ぶと言ったと思えば。どういう風に呼んだんだこいつ」

　しかめ面つらでフギムニが問う。アルは指骨で頭骨をぽりぽり。

「え、大事な話があるから、一人で部屋に来てくれって……」

　フギムニが盛大なため息を吐いた。ミクトラは未いまだに真っ赤だ。

「それじゃどう考えても夜よ伽とぎの誘いだろうが。馬鹿か貴様！」

「あっ」

　顎あご骨ぼねがかくーん、と開く。やらかした。ひっ、と息を吸い込む音。

「わ、わ、私、とんでもない、失態を……」

　ミクトラの瞳にみるみる涙が溜たまる。無理も無かった。一世一代の決心をして向かった先が、単なる骨の連絡ミスである。

「わーわーわー、違うミクトラ、俺が悪いの！」「そ、そうだぞ。こいつが悪い、こいつが」

　慌あわてて取りなすアルとフギムニ。

「我が主に向かってこいつとはなんだー！　というか誰だ貴女あなたは！」

　泣きながらキレるミクトラ。声を抑えているのは流石さすがではあるが。

「なんだこいつめんどくさいな！」フギムニも怒る。

　骨だけがおろおろしている。さっさと収拾付けなさい。




　数分後。どうにかこうにか、ミクトラも加わり車座になる三者がいた。

「じょ、状況は了解しました……しかし、納得は出来んぞ」

　当然ながら、ミクトラは魔軍令のフギムニを強い視線で射い貫ぬいた。

「さっきあんな様さらしといて何格好付けてんだこの女」「オイ止めろ馬鹿」「貴様ァー！」

　再び、骨が魔族と人間をどうにかなだめて会話再開。

「では何か？　魔王軍は和平を望んでいるというのか？」

「正確には、私を含めて戦況を冷静に見ている者達たちが、だな」フギムニは忌いま々いましげに言う。「堕だ鬼き王おう──ゴメイズなぞは和平など聞いたら怒り狂うだろうよ。脳筋だから。だが──泥沼が嫌なら、もう和平しか無いんだよ」

　彼女の視線がアルに向いた。お前なら分かってんだろ、と。人骨が嫌々ながら、言う。

「魔王が生きてる頃は──人類絶滅が現実的な範はん疇ちゆうだった。世界全体を魔族の手に収める、魔王軍にしたら最高の結末だ」

　ほんの六年ほど前を思い出したミクトラが沈痛の表情になる。人類はひたすらに追い込まれ、滅びの日を遅らせることしか出来ていなかった、あの日々。

「どれだけ、死んだと思っている」ミクトラが悔くやしげに言う。「故郷を追われた者も山ほどいる。許されることでは……」

　批難に、しかしフギムニは毫ごうも怯ひるまない。

「無駄な感情を見せるな、女。お前を呼んだ主の程度が問われるぞ」

「なっ……く、人間側が納得するとでも思うのか!?」

　ミクトラが激高しかけるが、フギムニが鼻を鳴らして指を立てる。

「連合側の大半を占める人間種の寿命からすれば、五十年も経たてば世代は進み、戦争を知らん者達たちが出てくる──むしろ、魔族側の方がそちらは問題だろうな。人間側にとって父祖の時代の出来事となっても、魔族の半分くらいにとってはしばらく前の出来事だ」

　恩おん讐しゆうのスパンだ。種族的な寿命はそのまま、感情の寿命でもある。

「和平が成った後も、人間の被害者意識と魔族の加害者意識、両方上う手まく操作せねばならん」

　ミクトラは腹ただしさに歯がみする反面、思い当たることもある。

（エルフとオークの戦争でも、そのようなことはあったか……）

「抑えてくれ、ミクトラ。俺も言いたいことはあるけどな」

「そこの骨が言う通り、戦争当初は完勝を目標にできる戦いだった。だが、勇者が現れた。完全勝利の状態から五分まで戻され、さらに堕だ屍し王おう、堕だ竜りゆう軍ぐん残党まで潰つぶされた」

　憤ふん懣まんやるかたなし、というようにフギムニは嘆息する。

「ゴメンナサイネー」

「結果、戦況は膠こう着ちやくだ。しかも続けて重要戦力を落とされたもんだから、あの時は和平を出来る情勢じゃなかった。不利になるからな」

　負けっ放しで『もう止めませんか？』とは言えないということだ。

「……だが最近、いくつかの戦いで魔王軍が勝利を収めたと聞く」

　ミクトラが眉まゆをしかめながら言う。アンキエイア神しん骸がいの一件の後のことだ。

「ああそーか、つまり今なら」こちらもうんざりという声音で、アル。

「そういうことだ。ここ数回の私が指揮を取った小規模戦における勝利で、私の魔王軍内の発言力は上がり、和平の条件も五ご分ぶに出来る下地が出来た。好機だ」

「しかし、和平を申し出ようにも、相手は選ぶ必要がある、か。そこで、我が主を──」

　ミクトラもここで初めて納得を表情に表した。両軍の没交渉をどうにかでき得る存在、それがアルだ。限りなく自由に近く、連合の上層──特にエイン王国魔ま導どう宰さい相しよう──に伝つ手てがあり、魔王軍の幹部とも今のように真っ向話せる。

「何より、お前ならこの話に乗るだろう。そう思った」

「ったく。敵方の頭脳に信頼されたもんだな」

　呆あきれ声に、フギムニは自じ嘲ちようじみた笑いを漏らした。

「ふん。勇者の思考は何年も必死になって読んださ。はっきり言って、貴様のことを考えていた時間は初恋の相手のそれよりよほど長いだろうよ」

「そりゃ……どうも」

　よく分からない告白をされ、アルはとりあえず頰ほお骨ぼねをかく。

「ぐむむむ」ミクトラはややこしい表情で唸うなっている。

（なるほど……ちょっと分かってきた。こいつ、感情と行動が完全に分けられるタイプなんだ。おそらく、ミクトラに言われたようなことも、何とも思ってないわけではない……だがそれを、判断に差し挟はさむことも無い）

　フギムニの視線が白骨へ注がれる。アルは敢あえて、冷たい声を返した。

「だが、勘違いしてやしないか。俺は連合の幹部でもなんでもない。それに、魔王軍の暫ざん定ていトップであるお前の首、ここで獲とるって手もあるが？」

　沈黙、そして殺気が場に満ちる。ミクトラが気け圧おされる。

　すう、と。フギムニが息を吸う音がする。眼光が鋭く光る。

「私とて何の覚かく悟ごも無く来ていると思うか。やってみるがいい。この先更に十年、大陸を血で染めるつもりがあるならな」

　フギムニは、和平案で魔王軍をまとめられる可能性がある唯一の幹部だ。彼女が失われれば、いかに魔王軍に潜在的に和平を求める者があっても、抗戦派の十じゆう堕だ臣しん達たちによってそれは表に出ることは無い。起こるのは先の見えない絶滅闘争だ。

「勇者。貴様こそ勘違いを起こすなよ。今、私の意志を魔道宰相に繫つなげることが出来るのは世界でお前だけだ」

　アルは。しばらく黙った。そして髑どく髏ろを俯うつむけ、吟ぎん味みする。

（考えてやがる……。五カ国連合の戦力は疲ひ労ろう困こん憊ぱいもいいところだ。一考の余地はある。とんでもない細かさの折せつ衝しようが必要になるだろうが……）気が遠くなる思いを抱きつつも、彼は割り切る。（苦労するのは──フブルさんだしな！）

　本人が知ればマジ切れするであろう思考と共に、アルは頭ず蓋がいをフギムニへと向き直らせた。

「話を……通すだけならしてみよう。それ以上を期待するなよ。俺は政治家じゃ無いからな。そっちこそ、魔王軍のまとめをしくじるな」

「アル……」王国貴族であるミクトラには、複雑な思いが去来する。しかし、彼女は信じた。「我が主の決断であるならば」

「──そうか」フギムニも、この時ばかりは息をつく。

「んで、その前にここをどうにかせにゃならんわけだが」

　アルが、話題転換とでも言うように声音をいつもの調子に戻した。

「堕だ天てん王おうか」

「勿もち論ろん、敵の情報は寄よ越こすんだろうな？　あと出来りゃ戦力」

「戦力は出せん。名分が無い。ここに来たのも私の独断だ」

　フギムニは要望を片方、あっさりと切り落とす。剣けん吞のんになるミクトラの視線を手で追い払うようにして、続ける。

「堕天王がバルキアの戦線維持、というか目くらましに残していった堕だ天てん軍ぐんの大半、それらを監視している。それが精一杯だ」

「ちっ、ケチ」ぶうたれながら、アルは考える。「けど元々堕天軍は堕だ竜りゆう軍ぐんに次いで数が少ない……その大半がいないなら」

「堕天軍のバードマンは総勢およそ五万。行ゆく方えをくらましたのは内二万強と魔ま獣じゆうが数十」

　バードマン自体も希少種族だ。十年以上続く戦争で、補充が間に合っているわけではない。

「何な故ぜ三万近くも堕天王は残していったんだ？」

　渡せる情報を、フギムニは考える。

「──我々に気付かれるのをギリギリまで遅くしたかったのだろう。脱走となればこちらも堕だ霊れい軍ぐんを差し向けるからな」

　堕霊軍。上位精霊の堕だ霊れい王おうを中心とし、魔国最さい奥おうを守る十軍最後の一。

「なるほど、天敵か。風精霊達たちに気流を乱されれば、バードマン達たちが東国に行くのは不可能だ。堕天王本人か、竜なら力ずくで飛ぶことも出来るだろうが……」

　それも、東国に着いた今は気にすることはない。三万は必要経費と割り切ったということだ。ミクトラがその判断に唸うなる。

「思い切りが良すぎるのでは？　戦線維持が欺ぎ瞞まんに必要だったとはいえ……」

「物資……兵ひよう糧ろうの問題もある。堕天軍が多くの物資を持ち出せたはずはない」

「そうなのか？」意外の思いを得るミクトラへ、アルが答えた。

「空を飛ぶ関係上、どうしても持てる物は少なくなる。……船は使ったのか、あいつら？」

「ああ。しかしそれにしても、装備や食料で大部分埋まる。大型船は東海に配備されていないからな。……バードマン達たちにしても、バルキア沿岸からヤマへと渡るのは結構な苦労だ。脱落者も出ただろう。少ない船に降りつつ、交代での飛行であったはずだ」

「ムデ城からここまでも、数十キルの距離がある……戦闘することを考えれば、直じかで飛んでは来ない」アルは、簡易的な地図を紙に書く。「どっかに中継地を作るはずだ。できれば高所」

　そこから飛んでくれば、上昇の労力を省ける。攻めるならば、そこだ。

「月つき神がみなる存在もそこにいるはずですね」

「『月』か。本当に起動させているとはな」

　ミクトラの呟つぶやきに、フギムニが嫌そうに呟つぶやいた。

「それも聞こうと思ってた。あれは、本当に神なのか？」

　アルの問いに、彼女は観念したように息を吐いた。

「……いいだろう。この情報まではくれてやる。貴様らに勝ってもらわねば困るしな──あれは、数百年前に魔王様が封印した神の化身だ」

「なん……だと……！」ミクトラが目を見開く。

「そうなるか」反面、アルは驚き半分、予測半分というところだ。（人間の力を明らかに越えた、しかし竜りゆうや上位精霊では無い存在。自然、可能性は限られる）

　フギムニが続ける。

「あれはおそらく、月神ナシンナの化身ということになるだろう。こちらに伝わっていた『月』という名称や、こちらで振るっている能力を見てもな。力も、どうやら取り戻しつつある」

　彼女の指が天を向く。

「ここから見る月、デカいだろう。知ってたか？　大陸の方から見ると月が二つ見えるんだ」

「な、何……？」ミクトラが慌てて木窓から月を見る。「確かに大陸よりは大きいと思っていたが……気象条件によるものだと」

「つまり、月神の仕業か」アルは落ち着いて推測した。必然的にそうなる。

「おそらくはな。あれが何を意味するのかは分からんが。連合の方でも観測はしているだろう」

「しかし、神の化身なあ。そうそう降りてくるもんじゃないだろうに」

　そもそもが下界への干渉は神にとって禁きん忌きだ。以前、戦神ヴァルクが化身を作り降りてきた時も、人間界へ影響を与えることは極力避けていた。

「それが何な故ぜ、堕だ天てん軍ぐんに協力してる？」

「分からん。ルシフルスがナシンナを解放した際、何らかの契約を交わした可能性はある。だが、そもそも魔王様による封印をどうやって破ったのか……奴やつの出しゆつ自じに秘密があるかもしれんが、詳細までは摑つかめていない」

「堕天王の出自？　彼はバードマンでは無いのか？」

　ミクトラの疑問へ、魔王軍の頭脳は首を振る。

「奴やつは明らかにバードマンを超越する寿命と能力を保持している。魔王軍への参加も最古参だ。おそらく発ほつ足そく時には既すでにいた。遡さかのぼれるのはそこまでだった」少し躊躇ためらい、言い訳するように続けた。「堕だ天てん軍ぐんは、魔王様の死後も従順な方だった。だが、この前歴と現在を踏まえれば、どうやらルシフルスは魔王様と目的が近かったようだ」

「魔王を倒されたお前が、人間側を全滅させる気はないってことを読まれた？」

　フギムニの沈黙と嘆息が答えだった。

「人間絶滅派か……。ヤマと堕天軍の和解の道は無いと思った方がいいですね」

　ミクトラが唸うなる。大将首を挙げるしかない。堕天軍にしても、ムデ藩はん国こくから後は無い。

「人間を完全に敵に回し、魔王軍すら抜ける……月つき神がみの化身には、それほどの価値があるということですか」

「神の化身がどれだけのことを出来るのか、正直誰も知らない。ただ、分かってる範囲でも成せい竜りゆうや古こ巨きよ人じんに匹敵、あるいは上回る力があるのは確かだ」

　かつて神が地上に存在した時、その力は最高に位置していたとはいえ、滅ぼされることは極々稀まれにあったとされる。だが、上位次元へ昇り存在の格を高めた神々は、今やその力は計り知れない。神を直接知るアルの予想に、ミクトラは戦せん慄りつする。

「化身だとしても、かつて地上にあった頃に、引けを取らないほどだと……？」

　一同、難しい顔になる。しかし、意見は交わされ、情報は出た。フギムニが椀わんに残っていたヤマ酒を飲み干し、立ち上がった。

「では、私は行く。まあせいぜい健闘を祈るぞ。──まさか貴様にこんなことを言うとは思っても見なかったが」

「俺も言われるとは思ってなかったよ」

「そういえば……どうやってヤマまで？」気付いてミクトラは小首をかしげる。

　ふん、とフギムニは鼻を鳴らす。瞬時、その下半身が闇やみに溶けた。

「精霊化！」己の技術の上位版を目にして、ミクトラが驚きよう愕がくする。

「片親が闇精霊でな。夜の間ならば、この通りだ」

　ミクトラが複雑な表情になる。彼女もまた、人間と精霊とエルフ、三種族が関わって生まれた存在だ。

「……出来ると、思うのか。人類連合と、魔王軍の和平など」

　思わず、そんな言葉がミクトラの口をついた。フギムニは実体の肩をすくめる。

「さあな。出来なきゃまた戦争だ。言っておくが、その場合は容よう赦しやせんぞ」

　こともなげにそう言って。魔軍令は窓から姿を消した。

「どうなる、のでしょうね。戦争は……」

「わかんね。ま、とりあえずはここをどうにかしないとな。ひとまず寝て、起きたら情報共有だ。──おつかれ。ありがとね、ミクトラ」

　主の労ねぎらいの言葉に、彼女は表情を明るくする。

「いえ。こういう時に頼って下さったことを、私は嬉うれしく思います、アル」




　一時間ほど後。ヤマ近海。

　停留していた小型船に黒い霧が流れ着き、それは角持つ魔族の姿を取って甲板に転がった。

「あー勇者すげえ怖かった！　殺されるかと思った!!」

　夜の海で叫ぶ。ひとしきり弱音を吐いて、フギムニは上体を起こした。

「なんとかこれで道筋ついたか？　いやでも、ヤマがどうなるか分からんしな……ほんと頼むぞ。ここに来る予定空けるのにどれだけ苦労したと思ってるんだ。家には帰れないのに……」

　満月へ二夜を残した月が、煌こう々こうと光る。忌いま々いましげに彼女は空を見た。

「神ね……フン、ロクなもんじゃ無いことは確かだな。悔くやしかったら私に休暇をくれてみろって言うんだ」




　　　○




　翌日から。アル達たちとムデ藩はん国こく兵は迎撃戦の準備に入った。

　これまで堕だ天てん軍ぐんから城を防衛していたのは、段差を付けた曲輪くるわに出城・陣地に加え、敷しき地ち各所に数十も設けられた櫓だ。単なる櫓やぐらと侮あなどるなかれ、そこに魔マ力ナ駆ドラ動イブが可能なサムライと弓矢があれば、その対空能力はかなりのものとなる。先日の重力結界で破損しかけたこれをまずは補修。さらには簡易的なものであれとにかく数を増やす。

「敷しき地ち全体を高所まで覆おおう城壁のようなものは無い……か」

　エイン王都を思い出しハルベルが呟つぶやく。陸地はかなり進軍ルートが限定される作りとなっているのだが、堕天軍には効果が薄いと言わざるを得ない。

「食料もっと持ってこーイ！」

　叫んでいるのは真体となっているデケニーだ。彼女はハルベルに魔力、城に食料を都合してもらいどんどん糸を生産し、櫓やぐらと城の高所に糸の罠わなを張り巡らせている。

「はいはーい！　持ってきたよ！　でもいいの？　大分景気いいけど」

　城から馬車に食料（兵達たちの昼食も含めてだ）を乗せてやって来るのはレヴァを含めた女性の下働き衆である。ハルベルが答える。

「堕天軍相手だと籠ろう城じようがかなり無理だから、だって。短期決戦になるみたい」

　彼女は森の村での防ぼう衛えい活動の経験を買われていた。イタツとマガツ、そしてアルが作った防衛作戦の準備をしている。森の村から着いてきたサムライや兵、村民達たちも従っていた。

「まあ、そっか。空からどかどかやられたらねえ……」

「あト、あの重力攻撃だネ。負けたらアレで一発ダ。この戦いに勝てなキャ、後が無いのサ」

「あれか……」「破ったのはヤギュウ流の御ご仁じんと聞いたぞ」「マガツ殿がいてくだされば」「よせ。我々を守ってお亡なくなりになったのだ」

　マガツは死因を『堕天軍の首しゆ魁かいの攻こう撃げきを、負傷を押して迎げい撃げきし力尽きた』ことになった。遺体は天守に安置されている。

「アル、どうしてるかな……」ハルベルが心配げに城を見上げる。




　城内部、大広間。アルやヤトノ達たちはそこにいた。評ひよう定じようと呼ばれる東国の会議用広間だ。

「では、敵の襲撃は明日の夜だと？」

「まず間違いなく。敵方の総大将は月に属する存在です。その力が最も高まる満月を決戦の時にするでしょう」

　アルは仕入れた情報を、出元は隠しつつもイタツ達たちムデ藩はん国こく側と共有し、対応を練っている。地図上に盤ばん上じよう遊ゆう戯ぎの駒を置き、相手の予測を立てる。

（東国版戦せん駒く盤ばんみたいなこれ、一式買って帰れないかな……）

　そんなことを思いつつ、アルは敵側の玉と副将駒を置く。敵に占拠されたムデ城と、ここセダ城の間の山地だ。

「山を来ると？」アルの手（骨）元を見て、イタツが問う。

「奴やつらは飛べる、ということが最大の武器です。本陣も高所に置くでしょう」

「なるほど、ここから武器を持ち、飛んでくる……その上我々からは攻めにくい。厄介な」

「この山の標高は？」ヤトノが尋ねる。

「半里足らず……ええと、そちらの測りで言うなら千三百メルほどですね」

　側近が地理資料を見て答える。結構なものだ。距離も地形を無視出来るならほど近い。

「おそらく、ここでしょうね。今頃はこの山頂近くに陣を敷き始めているでしょう」

「わがイタツ家の家紋が三日月であることからも分かるように、ここらは月の名勝地でな。それが敵軍の旗頭とは全く皮肉なものだが」

　イタツが苦い顔をして地図を眺ながめる。

「これまでの襲撃では、天てん駆くじみた兵と、巨大な四つ足鷲わしの化け物が現れた」

「バードマンと、グライフォン。向こうの主戦力です」




◆グライフォン（人類敵対度…Ｃ。かなり獰どう猛もう。飼い慣らすには特殊な修練が要る）


　最大種は体高四メルにもなる大型の魔ま獣じゆう。鷲わしが四足歩行の獣けものの手足を手に入れたような姿を持つ。かぎ爪は四足全てに付いており、その殺傷能力も高い。

　生まれつき風の魔力を操る能力を持ち、それを使ってその巨体を自在に飛ひ翔しようさせ、翼つばさから衝しよう撃げき波はなども繰り出す。成体は魔マ力ナ駆ドラ動イブも行っており、見た目よりさらに強きよう靱じん。

　空中の最高速度は音速を越える。それによる突進が最も警戒すべき攻撃。



勇者曰いわく「その巨体ゆえに飛び続けるのに繊せん細さいなコントロールを要求されているようで、戦うならば風や火の魔法で大気を乱してやると有効」




　アルが魔物事典を開いて、ムデ藩はん国こく側と敵陣の存在を確認、対処方法を教えていく。

「当日の作戦は」

「こちらの勝ち筋は、城が耐えておる間に大将首を取る他、無いでござるな」

　ヤトノの発言に一同頷うなずく。堕だ天てん軍ぐんだけでも厳しいが、月つき神がみが出てくればその時点で戦線が崩壊する。重力結界をしばらく続けられるだけで櫓やぐらも城も御破算だ。

「向こうの戦力として月神をどう使ってくるか、だなあ」

　これには二通りの見解が出た。

　ひとつは、総大将なのだから本陣に控えている。

　もうひとつは、その凄すさまじい力を以もつて自ら潰つぶしに来る。

（昨夜の件を考えれば、堕だ天てん王おうは月神を自分の頭に戴いただく存在として扱あつかっている）

　文字通りの神扱い、ということだ。ならば、本陣に置いているかもしれない。

　ただ、戦力として見た場合。月神は対軍においてあまりに圧倒的だ。重力結界のみで全てのカタが付く。魔力を乗せた弓矢とて、まず空に届かせることすら難しい。

（しかもそれが、堕天軍には加護があって働かない……となればどうだ？）

　アルの想像は行き過ぎたものでは、実はない。神の扱う権能──神固有の光輝による能力──は、文字通り世界の事象を操る『権利』である。

　そうなれば、戦いにすらならない。こちらの攻撃は空に届かず、敵が投げ下ろす攻撃は重力の恩恵で倍以上の威力で降り注ぐ。長い時間をかけることなく城と人は潰れる。

「それは」「なんという…………」「ぬう……」

　広間に重い沈黙が落ちた。ミクトラが難しい表情でアルを見た。

「敵大将の重力の結界。それを破れるのはヤギュウ流の次じ元げん斬ぎりを行える我が主と、マガツ様のみでした」言葉に、アルの頭ず蓋がいとヤトノの頭が俯うつむく。「月神の打倒が絶対である以上、そちらに合わせてアルは動くしかない」

　マガツがいれば、彼とアルを城と敵本陣とで分けて運用することも出来た。イタツ家の家老が、声を上げる。

「やはり、今からでもマガツ様を──「ならぬ」

　言葉を断ち切ったのは、藩国主イタツだった。

「今だから言うが──マガツ殿の体は既すでに限界であった。長年の戦いくさ働ばたらき、そして老齢、病。それを押してこの場の戦にやって来て、さらに敵将の魔ま槍そうによる傷を得た」

　場が再び沈黙した。ムデ藩の家臣には顔を手で覆おおった者もいる。

「単純な外傷のみではない。たとえ今、大陸の秘法で生き返らせたとて──最も早はや戦は叶かなわぬ身であろう。生まれ変わりでもせぬ限りは」

　今は休ませてやれ、とイタツは言葉を締めた。

「拙せつ者しやが──斬きるにござる」

　言葉が響いた。一同の視線が集まる先は、隻せき腕わんのサムライ。

「叶かなうのか」イタツが問う。

「拙者の剣は、マガツ様の御お墨すみ付つきにござる」

　言葉と同時。ヤトノの左腕と抜き放たれた刀が現れた。

「！　不作法……な!?　……何……？」

　反射的に膝を立たせたイタツの側近が、途中から我が目を疑った。確かにヤトノが抜いていたはずの刀と左腕が、今は元の隻腕だ。

（聞いてはいたが……幻まほ刃ろば！　これほどか！）ミクトラが驚きよう愕がくする。

　思いはアルとイタツ以外、同様だ。明らかな幻影であるのに、実物としか見えなかった。

「我が幻刃は、今や奥おく伝でんをもこの世に浮かび上がらせる。之これを以もつて、神の力とて斬り捨てて御ご覧らんに入れる」




　　　○




　時間は過ぎ、夜。満月手前の月がセダ城を照らしており、その屋根の上に、アルはいた（ちなみに、ちゃんとイタツに許可は取っている）。

　魔力の視覚で見れば、城の高所と櫓やぐらを起点に、幾重もデケニーの糸が張ってある。戦いくさ支じ度たくは終わりつつあった。

「さて……こんだけの情報が揃そろってくると、だ。そろそろだろーな」

　言ったが早いか。アルの意識が、空へと持って行かれる。




「我が勇者に期待されてしまっては、これは致し方なし。ふふん」

　渾こん身しんのドヤ顔の主は最高神マルドゥ。読者諸しよ兄けいにもおなじみ、天界・太たい陽よう神しんの座所である。

「誰が期待したっつーんだよ。弁解があるなら聞いてやろうってんだよ」

　意識のみを引き上げられた人骨が、ブーイングを上げる。

「威勢のいい奴やつめ。──まあ、確かに今回ばかりは身内の恥だ。だからちょっとヴァルクにも下がってもらった」

　珍しく素直に、マルドゥは認めた。アルは気分が重くなる。

「マジで月の神の化身なのか、あれ……やっぱ間違い、とか期待してたんだけど」

「これがな、なんとも。月つき神がみナシンナ。あの者、何な故ぜ大たい神しんでないのか、分かるかい？」

　頭とう骨こつがかくり、と傾かしげられた。大神は文字通り、神々の中でも特に強大な十二神の称号だ。大陸における暦こよみの十二の月に照応し、それは数百年前の神しん託たくによるもの、とされる。

「その神託はまあ、我がしたんだが」

「そうなの？」

「そうなの。で、それ以前までは、月は大たい神しんの座にあった」

　言外の意図をアルは読み取る。つまり、降格だ。その理由。

「罪を得た、と」

　無言で、マルドゥは先を続けた。

「神は下界に直接干渉してはならない。だがかつて月神ナシンナは、地上に化身を降ろし、オルデンを滅しようとした」

「魔王を……!?　いやでも、それは魔王軍が出来る前じゃ」

「然しかり。その頃のオルデンは魔王を名乗ってはいないよ。だから、それは問題になった。まだその頃はオルデンが──危険性はあるにしろ──どう動くかは分からなかったしな」

　マルドゥが指先で円を描く。それは宙に月のミニチュアを浮かび上がらせ、それは足下の透明な床を貫き、墜おちた。

「オルデンは。驚くべきことに、神の化身を打ち破った。これが、我々に彼の危険性を認識させることにもなったわけではあるが、それでも藪やぶ蛇へびを突いたことには変わりない」

　以降は、アルがフギムニに聞いた通りのことである。月つき神がみの化身は現代まで封印された。元の神へと戻ることなく、数百年だ。

「で、今起こされてるナシンナの化身。何をしようとしてるんだ？」

　マルドゥはこれに首を振る。

「さてなあ。しかし、ルシフルスなる者は、ナシンナを担かつぎ上あげ、その力を取り戻させようとしている。これは、よくない」

　断言する。そのいつにない最高神の語調の強さに、アルも認識を改める。

「マズい感じ？」聞けば、

「マズい感じ」最高神も頷うなずき、指を二本立てた。「実を言うとね。我と彼女。太陽と月。この二柱だけが持つ権能がある。それは、『世界を照らす』ことだ」

　言葉の意味を、アルは咀そ嚼しやくする。単純に、光がどうこうという話ではない。つまり、神の力としてのそれは、

「……自分の力を、世界全体に広げられる？」

「そこまで行くと本体の領域だが。それでも、元の化身としての力を完全に取り戻し、力の全てをこの権能に注げば、己の光輝を世界に届かせることができる。これが何を意味するか」

　神の魔力──光輝が世界を満たす。神の居ない世界を。頭ず蓋がい骨こつが、勢いよく上がる。

「神しん世せい復ふつ古こ……！」

「その通り。余神では決して為なし得ない奇跡だ」

　世界を照らす光輝を呼び水として、世界は神を認識し、再びこの世は神々の魔力が満ちた世界へと戻る。

「すると……どうなる？」

　人骨の問いに、神は嘆息ひとつ。

「まず、生態系が変わる。幽ゆう界かい──精霊界や深山に引っ込んだ、魔力に依存する者達たちが大手を振って現れる。唯一の神として、ナシンナ化身は地上を支配出来る。そして──これが最悪なんだが、我々も連鎖的に地上へと引き戻される可能性すらある」

「うげ」

「うげとはなんだ、うげとは。──最終的には、地上の神と成ったナシンナ化身と生物として堕ちた我々の直接対決が起きかねない。その場合、地上は半分がた焼け野原になるかもね」

「なるかもね、じゃねーよ。冗談はやめろ」

　言い返して──アルは全く表情を変えないマルドゥにぞわり、と背骨が冷える。

「──つまり？」うんざりしつつ聞く。

「魔王以来の神命だ、我が勇者。月神ナシンナ化身、ならびに堕だ天てん王おうルシフルス。太たい陽よう神しんマルドゥの名において、これを討とう伐ばつせよ」

　言葉が、莫ばく大だいな魔力を以もつて太陽神の神殿を満たす。

「否いなやは無しだよ。汝なんじには勘違いされやすいが、我は地上の人間達たちを、それなりに大切に想おもっているよ。……神しん世せい復ふつ古こが為なされれば、人間達たちの世は終わりだ。上位精霊、大たい霊れい、古こ竜りゆう。諸々が地上に溢あふれ、三界の境界は曖あい昧まいとなる。時の流れも歪ゆがむだろう」

　そのような中では、人の国家を保ち続けるのは困難だ。

「………………」しばらく黙って、アルは指の骨を一本立てた。「ひとつ。俺が殺す相手は、俺の責任だ。神様に負ってもらうまでもない」

　頰ほお杖づえをついたマルドゥがくすりと笑う。

「……愛うい奴やつめ。だがね、この命にルシフルスを入れたのは、ついでという訳でも無い」

　地上の一生命であるルシフルスまでも神命の対象になる理由。

（フギムニが言ってた、奴の来歴…………生態系が変わる、か──）

「まあ、この事態にあたって何もせんといると、我も体面が悪いという理由も無いでは無いが」

「おいこら」最高神に呆あきれつつ、アルは二本目の指骨を立てる。「ふたつ。このことについて、ナシンナ本体はどう言ってる。それと、お前も。いいのかよ」

　マルドゥが、その目を丸くした。ややあって、くすくすと笑う。

「いやはや……汝なんじは。神にした時の担当、『勇気』から『気遣い』にでも変えてやろうか？」

「うっさい誰がなるか。神に人間並みの情とか期待してないが、一応聞いてやってんだよ」

　歯を剝むいて（常に剝むき出だしではあるが）言い返すアル。

「我が勇者。気にすることはない。化身は所しよ詮せん、化身だからね。いずれ昇天させ、本体に戻すだけの存在だ。勿もち論ろん、普通は敬うやまってもらうべきだが……こうなってはな」

　彼女の視線が彼方かなたへ向く。遙はるか先の空間には、夜が生まれていた。神の世界は、そういうものだ。意識したそこに存在が現れる。

「今は己の神殿で謹慎しているナシンナとて、これは了解済みだ。むしろ、今や元の自分の意志を離れて行動する己の恥部を消してくれるならば、それは有あり難がたいと言う所だろうよ」

　ふん、とアルは腕骨を組む。本気なのか、彼には判断がつかない。

「まあ……話は分かった。そんで？　今回はこれで終わりか？」

「神の召しよう喚かんを説教の呼び出しみたいに言うんじゃ無いよ、全く。──今回はね。もう一ひと柱はしら、汝なんじに会いたいという者がいてな」

　予想外極まることを言われ、アルは思わず後あと退ずさる。

「え!?　やだよこれ以上神の知り合い増えるとか！」

「そう言わないでくれないか、人の子よ。僕が是非にと言ったんだ」

　第三の声が最高神の神殿に響いた。空間の一角に突とつ如じよ巨大な書棚が現れ、納められた巻物や本がひとりでに開く。文字があふれ出し、それらは集まり、細身の男性の姿を取る。

「いやはや、娘の仕事場に来るとか緊張してしまうね……しかもそのお気に入りがいるとか。父親としては複雑な心境、と言うべきか」

　はにかみながらそんなことを言い出す男へ、マルドゥがこめかみへ指をあてた。

「父上。益やく体たいも無いことを言っておらずに、御用件を」

（ち、父上？　ってことは）

　一瞬呆あつ気けに取とられていたアルが、神々の系譜を思い浮かべる。さらに。神は、人間相手には縁が出来ていなければ姿を現せない。

「まさか、叡えい智ちの──」

「うん。自分で言うのもなんだが。叡えい智ちの神、アンキエイアです。数ヶ月前は僕の骨がお世話になったね」

　自己紹介。アルは、顔があればさぞ複雑な表情になっていたな、などと頭ず蓋がいの片隅で思う。

「あ、あ～～……その節は、どうも……遺骨消し飛ばしてゴメンナサイ……」

　そう言って、謝るのも勇者の遺骨だ。アンキエイアも思わず苦笑した。

「いやいや。本当に感謝しているんだ。弟子もすっかりお世話になってしまって」

　老齢の死し霊りよう術じゆつ士しの顔を思い出し、アルは気付く。自分の右腕骨は、今。

「うん、そう。それ」アンキエイアは呼応するように指さした。「僕の右腕が恩人……恩骨？　まあいいか、その君を苦労させているようだから、御お礼れい代わりと言っては何だがね」

　アンキエイアの指先が光る。アルの右腕骨が、意志に反して微震した。次いで、接続部の肩けん峰ぽうを起点として、何かが行き交う感覚。

「？　これは……わっ？」

　弾はじけるように。右腕骨が軽い衝しよう撃げきを残し、振動を止めた。

「うん。これでよし。加護をかけておいたから、次からは言うことを聞くだろう」

　とんでもないことを言い出す。マルドゥがぱちぱちと手を叩たたいた。

「おめでとう。これで汝なんじは二つ目の神の加護を宿す身となった。しかも両方大神だ。いやあ、人類全史で見ても三人いないんじゃないか、これは」

　がしゃり、とアルの膝しつ蓋がい骨こつが床に落ちた。

「こ、これ以上神との接点とか欲しくないのに……」

「どうしようマルドゥ。加護入れて落胆されるとか僕初めてなんだが」

「ああ、彼はまあ、色々トラウマがありますので」

　骨の嘆きを見て、心配する神とけらけら笑う神がいた。地獄。

「十割お前のせいだろぉ!?」がば、とアルは頭ず蓋がいを上げて叫ぶ。「ぐぐぐ……まあ……まあ、叡えい智ち神しんにはありがとうございます」

「すごいなこの人間。神を全く敬うやまってないが礼儀はある。面白い」

「そうでしょうそうでしょう。あげませんが」

「お前のでもねえ……」

　恨めしそうな視線（眼めは無い）を受け、マルドゥは指先を操った。

「それでは、本日ここまで。己の世界のため、地で頑張るがよい」

「はー……、んじゃ、もう一回聞くが、いいんだな」

　太陽の笑顔が返事だった。人骨の姿が薄れ、消えていく。見届けて、叡えい智ちの神は呟つぶやいた。

「話には聞いていたが。あれが君のお気に入りか」

「妹の化身のことまで気にしていました。全く、そんなだからあのような姿になる……妹には業ごう腹はらな話でしょうが」

　マルドゥは遠く、空間の果ての夜を見る。実際、彼女はどう思っているか。言葉以上のことを確かめたことはない。

「──案外、化身を羨うらやんでいるのかも知れませんね」

　娘神の呟つぶやきを、アンキエイアは聞かなかったことにした。

　叡えい智ちの神であるからだ。
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　次の日、ムデ藩はん国こくは冬の名な残ごりかのように雪が降った。偵察の報しらせによれば、雲と風行きからして、夜には雪雲は去るとのことだった。

「僥ぎよう倖こうです。今日の行い、太陽神の目は届きませぬ」

　ルシフルスが御み簾すの前で言う。最高神が太陽の神である関係上、この手の言い回しはどこにでもある。無論、実際はそのようなことも無いだろうが、少しでも太陽の影響が薄くなる方が、月神には都合が良いいことは確かだった。

「姉上か……」御み簾すの奥で、ナシンナは薄く笑った。「妾わらわの本体とは、どうしておるのやら」

　化身である彼女には、自分が降ろされて以後の天界の事情は知りようもない。ただ、推測は出来た。瞳が細まる。

「野営地にて仮の座所を設しつらえさせていただいております。好機が訪れるまでは、そちらで」

　先行した堕だ天てん軍ぐんにより、セダ城への中間地点にある山──アル達たちが予測した場所だ──には、既すでに陣が敷かれている。月光兵は徒歩な上に夜の間しか動かせない関係上、さらに先へと進んだ森に、今は眠っていた。

「妾わらわが初手より行かずとも良いい、と言うか。前線の兵への加護のみならず、戦場へ重圧をかけてやれば楽に勝てように」

　ルシフルスは首を振った。

「不ふ遜そんにも、敵陣には神の世界干渉に逆い得る者がおります。御おん身みに万一のことがあってはなりませぬ故ゆえ。敵の策を吐き出させてからの御出座が確実か、と」

　先日の独断専行。ナシンナはふ、と息を吐いた。これを言われると彼女も今は弱い。

　──とはいえ。アルの乱入がもう数分遅れていれば、ナシンナの重力結界はセダ城ごと平らにしていた可能性は高い。あの失敗は予期せぬ事態と言うべきではある。

（お咎とがめすることは出来ぬ……それに、あれでおそらく、マガツは次の戦には出てこれまい）

　手の内をひとつ相手に知られ、神の姿を見られた。それでも、堕だ天てん王おうに焦あせりは無い。

（大陸の人間がムデ藩はん国こくの残党に力を貸している様子だが──大勢には支障ない）

　ルシフルスは城から出て、天を見上げる。もう半日もすれば月が現れる。

「出陣せよ、皆の者！　この一戦が、我われ等らが世界を支配する第一歩と思え！」

　鬨ときの声こえが上がる。堕天軍が動き出す。
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　戦準備を終えた午前のセダ城では、作戦行動の最終的な確認が行われていた。

　それは兵のみならず、直接戦に参加しない下働きの者や避難民も同様だ。戦中の補給や、城内や出城・陣地の中からの簡単な防ぼう衛えい行動などを練習している。

（久し振りだなーこの感じ……防衛かあ）

　アルは一体で、敷しき地ち内を歩きながら不備が無いか確認している。

「おっ、骨だ」「うおっ」「あれがマガツ殿の異い形ぎよう弟子……」

　兵達たちにもアルの存在は周知されてはいるものの、未いまだに慣れられてはいないし、初見の者すらいる。行き交う兵が緊張する様子を感じ、

（これは作戦開始まで城内にこもってた方がいーかなー）

　などと思った頃だ。見知った姿を、アルは敷しき地ちの一角に認めた。

「ハルベル……と、村人さん？」

　かけようとした声を潜ひそめて、ひょいと骨体も石垣の陰に潜める。怪け訝げんな視線を送ってくる巡回の兵には、骨指を立てて内緒サインだ。ハルベルの方を窺うかがう。

「ハルベルちゃん……あたしら、大丈夫かねえ」

「だいじょうぶ、だよ。おばあちゃん。がんばるから、わたし達たち」

　ハルベルはたどたどしい東国語で、不安がる村人の老ろう婆ばを元気づけていた。

　これは、彼女が森の村で積極的に村人達たちと関係を作っていた成果でもある。多少ならば、一人で日常会話もこなせるのだ。

「でもねハルベルちゃん、あたしはあんたも心配だよ。あたしの息子より若いのに、あんたは何回も戦いくさに出て……」老婆は俯うつむき、目頭を押さえた。「あの、敵の兵隊の中に、あたしの息子の顔があった。あんた達たちのおかげで逃げられたけどね。あたしは、一人だったら、あそこで多分、諦あきらめて死んでたよ」

　森の村についての顚てん末まつは、アルも聞いてはいた。そしてこの話は、ハルベルにとってはおそらく、誰よりも辛つらい。

「そりゃね、あたしの息子は町で兵士になるって出てった馬鹿だったから、戦になったって聞いて、覚かく悟ごはしてたよ。でも、あんな、あんな──おお……」

　泣き崩れる老婆の肩を、ハルベルが抱いた。彼女には、老婆の気持ちが痛いほどに分かる。だから、彼女は拙つたない東国語で、こう言うのだ。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ、おばあちゃん。解放する、わたしが、絶対に。息子さんも、ほかのみんなも」

　彼女の瞳には、炎がある。あの日、故郷の村人全てが死人と知った時から燃える炎が。

「ありがとう、ありがとうハルベルちゃん。あんたは、あんたは、若いのに立派な術じゆつ士しさまで、その上優しい子だよ……。でも、でも、あんたにまでもしものことがあったら、あたし達たちは──あんたの親御さんに、なんて詫わびれば」

　ハルベルは。肩を抱かれる老婆からは見えない場所で。微笑ほほえんだ。

「おばあちゃん、わたしね、運がいいの。すっごく」

　彼女の脳のう裏りに浮かぶのは、今背後に隠れている人骨だ。

「だから、その分は。返さないと。困ってる人に。そういう人に、わたしは助けられたから。わたしも、そうするんだ」

「本当に、ありがとうよ。それならあたしも、あんた達たちを助けないとね。こんな婆ばばにはご飯くらいしか作れないけど……」

「それで、じゅーぶん！　おいしいもの、いつも！」

　泣き笑う老婆に、ハルベルも笑い返す。

　その光景を見て、アルは石垣に背骨を預け、空を見た。

（まいったなおい。人に勇を与える側になっちまったよ。こりゃ本格的に一人前扱あつかいしないと駄目かね？　イザナ……）
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「俺が相手の本陣に突っ込んで、神の化身を倒す。いなくても、それはそれで敵本陣を潰つぶせる」

　セダ城の広間。アルが地図上の駒をつまみ、山頂へと置いた。

「神の化身──敵の総大将がこちらに進軍した場合には、拙せつ者しやの出番でござるな」

　つまり、アルは進軍、ヤトノは迎げい撃げきとなる。

　ミクトラは、同行を申し出る言葉を言いかけて、しかし止まった。戦力の配分だ。

「──最低でも、こっちには堕だ天てん王おうが乗り込んでくるのは確実だ。防ぼう衛えい戦やるにしても、戦力は可能な限りこっちに集中させたい。ミクトラ。君もこっちを頼む」

　神の化身ほどの相手と戦う場合に重要なのは、決戦能力だ。──地力であれば、シミュラルもアルに近い戦力が出せる。しかし、生死をかけた勝負となればアルは図抜けている。

「堕天王──十じゆう堕だ臣しん。セッケルと、同じ……」

　ハルベルが緊張したように呟つぶやく。今こそ支配下に置いている吸血鬼だが、その力のほどは身にしみている。ミクトラもそれは同じだった。

「我々で、奴やつと同等の相手を……」知らず、息を吞のむ。

　ハルベル、ミクトラ、ヤトノ、デケニー、〇三。この戦力を以もつてしても、十堕臣ただ一体を落とせるかと言えば、なお怪しい。シミュラルは参戦できない。

「しかも、実際は堕天軍と月光兵をさばきながらだ。軍隊同士の戦闘はムデ藩はん国こく兵にやってもらっても、数の不利はある」

　アルが軍隊を示す駒達たちを二集団、動かす。合わせれば東国軍よりも一回りは大きい。総戦力として劣っているならば、いくら個の大戦力があっても足りるということはない。

「だから、単体の神を倒すならばこちらも最強の駒であるアル単体を送り込むのが理にかなっているというわけだな。あるある」

　〇三が変なボケを入れつつも、冷静に戦力を捉とらえた発言をする。

「では、アルはすぐに出るのでござるな？」

　ヤトノが聞けば、アルは頭とう骨こつを頷うなずかせる。そこに声を上げたのは藩国主イタツだ。

「客将頼りとは情けないことだが、せめても露つゆ払はらいの兵くらいは連れて行け、アル殿。我が精兵中の精兵、十人を付ける。全員、貴殿らには及ばぬとはいえ気き法ほう身しんは会え得とくしている者達たちだ」

　ぎょっ、とした表情を大陸組が見せる。気き法ほう身しん──大陸で言う魔マ力ナ駆ドラ動イブは稀き少しような技術だ。彼かれ等らの戦闘力は文字通りの百人力とも言える。

（これが、東国のサムライか……いち地方領主がこれほどの手て練だれを抱かかえるとは）

　セダ城で防衛に回る者──主に弓手ゆんでもまた、魔マ力ナ駆動者ドライバを揃そろえている。

（これならば、多少の防戦は……ん？）

　ミクトラの視線が、広間の片隅に向く。真体のまま、デケニーがぐったりしつつ、行儀悪くちゅうちゅう果物を吸っている。アルが彼女へと近付いた。

「デケニー、無理させたな。敵が来るギリギリまで休んでくれ」

「ほんとだヨー……昨日から徹夜だよアタシ……。いや必要なのわかるからやったけどサ……」

「ハルベルを頼むな。うっし、そんじゃ行きますか」

　彼女の疲労は、アルの注文を聞いたが故ゆえだ。魔力はハルベルから融通されても、体力や糸の限界量ともなれば休息はいる。

「アル殿。兵は城門に控えさせておる。御武運を」

「アルにも魔力注入しとくね。……気をつけてね」

　藩はん国こく主しゆと仮契約者の声を受けて、アルが広間を出る。これから、堕だ天てん軍ぐんに見つからぬよう、迂う回かいする道のりで森と山を越えて敵本陣を突かねばならない。

「さて、神殺しか……いっちょ、ブチ当たってみますか」




　数分後には、もうアルは日が陰り始めた東国の山中を駆けている。精兵というだけあり、イタツが付けたサムライ達たちの練度は相当なものだ。アルの速度にも付いてきている。

「進路このまま！」

　サムライ達たちに言って、アルは飛ぶ。下に激流を流す崖がけを越え、彼かれ等らは目的地の山頂を目指す。

「……バードマンが飛んでる。この山でビンゴ、だな」

　そうして、しばし。アルが、木の頂点から枝葉に隠れて空を確認した。

　目的の山頂まで高度にして百数十メルを残し、最後の休息を入れる。この場所で夜を待つ。ここならば、神の強大な魔力を感じ取ればすぐに向かえる。

（月つき神がみナシンナ化身はその性質上、動くなら月が出てからのはずだ）

　月神がやってきて、堕だ天てん王おうがセダ城へ向け陣を出てから突入する、という形になる。月神が堕天王に同行するならば、そのまま本陣を潰つぶして後を追い、城の皆と挟はさみ撃うちだ。

「しかし良かったの？　俺に付いてくるとか。ほとんど特攻だけど」

　アルが問えば、サムライの隊長がつぶやくように答えた。

「──古来、この国では山中は異界とされ、そこに住まう者達たちも人とは見なされませぬ」

　周囲を見回す。そこそこの高さを持つ木々が生えているが、山頂近くになれば森林限界を越え、高山植物の草原のようになる。陣を敷くのに不自由も無い平地もある。

「アル殿。拙せつ者しやらは本来、とうに死んでいた身です」他のサムライ達たちも首しゆ肯こうする。彼は続けた。「まずはムデ城落城の折。ここを退きおおせたのは、武運とも言えましょうが──その後の戦では、マガツ殿がいらっしゃらなければ陣を抜かれていたであろう機会が幾度もあり申した」

　マガツを思い出したか、サムライ達たちの数人が目尻を拭ぬぐう。

「そして先日。アル殿のおかげで、セダ城の落城もまた免まぬがれた。都合、三度です。三度、我等は死を逃れた」

「そっか……」アルは嘆息する思いだ。必死で、彼かれ等らは生き残ってきた。

「故に。ここで乾けん坤こん一いつ擲てきの反撃の機会を与えられたことはまさに僥ぎよう倖こう。ここでアル殿のみを行かせて、何がヤマのサムライか。ここで刀を握らずして、何のための鍛たん錬れんか。貴殿ら大陸の方々とヤギュウ流には感謝してもしきれぬ」

「然さ様よう」「然しかり、然り」「拾った一命、この時のためにあり」

　それ故ゆえにここで、常識外の特攻に挑むことが出来る。

　彼かれ等らを見るアルの心は、どこか暖かな落ち着きがある。まだ生きていた頃、魔王戦争中の兵士達たち。彼かれ等らの中にもまた、同じような者達たちがいた。

　生きながら、死を前提にし、自分以外の誰かによるその先を見み据すえる者達たち。

（彼かれ等らみたいな人ひと達たちを、前に進むための駒にして。戦い続けて魔王を倒した。……そして俺はまだ、こうしてる。……俺を笑うか、マルドゥ）

　日が落ち、一ひと際きわ巨大な満月──幻げん月げつが存在を空に誇りだす。月つき神がみの力が加わっていることは明白だ。呼応するように、強大な魔力が山頂に降り立った。

「来たか。みんな、呼吸抑えて」アルの呟つぶやきに、サムライ達たちも喉を鳴らす。

　息の詰まるような数分。大勢が空を往ゆく気配。堕だ天てん王おう率いる主力がセダ城へ向かったのだ。

（途中で寝てる月光兵を見つけられれば……、と思ったが。そこまで上う手まくはいかないか）

　近隣のどこかに伏せられていた月光兵達たちも、今は行動を開始してセダ城へと進軍しているはず、とアルは見ている。

「まだ……ですか、アル殿」

　比較的若年のサムライの問いに、アルは頭とう骨こつを横に振る。襲しゆう撃げきを気取られ、堕天王に戻ってこられては挟はさみ撃うちだ。

　さらに、数分。静止しながら、生者の息が荒くなる。その緊張が頂点に達しようとした時。

「柄つかに手を」

　アルが言った。サムライ達たちが顔を見合わせ、頷うなずく。全員が刀を握る。

「飛ばれると面倒だ。とにかく全速力で上がって、速攻。大物がいたら複数で。俺はでかいの一発の後、月神に一直線で行く。……悪いが皆の命をもらう。でも、なるべく死ぬなよ」

　アルも無茶を言っている自覚はあったが。後方で笑んで頷うなずく気配があった。

「いくぞ」

　白い骨身が、木々を抜けた。それは放たれた矢のように。一の死者と十の決死兵が山を奔はしる。全員魔マ力ナ駆ドラ動イブ済のその速度は、まるで宙を飛ぶかのよう。

　ものの十数秒で、山頂の広場が見えてくる。アルの視覚が、空の巡回兵による報しらせよりも早く陣幕を捉とらえた。

「封印解放。堕だ竜りゆう力りよく、侵食許可！」アルが呟つぶやく。鞘さやの中の神聖剣が、元の白色を取り戻す。

（頼むぞ右腕骨。動剣奥おく伝でん──）ハルベルから受け取った魔力を流し込む。剣が黒こく白びやくの光を放つ。飛ぶ。神骨の移植からこちら、久し振りの神聖剣スカットゥルンド両手持ちだ。

「神無……！」

　上方より思い切り打ち下ろされる、陣崩しの一撃。

　魔力の爆発と共に轟ごう音おんと激震が鳴り響く。その光を認識する暇も無く、数百のバードマンと魔ま獣じゆうが消し飛んだ。その破壊力に、アルは拳げん骨こつを握る。

（よし！　安定してる上に出力自体は上がってる！）

「御お美み事ごと……！」たまらず、サムライの一人が声を漏らす。

　遅れて大混乱が巻き起こる。それを完全に無視して、アルは陣の最さい奥おうへと走り込んでいく。

「敵襲────！　敵襲────！」

　舞い上がった粉ふん塵じんと混乱の中で声が起こるが、それが届いたのは何割か。続けて切り込んできたサムライ達たちが、狼狽うろたえるバードマン達たちを次々斬きり捨てて行く。

「斬れ！　斬り捨てよ！」「飛ぶ前にやれ！」「積もりに積もった雪せつ辱じよくを果たせ！」

　魔マ力ナ駆ドラ動イブを行う十人の剣術熟練者による不意打ち。大陸の戦争でもそうそう無い強襲だ。死の先頭を突っ切りながら、アルは思う。

（確かに、俺おれ達たちの戦力は高い──が、この混乱……堕天王はひとつも本陣奇襲の可能性を考えなかったのか？）

　疑問の間にも、粉ふん塵じんの中から混乱に竿さお立だちになったグライフォンが現れた。恐きよう慌こうのまま押し潰つぶそうとしてくる。

「悪いな……動剣・瀑ばく龍りゆう！」真っ向からの斬り上げ。鷲わし獅し子しとも呼ばれる魔獣が竿さお立だちのまま、真っ二つに割れる。その間を人骨が突き抜けていく。

「ふ、防げ！」「我われ等らが神に触れさせるな！」

　鬼神が如ごとき勢いで迫るアルの行く手に、バードマンの大集団が立ち塞ふさがる。

（なるほど。そっちにいるわけね、神サマ）

　さらに道を塞ぐ関係上、彼かれ等らは飛び立つことも出来ない。神聖剣を持ち直し、気合を入れて敵隊を突破しようとする。その時。

「アル殿の道を開けろォ！」追い付いたサムライ達たちが四人、敵の只ただ中なかへと突っ込んだ。

「そいつら近この衛えだぞ！　多分強い……！」

　アルの危き惧ぐ通り。敵はすぐさま対応し、剣と槍やりを彼かれ等らに向けた。魔マ力ナ駆動者ドライバも混じっていた。

「っ破ぁ！」しかし。傷付きながらもサムライ達たちは微み塵じんも乱れない。

　鋭角の剣けん閃せんが次々と屍しかばねの道を築いていく。彼かれ等らが作った道に走り込みながら、アルは彼かれ等らを見る。次々と新しい傷が出来ていく。ひとり、ふたり。倒れる。

「くそ……！」

　回復魔法の暇はない。駆けながら歯がみするアルへと、サムライ達たちが笑った。

「むははは！」「雰囲気が暗いですぞアル殿！」「笑いなされ笑いなされ！」「戦いくさ死じには誉ほまれじゃ！」「この太平の世に最も早はや機会など無いと思っておったわ！」「幸なり幸なり！」「我等既すでに死に臨む兵なれば！」「貴殿の同類に御座るぞぉ！」

　東国のサムライの狂気が戦場にこだまする。戦死を誉れとする文化は大陸にもある。しかし、ヤマのそれは世界でも類を見ない。

　背骨に当たるサムライ達たちの声が遠くなる。突っ切る。敵の壁を抜ける。

「あそこか……！」

　一ひと際きわ、凝ぎよう縮しゆくされた魔力が籠こもる一点へと眼がん孔こうが向く。装飾が為なされた天幕があった。

　あの中に、月つき神がみの化身がいる。




　　　○




「来るね」

　ハルベルとミクトラが、セダ城前の陣地で並び、空を睨にらんでいる。

　大きな満月が照らすセダ城は、昼かと見み紛まがうような明るさだ。その空を、大小の影が多数、飛んでくる。通常、バードマンや有ゆう翼よく系の魔物は夜の飛行が苦手だ。しかし今夜の明るさならば、そのハンデは無きに等しい。

「ああ……陸からも現れたな」

　地上の彼方かなたから、相当数の軍勢が迫っている。ムデ藩はん国こくの人々の死体を使った月光兵だ。

　彼女たちには推測しか出来ないその数は、バードマン一万二千、月光兵一万。

　対するムデ藩国側兵力は約一万。防ぼう衛えいとはいえ数では倍の差があり、上空を取られる。

（魔マ力ナ駆動者ドライバの数では勝るはず……それでどこまで迫れるか）

「空と陸、両方の敵に対せねばならぬ。各おの々おの方、自身の御役目を果たされよ！」

　兵隊長の声が響く。魔マ力ナ駆ドラ動イブや特殊な技、希少な携帯火か砲ほう持ち、魔法を使える者は空への備えだ。その他、通常の兵やヤトノが地上を迎え撃うつ。

「ミクトラ。わたし達たちには、もう一つ絶対にやらなきゃいけないことがある」

　ハルベルの呟つぶやきに、ミクトラは視線を寄よ越こした。

「やらなければ、いけないこと？」

「生きて、アルとまた会うこと」

　答えに、ミクトラは離れた場所にいる主を想おもう。

「……そうだな」

　二日前、ミクトラとハルベルはこの戦いに参戦することを伝えたが、

（否、その時からではない）それは、かつて堕だ屍し王おうとの戦いから。堕だ竜りゆう軍ぐん。エルフとオーク達たち。そして神の骸むくろ。（私わたし達たちは、私わたし達たちの意志と全力で、アルの隣にいることを選んだ）

　ミクトラの想おもいを受けるように、ハルベルは言う。

「わたし達たちはアルにその判断を後悔させちゃいけない。わたし達たちが選んだ、わたし達たちの今の居場所を。間違いにしちゃいけない。絶対に、生き残って。アルにまた会わなくちゃいけない」

「あの方を、これ以上悲しませてはいけない……そうだな？」

　まさに我が意を得たり。そう思いミクトラは笑う。

「そう！　やるよ！　ミクトラ！」

「ああ！　ハルベル！　行こう！」

　東国ヤマ、ムデ藩はん国こくセダ城。後に『月げつ光こう堕だ天てんの戦い』と号される戦いくさが幕を開ける。

　初手は無論、バードマン達たちだった。千メル以上の地点から滑空してきた彼かれ等らは、数百メルの高度で弓矢、投とう擲てき用の槍やり、魔法を構える。文字通りの矢雨を降らせる構えだ。

「打ち放て！　一いち撃げきで勝敗を決してやれ！」

　堕だ天てん軍ぐん部隊長の声で、一万近い数の破壊力が解放される。バードマン達たちは月つき神がみの加護を受けている。満月の今、魔マ力ナ駆ドラ動イブが出来ない者でも、攻撃に魔力を込めることが出来た。

「来るぞ……！　範囲内に入れ！」「急げ！　初撃だ！」

　サムライの声があちこちで飛ぶ。

　魔力の光が夜空に線を引く。セダ城を中心とした一帯が絨じゆう毯たんじみて破は砕さいされるその未来を、堕天軍のみならずセダ城兵達たちも幻げん視しした。

「────────！」

　力は、セダ城の上空数メルで炸さく裂れつした。重なる衝しよう撃げきと轟ごう音おんが戦場を満たす。

　光が乱舞し、激震する天守で、イタツが拳を握りしめた。

「どうだ！　人間共！」「よし、残敵を殲せん滅めつ……？」「何……？」

　しかし──バードマン達たちの声が、喝かつ采さいから戸惑いを経た。

「なんだ……あの光の紋もん様ようは！」

　晴れる煙の中、セダ城は健在。そして地上の陣地も、その大半が破壊を免まぬがれていた。

「あれは、確か……ガッ!?」

　その光景に既視感を覚えたバードマンの翼つばさを、地上より撃うち昇った一いつ閃せんが貫く。

「的中！」「よし、次！」

　櫓やぐらの内のひとつ。魔マ力ナ駆動者ドライバー専用の大だい剛ごう弓きゆうを持ったサムライが、傍かたわらの護ご衛えい・観測役より次の大矢を受け取る。

　反撃の剛ごう矢しが次々と飛び、万のバードマンへ食らい付く。その破壊力、射程。東国サムライの尋じん常じようならざる力におののくと同時、堕天軍に不思議が広がる。

「何な故ぜ……何な故ぜ無事なのだ、あやつらは！」

「無事に発動してくれましたか」「よし、防いだぁ！」

　シミュラルとハルベルが、城内と戦場で同時に拳を握った。

　防ぼう衛えいという条件で堕だ天てん軍ぐんの総攻撃を受けた場合。初撃をいかにしのぐかは、ムデ城を落とされて以降から議論されていた。そこへ現れたのが、ハルベル達たちだ。

　森中の村を偽装していた、糸と魔法式による魔力結界。それを、今度はセダ城の上に張り、防ぼう御ぎよ魔法として発動させたのだ。シミュラルも魔法発動だけのこれには参加が出来た。

　作業的には魔法式を防御に変えるだけとはいえ、今度はとにかく強度が必要だ。ハルベルの大魔力は勿もち論ろんのこと、天守からの補助もある。




「どうやら、この老骨も多少は役に立てたか。……あの蜘く蛛もの化け生しようには感謝せねばな。将たる者が、ただ見ているだけなど──」

　イタツが城内で油汗をにじませながら凄せい絶ぜつに笑う。握りしめられたその手からは、皮膚を貫き動脈まで達し、血を吸う糸が伸び、城の上へと張り巡らされた糸の結界へ伸びている。




「反はん撃げきだ！　撃うて！」

　弓矢が飛ぶ。練達したサムライの一射は、直撃すれば船を沈めるとまで言われる。それは百メルを越えて上昇し、バードマンと魔ま獣じゆう達たちに食らい付く。

　生き残ったムデ藩はん国こく中のサムライの中から、さらに厳選した弓の名手を集めた高射隊だ。彼かれ等らは防御結界の隙すき間まを予あらかじめ教えられている。

「地上隊！　月光兵に対応！　担当する陣地と出城に詰めろ！　本丸に寄せてはならんぞ！」

　その下でも声が飛ぶ。破壊に巻き込まれぬように停滞していた月光兵達たちが進軍を再開した。一般兵達たちも防御結界の下から出て防衛に入る。月光兵の顔ぶれを見て、兵達たちが表情を歪ゆがませる。

「っ……何ということを！」

　知ち己きの顔を見つけた者も少なくない。しかし、戦闘を離脱する者はほとんどない。そのからくりを、ハルベルにより事前に説明されていたためだ。

「絶対に許さん！」「外げ道どうが！」「必ずやお前たちの仇あだを討つぞ……！」

　応、と兵達たちが咆ほう哮こうを上げる。これまで、散々にやられ続けた鬱うつ憤ぷんと屈くつ辱じよくが、反撃の機会を手に入れた。その反動で士気が高まっている。

「ちィ……！　高空からではラチが明かんだと!?」

「防壁の位置は確かめた！　潜くぐり抜ぬけて攻め込んでくれる！」

　バードマン達たちも鴨かも撃ちされてばかりではない。元より、弓矢と魔法の隊以外は、投とう擲てきの槍やりを使った後は高空からの急降下攻撃、そして離脱を繰り返す戦術だ。月下を鋭角の軌き道どうで飛び、城を目指す。

　突とつ如じよ。バードマン達たちの目の前に、白はく刃じんが現れた。

「な──」信じられぬ、と目を見開いたバードマンが、胸から血を噴き出させて落下する。

「サムライ達たちばかりに働かせる訳にもいかんのでな！」

　ミクトラだ。宙に立っている。その足下にあるのは、結界とは別に張られたデケニーの糸だ。ミクトラは足先を一部精霊化させ、糸を覆おおうようにして摑つかんでいる。

「器用なものでござるな！」

「いや、貴方あなたほどでは」

　同じくバードマンを斬きり捨てて感嘆するヤトノに、ミクトラは苦笑いを返す。彼は正しよう真しん正しよう銘めい、足のみで糸に乗っている。

（少々の粘着があるとはいえ、素晴らしい体たい捌さばき。流石さすがはアルの兄弟子にあたる御方……）

「さて、我々はここで手間取ってはおれんでござるぞ」

　ヤトノが見み据すえるのは、敵軍の最さい奥おうだ。それに、ミクトラも強大な魔力の渦を感じ取る。

「堕だ天てん王おう……！」

　大輪の月を背負い、戦場の天に君臨する王が飛来する。




　　　○




「静剣・瀑ばく布ふ断だち──」

　豪ごう奢しやな天幕もまた風景の一部として。真一文字の一いつ閃せんが引かれた。

「なっ……！」「我われ等らの神が！」

　バードマン達たちの悲鳴が山頂に響く。

　もっとも刃先が入りやすい場所を見極め、大型魔ま獣じゆうをも一刀の下もとに斬り伏せる絶技は、天幕を切り裂きつつも、それを倒すことすらない静絶の剣だ。だが、剣を振るったアルだけは、手て応ごたえの異様さに気付いていた。

（弾はじかれた……が、なんだあの堅さは……まるで）彼は手骨元の神聖剣を見る。

　その瞬間。どくん、と天上の月──幻げん月げつが脈動した。

「千の兵がいて、妾わらわの姿を隠すことすら出来ぬか」

　ひょるぅ、と。まるで月光が隙すき間から流れ出たような。辛かろうじて反応したアルは、三日月のような金色の刀を持った銀色を見る。すり抜け様ざまの一いち撃げきを受けようとした瞬間、先ほどの手応えが頭ず蓋がいをよぎる。

（これは、受けるとまずいっ……！）

　咄とつ嗟さにその場で跳び上がり一回転。斬ざん撃げきを越えた。

　銀色が笑った。そのまま、迸ほとばしる水のようにサムライ達たちと堕だ天てん軍ぐんの間へ入っていく。

「そっち？　しまっ……！」

　着地して。頭蓋骨が振り向いた時には。

「─────な、───────！」

　山頂の草原は血で染まっていた。

　サムライも。バードマンも。魔ま獣じゆう達たちも。一いつ切さい合がつ切さいの鏖おう殺さつだ。血の海に立つのは、銀色のみ。

「う、う、うわあああっ！」

　陣の外周部にいて生き残ったバードマン達たちが飛び立ち、逃げようとした。その背中に三日月の魔力刃が突き立ち、山の斜面へと落としていく。

　最も早はや無言で。アルが、月げつ刃じんを投げる銀色──月つき神がみの化身、ナシンナ──へと斬きりかかる。それを己の月げつ刀とうで受けながら、彼女は視線をアルへと向けた。

「堕だ天てん軍ぐんの羽虫を片付ける事を、何な故ぜ汝なんじが邪魔立てするか」

「やかましい……！　何やってんだ、お前！」

　言い返しながら、アルは周囲の生き残りを探す。慌あわてて逃げるバードマン達たち。立っているサムライは……いない。全て、刀を折られ一太刀ごとで斬り裂かれ、倒れ伏している。

「くっそ……！」剝むき出だしの歯が軋きしむ。（この人ひと達たちも結構な腕前だった。月神が剣の達人みたいな話、あったか!?）

「唯一の信徒の願いなのでな。妾わらわの姿を目にした者は殺してくれと。──ところで、いつまで神体にのしかかっておるか」

　ナシンナが、受けた刀を無造作に払う。猛烈な浮遊感がアルを襲った。

「────は？」

　次の瞬間。空にいる自分をアルは認識する。山頂の草原が、数十メルほども眼下に映る。

「なっ……にぃ!?」慌てて、彼は魔力の足場を作る。

　同時。幻げん月げつへと吸い込まれる魂達たちが見えた。先ほど死んだサムライとバードマン達たちだ。

　戦せん慄りつしながら、アルは山頂のナシンナを見た。

「不敬。月神たる妾わらわを見下ろすか」

「そりゃ失敬、っと」降りながら、アルは言う。「唯一、ね。堕天軍だってお前の信徒だろ」

「是だ。加護も与えている。しかし」ナシンナは倒れ伏すバードマン達たちを見る。「妾わらわの信徒はルシフルス、そして堕天軍という総体」

　個々は別だ。怜れい悧りな銀の目がそう告げている。アルが魔力の黒こく鎧がいをまとった。

「神様も数百年寝てると大分寝言ほざくようになるんだな。なるほど。姉が叩たたき起おこしてこいって言う訳だ」

「姉……？」ナシンナの彫刻のような眉まゆが歪ゆがみ──視線が解放された神聖剣スカットゥルンドとアルの体をさ迷う。目が見開かれる。「汝なんじ、マルドゥの加護を受けた者か……？」

「嫌々だけどな」

　月神の化身が魔王オルデンに敗れ、封印された時。当然ながらアルは生まれていない。ナシンナにとって、勇者の知識は堕だ天てん王おうより聞いたものしかない。

（勇者なる存在は死んだ、と聞いていたが──まあいい）ナシンナは月刀を持ち直し、言う。「世界干渉をいちいち斬り割られていては面倒なのでな。こういうものを作った」

（あれは、ちっとヤバいな。神の力で出来た刀か……）対し、アルは刀の正体を探る。神の化身は、地上の魔力と物質で作られる。（ならば神聖剣と打ち合っても傷ひとつ付かない刀とはいえ、元は地上のものだ）

　動いたのはナシンナだ。流れるような移動の正体は、足の動作ではなく魔力を操り身体からだ自体を移動させているためだ。そしてそれは、頭上の満月の力がために、猛烈に迅はやい。

　右から左への薙なぎ。これもまた、速い。それなりに大振りの刀であるというのに、まるで木枝を振っているかのよう。

（動き自体は素しろ人うと同然だっつうのにな！）

　飛とび退のいたアルへ、大上段からの振り下ろしが追つい撃げきする。常の彼ならば、弾はじきか流しからの反撃を狙ねらう所だ。しかし、これをギリギリまで引き付け、横へかわす。

（この刀の秘密……は！）アルは飛とび退のきながらも刀の行く末を見る。

　素しろ人うと同然の振り下ろしは、勢いよく足下へと叩たたき付つけられる。そこは草も無く、固い岩石である──が。

　音も無く。黄金の刀は地面へと沈み込む。月神の手にも、何かと当たった感触などひとつも無い。全くの無抵抗で、刀は地中へと消え、また地上へと現れた。月の如ごとく。地面には、冗談のように直線の黒い痕あとが残るのみだ。

「トーフみてえにまあ……」東国で幾度も食べた食材を思い出し、アルは苦くつぶやく。

「ふむ。妾わらわの月げつ刀とうの秘密、ばれてしまったか」

「そいつで、防ごうと思ったサムライ達たちも刀ごと一刀両断したのか」

　膨大な魔力。重力を操る能力。アルには答えが見えてきた。




　少し時は遡さかのぼり、空に月が出た頃。

　ムデ城では、ルシフルスがナシンナを連れ出陣しようとしていた。

「少し待て」

　月下に出た月神が、堕だ天てん王おうを留とどめてムデ城の外壁へと手を当てた。

「何をなさるおつもりで？」

「うむ。今夜が最後の戦いであれば、この城はもう使うまい？」

　ルシフルスは頷うなずく。兵ひよう糧ろうや諸もろ々もろの問題もあるが、それ以前に。彼の予定では、この夜でこの世の全てが変わる。迫る大府の軍など、最早問題にならないのだ。

「この城は二度、月わらわが回る間、妾わらわを収めてきた。神気が満ちておる。可能であろう」

　堕天王の眉まゆが怪け訝げんにひそめられ、次の瞬間には驚きよう愕がくに広がった。

　城の本丸、そして石垣が金色に輝いた。面積にして五百平方メル、高さにして三十メルを越える城体が、徐々にその身をよじれさせ、縮めていく。それは音も無く、長さ一メル半ほどの刀剣の形にまで圧縮された。

　残るのは、真っ平らになった城跡だ。

「……………………！」その意味に、ルシフルスが声を失った。

　城ひとつ。その重量は、最も早はや計算することすら馬鹿らしい。この世に斬きれぬものなど何一つ無い重さと強度を持った刀。魔力を込めれば竜りゆうすら裂くだろう。

「うかつに触れるでないぞ。汝なんじとて、これを防ぐは敵かなわぬ」

　手元だけで重力を操作し、その超重の刀を振って腰に納めたナシンナが月光に笑った。




「道理で受けたくならないはずだわ。剣が無事でも伝わった衝しよう撃げきでバラバラになっちまう」

　時と場所は戻り、現在。

「信徒の願いだ。汝なんじも死ぬことに変わりは──」言いかけて、ナシンナはアルを見た。「死んでおったな、そういえば。さて、どうしたものか」

「このまま月に帰るってのは？」

　人骨の軽口に、返ってきたのは月光と同じく冷たい視線だ。

「帰る、だと？　笑わせるな。妾わらわの討とう伐ばつを命じられておるだろう、汝なんじは」

　彼女にしてみれば自明の理だ。天界が、神々が、マルドゥが。果ては、本体の自分自身すら。

「妾わらわの死を望んでおろう。天界あそこは、妾わらわの帰る場所では、最も早はや無い」

　怒気に満ちた声に、アルは違和感を覚える。

（神の化身ってのは──もっと、本体と同じ人格だったはずだ。それゆえに、死ぬ、というか天に帰るのにも抵抗はさして無い）

　ヴァルクのことを思い出す。だが、ナシンナは完全に化身自身の『個』を意識している。

「なるほど……堕だ天てん王おうの意志のままに、というのかと思ったが」

　アルが神聖剣を構えた。

「戯たわけが。信徒の願いこそ聞けど、それは妾わらわの気が向くことのみよ」

　ナシンナも月げつ刀とうを突きつける。

「自発的に侵略してるっつうんなら、容よう赦しや無しでいいな！」

　アルが踏み込む。神聖剣の横一いつ閃せんは、ナシンナが無造作に構えた刀に受けられる。技量で上を行こうが、そもそもの身体からだの性能が段違いだ。

（この刀……山にぶつけてるみてーな手て応ごたえだなクソ！）

「これはどうだ」ナシンナが笑い、一歩後ろへ飛んだ。そして、月刀を真上へ放った。

　意図を摑つかみ損そこねたアルへ、月神の指先が向けられる。

「っ!?」瞬間、アルの直上だけに凄すさまじい重力がかかる。片膝しつ蓋がい骨こつが地面に突いた。

　落ちてくる刀をナシンナが難なく摑つかみ取とり、斬りかかってくる。

「ぬおおお！　あっぶね！」

　アルが気合で骨体を地面に転がし、避ける。彼女が刀を取った瞬間、重力が消えた。

（重力操作！　刀手放せばこっちに使えるわけか！）

　一瞬のことなので、次元破壊系の剣技で斬きり裂くのも難しい。対象の直上のみであるため、発動も一瞬だ。

「くそ、対人特化にしてきやがった」骨体が立ち上がる。

「くはは──あの夜とは違うぞ、勇者よ。今や月光は天に満ち、二つの月は真円を描いた。最も早はや人の子の手が届く存在では無いと知れ」

（二つ目の月……あれは、こいつの力の源か）

　アルはフギムニに聞いた話を思い出す。つまり、満月という条件と自分の力の充実。二つの条件が彼女を強めている。現状では、アルがナシンナを上回る要素は少ない。

（大技を放つ隙すきも無い……有効打を与えられる手が無い！　あの月は一体、何で出来てる？）

　思考する間にも、神の刃は凄すさまじい速度で迫る。人骨は必死に避ける。月神が再び刀を放る。重力結界を外しさえすれば──とアルが考えたところで、ナシンナが両手を構えた。

（上からだけじゃ、無い！）咄とつ嗟さの判断で、アルは背骨を捻ひねり飛ぶ。

　直後。月神の手が交差し、その前方の空間が遙はるか夜の彼方かなたまで歪ゆがみ弾はじけた。両手に長大な重力の刃を発生、それを前面で挟はさみ合わせたのである。

「こっわ！」

　着地し、未いまだ歪ゆがむ空間を見る。間にいたならば、重力の捻ねじれに引き裂かれていたところだ。

「良く初見でかわした。だが──汝なんじの魔力は永遠には持たん。さて、それまでに神殺しの一手、思いつくかな？」

　ナシンナが再び刀を摑つかみ、アルへと迫る。




　　　○




「高所の利を失った程度で負ける戦いくさでは無い！　攻めよ！」

　戦場に現れた堕だ天てん王おうルシフルスの号令の下、バードマンと魔ま獣じゆうによる攻こう撃げきが激化する。

　戦場は、天守上の防ぼう御ぎよ結界をかいくぐるために高度を下げたバードマン達たちによる高度三十メルほどの空中と、月光兵と降下した魔獣たちによる地上とに分かれつつあった。

（あの防御結界を組んだのが、森の村へ幻まぼろしを張った者であれば──正面から破るのは時を要する。燃やせる森も無い。無視した方が早い）

「低空内には罠わなのように糸が張られています。絡からめ取られる者が出ていますが」

　副官役のバードマンの進言に、しかし堕天王は傲ごう岸がんな目線を以もつて返した。

「それがどうした。その分罠わなが減る。仕掛けを止めるな」

　衝しよう撃げきを受けて仰のけ反ぞる副官へ、彼は続ける。

「この戦いを征し、この藩はん国こく中の魂たましいを奪うばえば、我が神は完全となる。その時点で東国どころか、世界が我等に跪ひざまずくこととなる。犠牲を恐れるな。行け」

　副官は唾つばを飲む。絵空事──とは彼には言えない。堕だ天てん軍ぐんの者達たちは、堕天軍へと追った数万の大府軍を一度に半壊させた神の力を見ているからだ。

　飛び去る副官を見送り、ルシフルスは嘆息した。空域の魔力を『視みる』魔ま眼がんを発動させ、戦場を俯ふ瞰かんする。これは、バードマンには備わっていないものだ。

（糸は櫓やぐらの強化にも使っている。あの森では精査しなかったが、アルケニー種のものか。大陸からの敵によほど優秀なテイマーがいるのか？　そして）彼の眼めが戦場の者達たちに向けられる。目立って大きな魔力がいくつかある。（東国のサムライ達たちをも超える魔力の持ち主が、四体。魔力の性質からして、大陸の者達たち。しかし、その中の一体は──）

　眉まゆがひそめられる。それはあまりに巨大。当然ながらそれは、ハルベルだ。

「あの森で仕留めておくべきだったか──おのれ、勇者の似に姿すがた、そしてマガツめが」

　魔ま槍そうを持ち直す。魔力の強い個体達たちが、自分を注視していることは彼も理解している。

　戦況は開幕の混乱を脱していた。防ぼう衛えい側の陣地なども加味すれば五分、もしくは堕天軍が少々優勢程度で推移している。このままであれば、落城には時間がかかる。

　そしてルシフルスは、敵軍の中でも一、二を争うであろう力を持つ人骨がこの場にいないことにも気付いていた。

「──あまり時間をかけても本末転倒だな。良かろう」

　相手の中核を落とせば、そのまま防ぼう御ぎよ結界の消失に繫つながる。そうなれば即座に決着だ。

（強きよう襲しゆうして各個撃げき破は……いや、流石さすがにあの魔力の持ち主から視線を離すのは不ま味ずいか）

　ハルベルの性質を知らぬ堕だ天てん王おうの警戒が、ここでは東国軍に有利に働いた。風を巻いて、堕天王が戦場右翼、戦力の空白地に立った。

「地を這はう貴様らに付き合ってやる。さっさと来い」




「！　あれは……」「地に降りたでござるか!?」

　バードマン相手の防衛に参加していたミクトラとヤトノが、堕天王の挙動を捉とらえる。

「誘いか……？」

　彼女たちにとっては好機に見えるが、都合が良すぎる。逡しゆん巡じゆんが脳のう裏りをよぎったその時。

　轟ごう音おんと共に、櫓やぐらがひとつ崩れた。堕天王の槍やりから放たれた魔力光が、弓手ゆんでごと貫いたのだ。

「っ……！　どのみち、抑えには回らねばならんか！」

　放置すれば陣を好き勝手に崩される。

「東国兵は持ち場を離れられぬ！　拙せつ者しやも後から向かうでござる！」

　ヤトノの声を受け、ミクトラは堕天王の元へと急行する。元より、堕天王は大陸組で相手をする算段ではあった。しかし、

（十じゆう堕だ臣しん。私に勝てるか……？）

　彼女の胸中には不安がある。十堕臣の力は五カ国連合の人間ならば誰しも知っている。それどころか、ミクトラは実際に体験してもいる。

（力を上げた確信はある。東国のサムライにも引けを取らぬ自信もある。しかし──）

「ミクトラ。一人ではない。俺たちで勝つんだ」

　走る最中、彼女の肩に手が乗った。〇三だ。

　この旅で、ミクトラを友と呼んでくれた死者が笑う。ミクトラの心は奮ふるい立つ。

「行こう。あれやっつければ、後はみんなが何とかしてくれる！」

「うはハ。堕だ天てん王おう相手とカ、こりゃご主人様の裏切りもガチになってきたもんダ！」

「堕天軍は魔王軍から離れたのだろう？　ならば心配はない」

　デケニーの背に乗ったハルベルも合流し、敵将へと向かう。




　集まり来る者達たちを見て、堕天王は敵戦力を算段する。四体。前ぜん衛えい三体でもって、最も大魔力の一体──ハルベルだ──を守護する構えと見る。

（面倒な。大陸からの者はどれだけいる……）

　しかし、あの時邪魔したマガツの姿は、既すでに戦場に無い。ならば苦戦するものではない。

「覚かく悟ご……！」

　魔力を漲みなぎらせ、ミクトラが向かってくる。魔法冶や金きん技術の粋を極めたミスリル剣と、怨うらみに満ちた大だい魔ま獣じゆうの牙きばを用いた魔ま槍そうが火花を散らす。

　だが──ミクトラの力では圧倒されるほか無い。手数、威力、技量。全てで上を行かれるため、数合で均きん衡こうを崩される。

「二線級でも数を揃そろえれば勝てるという思い上がり、気に入らんな」

　二手目で剣が弾はじかれ、魔ま槍そうが腹に狙ねらいを定める。

「誰が、二線級だと？」

　だが。突き出される槍そう撃げきを、魔マ力ナ駆ドラ動イブした〇三の剣が受け、そらす。

（ここで、出る……！）前へ。ミクトラが踏み込んで、「動剣・五月雨──！」

　アルとの修行で体得したヤギュウ流の連剣を奔はしらせる。

「もういっチョォ！」

　遅れて到達したデケニーの槍そう糸しが、さらに手数を増やす。同時攻撃。

（獲とった……！）ミクトラが心中で喝かつ采さいを上げる。アルとてここからの脱出は容易ではない。

「大螺旋槍ヴオルテクス」

　だが。短剣下の槍やりが魔力を膨れあがらせた。そして、回転。地に突き刺される穂先。堕だ天てん王おうを中心とした全周囲に魔力の渦が巻き、

「っ、チ────!?」

　大きな影がミクトラの前に出る。次の瞬間、渦が破裂した。

　轟ごう、と。周囲十数メルの地面が刮こそぎ取られた。爆心地に立つのはルシフルス、ただ一人。彼は周囲を見回し、顔をしかめた。

「よもや撃うち漏らすとは。小こ賢ざかしい」

「ぐ、う……！　何が……」

　すり鉢ばち状のクレーターの中で、ミクトラが剣を支えに膝立ちになる。

　彼女の周囲は似たようなものだ。左腕が吹き飛ばされた〇三が舌打ちしながら頭を振る。

「ガッ……」

　どさり、と。何かが、ミクトラの傍かたわらに落ちる。視線を落とし、彼女は悲痛な声を上げた。

「デケニー……！」

「オー……まあ無事、だネ、ミクチャン……」

　それは、腹部を半ばまで抉えぐられ、下か肢しを全ぜん損そんしたデケニーだ。技の炸さく裂れつ前、自分たちの前に割り込んだのだ。

「お前、私わたし達たちを庇かばって……！」

「仕留め損そこなったのは業ごう腹はらだが。糸の元は絶ったようだな」

　声が落ちる。ルシフルスが、クレーター内の者達たちを睥へい睨げいする。

　一いち撃げきで。絶対的有利な状況から逆転された。

「おのれ……！　この誘い、こちらをまとめて始末できるという確信か──！」

　ミクトラが立ち上がる。〇三も眼下の堕天王へ投げナイフで牽けん制せいする。

　攻め手に加わろうとして、ミクトラはデケニーを見る。双方共に、戦意は萎なえていない。

「行きナ……これデ、手の内一つは見えただロ。アタシハ」

　デケニーが上を見上げる。同時、範囲外で無事であったハルベルがクレーターを滑り降りてきた。彼女はデケニーに手を当て、ミクトラへ頷うなずく。

「承知した！」

　再び、彼女も飛び込む。その横を、駆け抜ける者がある。

「遅ち参さん、相済まぬ！」

　ヤトノだ。斜面を縮地による凄すさまじい速度で走り行き、堕天王へと向かっていく。

「────何……？　魔マ力ナ駆ドラ動イブ無しだと？」

　〇三からの投げナイフを叩たたき落おとしていたルシフルスは、向かってくるサムライに眉まゆをひそめた。彼の眼めにも、魔力の反応すらない。

「雑ぞう兵ひようが紛れ込んだか──愚かな」

「いかん……避けろ！」向かいかけていた〇三の声が飛ぶ。

　魔ま槍そうが上方へ向けて振り回される。魔力を帯びた一いち撃げきは、常人ならば十人まとめて消し飛ばす破壊力だ。

「ちと雑な槍やりにござるな。我が流派に入るでござるか？」

　だが、その暴風の下へと滑りこみ。魔力を一切持たぬサムライは、ルシフルスの懐ふところにいた。

「っ！」

「静拳・応おう気き撃うち！」

　咄とつ嗟さに。逆の手で殴り飛ばそうとした堕だ天てん王おうの頰ほおを肘ひじが貫いた。至近において、応撃を誘ってのカウンター。原理は単純だが、実行は至難を極める。

「グ───!?」

　思わぬ衝しよう撃げきに、ルシフルスは一歩、後退した。

「拙せつ者しやは交差法でもせねば打撃が効かんでござるからなあ。いやはや、打った肘が痛い」彼はクレーター上方を見上げ、声を張る。「各おの々おの方！　合わされよ！」

　壁のような槍やりの連打がヤトノを襲う。それをゆらぐ柳のようにかわしきるのは、ヤギュウ流静拳・水みな面もだ。ヤトノは笑う。

「先の大技。溜めておいて誘って出したでござるな？　即座に撃てる威力では無い」

　観察されていたと知り、ルシフルスは舌を打つ。

「魔力も練れぬ欠陥生物ごときが……我が力を見切ったつもりか」

「まさか。貴殿は凄すさまじく強うござろう」ヤトノが刀を抜く。「ただ、我が師に比べると一段落ちるでござるかな？」

　あからさまな挑発に、ギアの上がった槍そう撃げきが答える。それを、魔力の通わぬ刀がさばく。

「なんという技量……！」

　ミクトラが目を剝むくのは当然だ。

　魔マ力ナ駆ドラ動イブ有りと無しでは、まともに受ければ刀が折れる。しかしその激流のような攻撃を、水を裂く岩の如ごとく最小限の接触と力の誘導を両立させた神かみ業わざで流している。

　これぞヤギュウ流静剣・瀑ばく中ちゆう岩がん。

（いやでもこれ、とんでもなくしんどいでござるな……！）

　表面上は余裕を装よそおいつつも、その実ヤトノは必死である。

　確かに、ヤトノの技量は高い。しかしそれだけで、同レベルの技量を持ち、超強度の魔マ力ナ駆ドラ動イブによる圧倒的な速度と威力を誇る、堕天王との差を埋めることは出来ない。

　剣先によるフェイント、さらには一瞬だけ発動させた幻まほ刃ろばにより、無意識のレベルで攻こう撃げきの誘導を行っているのだ。そうやって、次の攻撃位置を限定させて、かわすのがやっとである。

　加えて、ルシフルスは常に一定の注意を、最も大きな魔力を持つ──ハルベルへ向けている。

（妙な具合だ）当然、ルシフルスもヤトノの仕掛けには気付く。

　しかし。彼が対応を変える前に。無言で〇三とミクトラが躍おどりかかる。

「！　アンデッドか……！」

　ミクトラは予想していても、片腕をもがれ、なお攻めかかる〇三の姿にルシフルスは一瞬対応が遅れた。

「見苦しくてすまんな！」

　先の一撃でコートを吹き飛ばされた〇三は、今ではその継つぎ接はぎだらけの肢し体たいを晒さらしている。

　がぎがぎがぎ！　と金属音が連鎖する。堕だ天てん王おうが守勢に回った。

　ミクトラの剣。〇三の短剣と蹴しゆう撃げき。ヤトノの虚実混じった剣と拳。それら全てをルシフルスは槍やり一本でさばく。

「反撃は出がけでさばけ！　振り抜かれれば止められんぞ！」

　ミクトラが檄げきを飛ばし、三人が一体となり攻めかかる。

（なんだ、こいつらは）違和感が歴戦の堕天王を走る。（実力は目算通りだというのに、この粘り。……格上と戦い慣れている……？）

　まとわり付かれることを嫌がり、ルシフルスが槍やりを横よこ薙なぎしようとする。しかしそれは振り始め、最も力が乗っていない場所で、

「〇三殿！」「ミクトラ、承知した」

　二人がかりで抑えられる。その隙すきに、ヤトノの無視出来ぬ威力の一撃が来る。

「────ッ！」

　初めて、ルシフルスの頰ほおに傷が刻まれた。彼は奥歯を軋きしらせる。

「舐なめるな下等生物共が……！」防ぼう御ぎよしている内に溜ためていた魔力が、堕天王の体内を巡る。槍やりの穂先に魔力が回る。「大螺旋ヴオルテ────っ!?」

　撃ち放とうとした、まさにその時。ルシフルスは突とつ如じよ目の前に現れた刃に気付き、思わずのけぞる。地に槍やりを突き立てるのが一瞬遅れる。

「散れっ！」その隙に、ミクトラ達たちは一気に距離を離す。

「ッ──槍クス！」破壊が膨らむ。クレーターを更に抉えぐるように、魔力が吹き荒れた。

「はぁっ……はぁ……！」

　修復途中ながらも糸の防御を張ったデケニーの後ろに〇三とハルベルが、静剣・円まどかを放ったミクトラの後ろにヤトノが。体力を削られつつも致命傷は避けている。

「何だ今のは……剣？」

　先刻の幻まほ刃ろばを理解出来ず、見えぬ敵を探すルシフルス。

「すまん、ヤトノ殿。助かった」「そちらも御見事な円。本気になられると辛つろうござるな……」

　一方、相対するミクトラ達たちも息は荒い。〇三は、ハルベルに腕を再さい癒ゆ着ちやくしてもらっている。さらには、デケニーもまた内部はともかく、外見は再生を始めている。

「その娘、死し霊りよう術じゆつ士しか……！」

　忌いま々いましげにルシフルスが呟いた。彼にしてみれば、〇三のみならず、各所に糸を張りまくっているアルケニーすらアンデッド、ということは想像の外だった。

「なるほどな、この戦場も、あの森の村も。全ての要かなめは貴様というわけだ」

　堕だ天てん王おうの眼光がハルベルを貫く。一般の人間ならば、それだけで気絶するほどの圧だ。しかし、ハルベルは最も早はや、そういった範はん疇ちゆうにない。不敵に笑い返す。

「今頃気付いた？　セッケルもだけど、案外残念だね、十じゆう堕だ臣しんって」

「言うねエ」デケニーは苦笑。

　ルシフルスが鼻白む。だが、知ち己きの名を出され興味の方が勝った。

「堕だ屍し王おうの名を知るか……ならば、貴様らが奴やつを倒した人間……。大陸の人間が、何な故ぜここで東国に与くみする」

　わざわざ他国の者がこのような死地に飛び込む理由が、堕天王には分からない。彼には明確な理由がある。警戒態勢が整っており大規模反攻を受けるバルキアを避け、東国を狙ねらう理由も。月神の座所を作るためだ。そして自みずからの目的のためだ。

（翻ひるがえって。こいつらには何も無い。我われ等らとそう変わらん時期に来たはずだろう）

「本気で言ってるの、それ」ハルベルの迷い無き声が返る。紫の魔力に染まった瞳がルシフルスを貫く。「あなたが、ここの人達の居場所を奪ったからでしょう」

「────、は────？」

　戦いくさの喧けん騒そうが一瞬遠くなる答えを、堕天王は聞いた。

　客観的に見れば、彼の問いにとっては、およそ答えになっていない答えだ。しかし、魔ま槍そうを握る手に力が籠こもる。

「ゴオァァアッ────!?!??!」

　瞬間。横から飛来したグライフォンが、空中で急制動をかけたように跳ねた。そのまま切り裂かれ、地に落ちる。

「女帝サマが話してんだロ。邪魔すんじゃねーヨ」

　片腕を上げたデケニーが冷徹に告げる。その身体からだは再生を済ませ、各所に甲こう殻かくが鎧よろいめいて広がっている。ハルベルによる強化だ。この状態のデケニーは、単純な魔力ではアルにも迫る。

「堕だ天てん軍ぐんは独断で行動を起こしたと、聞いている」

　続ける声はミクトラだ。堕天王の視線がそちらに向いた。

「魔王軍を離反してまでの行動だ。そちらにも何らかの理由があるのかもしれんが」彼女は己が主を思う。「私は子のために自らの復権を捨てた主を持つ身だ。主の信念に従い、貴様らの蛮ばん行こうは見過ごせん」

「お前は人々の命を神の贄にえとした、と言ったそうだな」〇三が、癒ゆ着ちやくした左腕の感触を、掌てのひらを握って確かめた。「それは摂理に反する。生命の継承を否定することは認めん」

　各おの々おのが。各おの々おのの生の中に見み出いだした答えで堕だ天てん軍ぐんの行動を否定する。

「なるほど」対して。ルシフルスは嘆息して首を振った。「何かあるかと期待した訳でも無いが──こうも増ぞう上じよう慢まんしておるとなれば聞くのでは無かったな」

「どういう意味にござる」

　ヤトノには答えず、ルシフルスは己の憤怒のままに魔マ力ナ駆ドラ動イブをさらに強めた。黒い翼つばさが発光する。槍やりを魔力が覆おおい、さらに禍まが々まがしい形へと変えていく。

「っ」「こ、これは……！」「サー、マジで来るヨ……。構えナ」

　見せられた十堕臣の本気に、ミクトラ達たちは物理的な圧さえ覚える。引かずに真まっ向こう見み据すえるのはハルベルのみだ。

「弱さによりたまさか繁栄しただけの劣等種共が！　私に！　道理を！　説くか！　貴様ら全て、この世の生命連鎖より消し去ってくれる……！」

　ルシフルスの瞳に怒りの炎が灯ともる。その目を直視したミクトラが気付く。

（なんだ、これは……堕だ天てん王おうの怒りに、悲哀が見える、だと？）

　その感情の炎は、こう名付けられている────復讐だ。

　次の瞬間。ミクトラの眼前に憤怒の堕天使が現れる。

「っ！　速……！」槍撃が彼女へと迫る。先刻までとは速度が二段、否、三段違う。辛うじて、受ける。「お、もっ!?」

　一撃の重さも同様に。一瞬で、ミクトラの防御が弾かれた。死の宣告が下る。

「消え果てろ」










　　　○




　戦闘による振動が続くセダ城内。壁にもたれるようにしながら、シミュラルが廊下を進む。

「今の炸裂は、堕だ天てん王おうの魔力……ミクトラ達が、危ない……」

　息は荒い。呪傷は解呪されても、後遺症は残っている。手助けを借りて城を守る防御結界を作れたことすら奇跡の域だったのだ。絶対安静にしろと、アルからもきつく言われている。

「申し訳、ありません、父様……しかし私は、行かねば……」

　ハルベルとミクトラ。彼女たちは。母親と、己の身を捧げる筈だった父親……それしかいなかったシミュラルの世界に現れた、新しい者達だ。

　その眼には決意がある。彼女たちに、シミュラルは新たな居場所を見出した。

「ともだち、なんです……はじめての……だから、私は──！」

　父親の命にすら、逆らうほどの熱を。今のシミュラルは持っている。




　　　○




　それは。待っていた。

　己の中で陰陽巡り、調和成して人の身体からだを造り替えることを。

　加齢に加え、長年の戦いで内外問わず傷は積み重なり、その身体からだは限界にあった。

　だから、自身の死を前提として、ひとつの仕掛けを施ほどこした。

　きっかけは、大陸で出会った己の仲間であり、弟子だ。彼かれ等らを見て、こう思った。

『限界が来たならば、生まれ変わる』

　己の立場を利用して、様々な書物を集めた。仲間と同じ秘術は、東国生まれの自分には叶かなうまい。であれば、東国のものを探す。

　果たして。見つけた手段の実現性は、かなり低かった。

『ま、上う手まく成れば万々歳、出来なきゃ死ぬだけだ』

　そう決めて、行動した。己が出来る範囲で、己の死をせめても周囲が有効活用出来る形で。

　条件は、強い、強い闇やみの気（魔力）の一いち撃げきだ。常人ではとても届かぬそれを、身に受けねばならない。それと、己の人としての陽の気を合わせ、陰陽を巡らせ無限の体内炉となす。

　ひとつは、東北で起きた戦の敵から得た。

　いまひとつは、果てしない偶然の中で現れた己の弟子から得た。

　気法を極めた者がさらなる大気を受け、死ぬことで、生まれ変わる。これを東国の秘術で、尸し解かい仙せんと言う。




　ざしゃり、と背後で音がして。伝令へ兵を休ませる順番を指示していたイタツは振り返った。

「────やっと起きよったか。随ずい分ぶんと修羅しゆら場ばになってるぞ。兵の休息もままならん」

　背後からの存在が藩はん国こく主しゆの横に並び、怠だるそうに首の後ろをさする。

「っあー……。おー、あちこちやられてんな」

「天地の主戦場、敵大将と客将、おそらくは骨の御ご仁じんも。全て劣勢だな」

　はあ、とそれは嘆息した。雲が流れ、月光が天守の内部を照らす。

「しょうがねえな、若造どもは」

　現れるのは、マガツの顔だ。だが、その気配は既すでに人のそれではない。身体からだ全体から静せい謐ひつな、しかし得え体たいの知れない気配が満ち、

（あの骨の御仁に近い……）イタツが目を眇すがめた。「成ったのか。……尸解仙とやらは」

「おう。これで晴れてただのマガツだ」マガツが欄らん干かんへ足を乗せ、戦場を見る。「とにかく、神だな。比べてみたい」

　飛んだ。前方へと。




　櫓やぐらには、バードマン達たちが肉薄しつつあった。飛んでくる堕だ天てん軍ぐんに対し、対空の手が足りなくなりつつある。

「とにかく撃うて！　くそっ、櫓やぐらがもう保た……ん、んん!?」

　叫ぶ櫓やぐらのサムライは、およそ二十メルの高さ。その真横を背後から飛び過ぎていった影を見て、目を丸くした。

　月光を反射した銀色が奔はしる。櫓やぐらに集まりつつあったバードマンが二体、ふらついて落ちる。その背を踏むのは、斬きった本人だ。

「カカカカカカカカーッ！」

　けたたましい笑い声を上げながら、再びマガツが飛んだ。銀色が奔はしる度、バードマンが、魔ま獣じゆうが、叫び声を上げて墜おちていく。

「あ、あれは……マガツ様……いや、化け生しよう、か……？」一瞬呆ぼう然ぜんとしたサムライだが、はっと顔を上げる。「い、今の内だ！　立て直せ！　糸の上に出られる者は出ろ！」

　再び、空へと弓矢が放たれていく。

「あそこにも一発、入れておくか。同じ死体還がえりだ。ま、許せ」

　宙のマガツが前方、出城の登り口にて雑ぞう兵ひようと押し合う月光兵へと目を向けた。

「動剣奥おく伝でん・神かん無な・中ちゆう天てん」

　身を捻ひねり、凄すさまじい魔力の塊かたまりを撃うち放つ──月光兵の真ん中へと。

　地が爆はぜる。破裂音と共に、数百体もの月光兵が天を舞う。

「……！」「あ、ああ……みんな……」「天魔か……？」

　その有あり様さまに、先ほどまで月光兵と押し合っていたムデ藩はん国こく兵達たちも戦せん慄りつする他ない。

「すまんな。某それがし、人を辞めてしまったものでな」適当な糸をマガツは踏む。力を込め、反動で跳ねる。「次は若いモンの世話と行くか」

　鋭角の軌き道どうを幾重にも重ね、マガツが飛んでいく。




　　　○




　荒れ狂う堕だ天てんの槍やりは、最も早はや敵味方の区別は無かった。救援のつもりでやってきたバードマンですら瞬またたく間まに微み塵じんに突き破り、ハルベルを砕くだかんと迫る。

「くそっ、くそっ……！」ミクトラが涙を浮かべながら地に這はう。

　その左腕が、肘ひじから無い。数メル横へ落ちていた。だがこれでも命拾いしたと言える。彼女に炸さく裂れつした堕だ天てん王おうの一いち撃げきは、東国の魔装束が無ければ半身を吹き飛ばしていただろう。

「私は、未いまだ主の足下にすら届かないのか……！」

　戦場は、彼女を置いて移動している。魔力の奔ほん流りゆうとも言える槍そう撃げきが無数に舞う。今は、デケニーが防御役だ。横から〇三、背後からはヤトノによる幻まほ刃ろばの援護があるが、

「ッ、俺の足も──！」「なんたる激しさでござるか！」

　堕天王の槍やりは止まらない。デケニーの甲こう殻かくが次々と散っていく。

「グッ、こノ、ふざケ、やがっテ……！　大人げねえナ！」

「黙って砕け散れ、死蜘ぐ蛛も如ごときが」

　後退しつつ、ヤトノは歯を食い縛る。

（一瞬、一瞬の隙すきさえあれば！　奥おく伝でんの幻刃を撃ち込めるのでござるが……！　拙せつ者しやらが総出で、それすら作れぬ！）

「ミクトラッ、早くここから離れてェ！」

　狙ねらわれている本人、ハルベルの声が飛ぶ。ミクトラが歯を食い縛る。

（そうだ。嘆いている暇などあるか……！　友の危機だぞ！）涙を振り切り、目を見開いた。「腕の、一本、如ごときでぇ！」
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　剣で駄目ならば、肉弾だ。己おのが身を盾たてに、と振り向いた、その時。

「おう。孫弟子。聞いてはいたが悪い癖だな。もうちっと身体からだは大事にしやがれ」

　声が落ちた。超速度で飛び来たった影が、堕だ天てん王おうの背後へと迫る。

「ッ！　きさ、ま……！」

　狂乱のルシフルスが、それでも危険度を即座に察知する。魔ま槍そうが闇やみの炎を噴く。

「──何い時つだかの借り、返すぞ」

「マガツ＝ヤギュウゥゥァ！」

　月光の下で、銀と黒が交こう錯さくした。次に散ったのは、赤だ。

「…………！」十じゆう堕だ臣しんの胸が裂けた。「おのれ、死に損ぞこないがァ！」

「いやいや、一回死んだんだこれが──後はなんとかしろ、若造共」

　だだだん！　と。空を蹴けってマガツが空中を走り去る。

「某それがしは神を斬きってみたいのでな！」




　　　○




　マガツが空を往ゆく。コツを摑つかんだ。崖がけを登ることを専門にする者達たちが僅かな取っかかりを指先で摑つかむように、空中に漂う僅わずかな魔力であっても。足の指で摑つかみ、跳とんでいく。

「さて──、やはり、某それがしはこうなったなあ」

　幻まぼろしの月を見ながら。どこか寂しそうな目を、マガツはした。

「嫁を取り、家族を作り、父上の道場を継いで、大名になって。そこまでやってみても、この歳としまで生きても、まーだしっくりこねえ」

　挙あげ句くに死に、生まれ変わって。全てから切り離されて。ただ一個のマガツとなって。

「本当に、スッキリしている──某それがしは、やはり元から人でなしだったということだなあ」

　一生を終えてみて、認めざるを得なかった。ただ白はく刃じんの切っ先のみが、己の居場所だった。それ以外は、全てが余分。そういう存在が、マガツだった。

　山の稜りよう線せんに沿って駆け上がる。今はもうヤギュウの名すら捨てて。

「某それがしは、神を斬きるぞ！　くは、くはははは！　剣けん仙せんマガツ、いざ参る！」




◆仙人（人類敵対度……無し。現在、実在の確認がされていない）


　バルキア極東と東国に伝わる種族。種族、とは言っても後天的に成るもの、と伝承は伝える。全ての種族にその可能性があると言われる。

　存在としては（地上にいた頃の）神にも近く、最高位の能力を持ち、基本的に魔力で生命活動を行うとされる。元の生き物だった頃の臓器は補助器官に回るようである。

　現在、仙人化の秘術はそのほとんどが失われ、かつ、神々が去った現環境ではほぼ不可能な方法となった。

　その中には、一度死を経由するというアンデッドじみた手法も存在すると言われている。



勇者曰いわく「東国行けばいるかもしんないらしいから、一回会ってみたいなあ」




　アルは一瞬だけ、神聖剣を神の右腕骨と合わせて解放する。それで生まれる大出力を、ナシンナの月げつ刀とう、もしくは重力波へとぶつけ、一瞬の均きん衡こうを得る。その隙すきに、

（相手の死角に回る。その一瞬で、ブチ込む……！　もうこれで何度目か分かんねえけどさ！　決まるまでやってやらあ！）

「──は。勇者よ、健けな気げで、ある！　千せん重じゆう！」

　ずごお、とアルの全骨に重力がかかった。堕だ竜りゆうの魔マ力ナ駆ドラ動イブを全開にしている彼ですら、倒れ込むほどの威力。

「な、こいつ……刀持ってんのに！」

　ナシンナを見上げて、気付く。彼女の更に上、幻まぼろしの月が強く光っていた。

「あれは妾わらわの力の源。来る神しん世せい復ふつ古このため、直接の使用は控えたかったが──汝なんじが余りに粘る故ゆえ、致し方無い。己が力誇って、死ぬがいい」

　超重力の中で、ナシンナが月刀を振りかぶる。さらにその上で。幻げん月げつにひとつの影が浮かぶ。

「動剣・神かみ卸おろし」

　空間が割れる。次元を切り裂く秘剣により、重力場が砕くだけ散る。

　秘剣の主は、着地するのは、剣けん仙せんマガツ。膝立ちの体勢で、同じく膝しつ蓋がい骨こつをついたアルと月神を挟はさんでいる。

「！　汝なんじは……」一瞬。神の化身の動きが止まる。

　師弟はアイコンタクト（片方無いが）。即座に技を選択。

「「静剣──瀑ばく布ふ断だち！」」

　左右からの二に閃せん。衝しよう突とつ点てんで、魔力の爆発が巻き起こる。

「ち、ィ─────！」

　片腕になったナシンナが爆発から飛び退しさる。彼女は咄とつ嗟さに、視界にあったアルの瀑ばく布ふ断だちを月げつ刀とうで防いだが、これは明らかな判断ミスだ。

「なんだオイ──神だって斬きれんじゃねえか、なあ？」

「あの金色の刀にゃ触るなよ。一発で折れるぞ」

「あ？　んだと？　折れねえ自分の剣の方がいい得物だってか？　某それがしのがいいっつの」

　煙の中から。一体と一人──否、双方人外の二体が現れる。

「汝なんじ、仙せん人にんか……！　外げ法ほうを用い、神の頂いただきに上がれるとでも思うたか！」

「ンなこた興味ねえな。某それがしの興味は、お前が斬れるかどうかだよ」

　ナシンナの詰きつ問もんに、はあ？　とばかりに耳をほじって答えるマガツへ、今更ながら、アルが振り向いて硬直した。

「って、うわああああああああマガツ爺じいさんじゃねえか！　おばけ!?」

「まんま死体のお前が言うんじゃねえよ」

「え？　え？　なんで生きてんの爺じいさん？」

「お前の気もらって死んで仙人になった」

　人骨が考え込むように頭骨を倒す。そのまま、時計回りに一回転。考えるのをやめた。

「仙人？　せん……仙人……ワッケわかんね。俺らの涙を返せクソジジイ」

「泣けねーだろお前。てかすぐ切り替えたの見てたからな某それがし」

　言い合う二人へ。光輝の殺意が吹き付ける。月光を浴びたナシンナの左腕が復元していく。

「はあん。何度でも斬れていいことだな」神の殺意に劣らぬ剣気を返し、マガツが笑う。

「さっさと終わらそーぜ。俺、仲間も手伝わにゃ」アルの神聖剣が、全力解放による激烈な光を放つ。

　堕だ天てん王おうが。月つき神がみが。それに立ち向かう者達たちが。最終局面に入る。




　　　○




　セダ城。堕天王ルシフルスの目が脅きよう威いに見開いた。マガツによる一撃の、刹せつ那なの硬直に。

「「「「「──────────！」」」」」

　これを待っていたと言わんばかりの声無き咆ほう哮こうが。

　片腕のミクトラの、己が身を弾丸と化したような突きを、ルシフルスは左掌てのひらの魔ま力りよく塊かいで受ける。ハルベルの瞬間強化を受けた〇三の蹴しゆう撃げきを、金こん剛ごうの如ごとき腹筋で止める。同じく強化されたデケニーの糸は魔ま槍そうで打ち払う。

（もう一人は──所詮魔力も練れぬ劣等！　曲芸師に過ぎん！）

　迫るヤトノを認識しつつ、無視する。血を吐きながらルシフルスは翼つばさを撃うつ。

「まずい！　不利を悟さとったか！　飛ぶぞ！」

　絶望的な一手だ。元々、堕だ天てん王おうが要注意戦力を一か所に集め、仕留めようとしたからこそ成立していた戦場である。一度飛び立ってしまえば、ハルベル達たちの有効手は少ない。

　それを、不思議な感覚でヤトノは見る。黒こく翼よくが風と魔力を摑つかむさまを見る。

（拙せつ者しやは──見た。この戦で、夥おびただしい数の）バードマン。空を往く者達たち。（今の拙者ならば）

　ヤトノの無む幻げんの左腕が。人のものでは無いそれを形作る。空へと掲かかげられる。

　爆発的な勢いで上昇しようとしている堕天王が、信じられないものを見る目をした。

　轟ごう！　と。翼持つ者の王、堕天王すら上回る勢いで。

（翼!?　空を、飛ぶ、だと──？　翼どころか、腕すら無く）

　空力・魔力を掴むのに理想の形をした、重さすら持たぬ夢想の。夢む幻げんの翼。

（魔力すら無い！　神にすら見放されたような、人間が──！）

　ヤトノが、ルシフルスの上を取った。その翼が空中で、腕と剣に変わる。無視していた相手からの、完全に予想の外の攻こう撃げき。防ぼう御ぎよなど叶かないはしない。

「幻げん刃じん奥おく伝でん──夢む幻げん抜ばつ刀とう・現うつつ重がさね！」

　夢幻と現実の刀。その双撃がルシフルスの両肩を斬きり裂いた。

「ガ、アァァァアァア────！」

　墜おちる。その名の如ごとく。堕天王が地に墜おちる。轟ごう音おんと共に、クレーターの底へと。




「なんだと！」「堕天王様が!?」

　強大な魔力衝しよう突とつ、そして大音に、そちらを見たバードマン達たちも多い。動揺が広がり、彼かれ等らの士気にヒビが入る。

「敵将が討うたれたぞ！　今だ！　押し返せぇ！」

　サムライの弓が。糸の足場を走る者の刀が。空中で止まってしまったバードマンや魔ま獣じゆうに一斉に襲いかかる。さらにムデ藩はん国こく軍により、堕天王が倒れたとの流言が繰り返し走る。

　戦闘の趨すう勢せいが、変わり始めた。




　　　○




　山頂では、神と仙人、そして死し霊りようの人外の闘いが続いている。

「浅ましや。疾とく地に返れ、化け生しよう共──」

　ナシンナが冷徹に宣言する。今や幻げん月げつの力も用いた彼女の猛攻は、アルとマガツ両名をして圧おし始めている。

　瞬間的な重力結界、重力の波動に刃、そして月げつ刀とう。荒れ狂う月光が舞う。

「俺が防ぐ！　なんとかブチ込め爺じいさん！」「お、師匠に花持たせるとは案外出来た野郎だ」

　背骨と背中を合わせて全方位重力弾を迎げい撃げきしたアルとマガツが、弾はじけるように離れる。アルを先頭にマガツが続く。

（てかそろそろ決めねーと魔力がヤバい……結構耐えてたからな！）

　ナシンナの左ひだり拳こぶしが迎え撃うつ。当然の如ごとく、強烈な重力放射突きだ。螺ら旋せん状の重力波は、受ければその部位が捻ねじれ裂ける。

「動剣・螺ら旋せん衝こう！」対するアルの剣技も螺ら旋せんだ。骨体を利用して、腕骨そのものを回転させて放つそれは、肉ある者の同技を上回る。

　衝突。不壊の神聖剣が重力波を散らして突進していく。

「────」ナシンナは無言で拳を引き、次は掌てのひらを下へと押す。

　重力結界。彼女の円形周囲数メルが即座に百倍もの重力を得る。だが、アルは既すでに突きの姿勢から連係動作を取っている。右みぎ肩けん峰ぽう骨こつを入れて、斬きり上げる！

「割れろォ！」月神諸もろ共ともに斬り裂かんとする一撃は、動剣・神かん卸おろし。

「かかったな」月神は笑う。

　重力結界を割られるまでは想定内。しかしその一撃は如い何かに次元を割る力を秘めていようが、始動自体は遅くなる。

　身を沈めた寸すん毫ごうの見切りの先には、体を回している人骨だ。月刀が切きり上あげに打ち込まれる。

　しかし。アルは斬り上げる上昇力を用いて飛ぶ。勢いを腰骨から上に運体で集中。高速の回転をもって、振り抜いた剣を戻してくる。月刀と衝突。

（剣が壊れぬとも、此こ度たびは妾わらわも全力。そのまま天へ微み塵じんに噴き飛べ！）

　超重の衝撃が骨体へと伝わる。微み塵じんに砕けるその寸前に。

「誘ったのはこっちも同じだ──静剣奥おく伝でん・如きさ月らぎ円エン天テン」

　不壊の剣で受け、必断の斬ざん撃げきを衝しよう撃げきへと変換する。予測の上のそれならば、如い何かに強くとも。

「俺おれ達たちは流せんだよ、覚えとけ神様！」

　アルへと伝わった力が、凄すさまじい勢いで骨体を円形に回す。月刀の超重、城ひとつ分の破壊力を乗せた、

「動拳・転てん蹴しゆうゥァ！」

　ブーツに包まれた踵しよう骨こつが落ちる。音すら周回遅れとする激突。不可視の衝撃が一帯を走り抜け、山そのものを揺らす。

「汝なんじ……！」その呼びかけには、明らかに驚嘆がある、しかし。

　ナシンナは膝近くまで地に脚を埋めながらも。左手に展開した重力盾で転蹴を受けていた。

　決まり手にはなっていない。しかしながら、此こ処こには今ひとつの人外が存在する。圧倒的な余波をものともせず、マガツが月神を間合いに収めていた。

「よもや据すえ神がみ斬りとはよ。出来過ぎた弟子ってのも考えもんだな」

「！」神の顔に、初めて焦あせりめいたものが浮かぶ。

　如い何かに彼女でも、足が止まった上に片手の刀では、マガツの魔剣には触れることも不可能。剣けん仙せんの腕が、振られる。

「舐なめおるな、未いまだ概念も操れぬ仙人紛まがいが……！」ナシンナの地中に埋まった足が重力を発し、山の遙はるか下まで貫いた。「おあぁっ！」神が咆ほう哮こうする。

　山肌どころか、山体を半ばまで。振り上げられた重力脚が、山頂を崩壊させる。

「うおわあ！」上方へと吹っ飛ばされる人骨。しかし、彼は見た。「マガツ爺じいさん……！」

　無数の岩塊と死体が宙を舞う中。元いた場所から一いつ寸すんたりとも動かない、剣の円えん結界を。

「円まどかって技は某それがしの流派でも一番難しいんだこれが」岩を円の斬ざん撃げきで斬きり飛ばしながら、声だけが響く。「奥おく伝でん出来るのに円が出来ねえ奴やつってのもいるほどでな──ヤトノは、得意だったか」

「おの、れ……！」

　怨えん嗟さの声を上げる月の化身へと。繫つなげる技は、

「動剣奥伝・太極仙せん魔ま剣けん」

　斬撃とは思えぬ剣けん閃せんが連なった。正円と、中央を割る曲線。それはひとつの紋もん様ようとなる。

「────────────！」声にならぬ叫びが月神から漏れる。

「なんだあれ!?」アルが驚きの声を上げた。皆かい伝でんの彼にも未知の剣。

「魔王が斬れなかったのがムカついてな。某それがしが帰ってから作った、神殺しの剣だ」

　ナシンナに刻まれた紋様──東国の伝承における陰陽の相克を表す軌き跡せきは、それをもって神気を発し、永遠に循環する。即すなわち。

「その斬撃は相手が滅するまで消えん。陰陽の流る転てんの中に滅べ、月神」




　　　○




　両極の戦いが終幕を迎えんとする中で。

「────ッ！」

　クレーターの底で、ルシフルスは己が主の神気が乱れていることを知覚し、目を覚ます。

　天を仰ぐ。幻げん月げつは未いまだ健在。しかし同時、それを覆おおい隠す影達たちがある。

「今の内に止とどめを！」「キッチリぶっ殺しとケ！」

　飛びかかるのはデケニーと〇三のアンデッド組。他は体力を使い果たしているか、傷が重すぎる。ヤトノもまた、二連続の幻まほ刃ろば、しかも本来無い器官を創出したことにより、心身ともに消耗が重い。

「ふざけ、おって……ぐ！」

　身を起こした瞬間、両肩から走る傷口にルシフルスの動きが止まる。その隙すきに迫った〇三の短剣が、身を庇かばった腕に突き刺さる。さらにデケニーの糸が槍やりを包む。

「さっさト、死んどケェ！」

「、ご、お……貴様らが──」

　死し霊りようの牙きばと刃が迫る。死を前にして、堕だ天てん王おうの憤ふん怒ぬが臨界を超えた。痛みからでは無い。死への恐怖からでも無い。それは。純粋な、

「これ以上、何を得ようと言うのだ、貴様らがぁあああああ！」

　──理不尽への、怒りだ。




　かつて。未いまだ神が地上に在った時代。ひとつの王国が在った。翼つばさ持つ人々がこの世の春を謳おう歌かしていた。

　魔力により身体からだの代謝循環を行う彼かれ等らは強く、寿命もまた永い。天も地も彼かれ等らの領域として、精霊や竜りゆう、巨人達たちに並ぶ頂点種であった。

　その中に、勇者と呼ばれた男がいた。同時に、彼は王でもあった。

　彼は永く続いた国を受け継ぎ、治めた。王国の危機には率先して立ち上がり、国を守った。

　それが永遠に続くと思っていた。神は世界を運営し、自分たちは王国を守る。勇者は勇者として、また王として、満ち足りていた。

　──ある日。地上から、魔力の減少が始まった。

　正確には、著いちじるしく薄くなった。世界の魔力は、大地と大気がもたらすだけのものとなった。

　上位精霊は姿を消し、竜は活動頻ひん度どを下げた。

　この異常事態の中で、身体維持にすら魔力を用いる王国の人々は、その影響をもろに受けた。弱い子供や病人から倒れていく。

　国一番の巫み女こによる神しん託たくの祈願にすら答えは無く、勇者であり王でもある彼は、原因を調べ、解消する旅に出た。あらゆる力が落ちた身で、勇者は幾多の困難、難敵を退け、ついにただ一柱地上に残った叡えい智ちの神の元へ立った。その答えはこうだ。

　──『神々は、地上を去った』

　世界規模の変動は、神々の消失によるもの。原因は判明しても、解消の手段は無い。

　徒労の帰路となった。勇者には、終わるとしても国を治める義務があった。神のように、捨てはしない。

　己おのれが国を、民を、愛する人を。何の罪状も無く、ただ神による世界の変革に奪うばわれて。それを取り戻す行いも無為に消えた。

　王国の終わりを、その目で見届けた。愛する妃きさきを、その腕の中で看み取とった。彼女の最さい期ごの願いを、その身に刻んだ。

　彼は。死に行く民から託された魔力を使い、九割九分はそのまま死すという転生の秘術を用い、生存に魔力を必要としない下位の種族へと己の身体からだを造り替えた。その経けい緯いのためか、その種族と比べても彼の寿命は永く、尽きなかった。

　世界魔力の影響が少ない者達たちが、地上の覇は権けんを握った。ただ弱かった故ゆえに世界の大変動を逃れた者達たちが。

　彼は、千年の孤独を生きた。

　故に彼は。人間を蔑さげすみ。人を滅ぼすという選択をした魔王に従った。




　かつて神世の勇者であった者が千年を経て手に入れた名を、堕だ天てん王おうルシフルスと言う。




（許せるものか。これ以上、許せるものか。人間共が何を得る。許せるものか）

　傷を負い、糸に巻かれた堕天王が光を発した。

「こいつハ……!?」異常をデケニーが悟さとる。

「翼つばさが、白く？」今まさに最後の一いち撃げきを見舞おうとしていた〇三が、変異を目にした。

　──東国ヤマは、世界でも稀まれな龍りゆう脈みやく地ちの多い土地である。さらに、ここ数ヶ月は月神の存在により、尚なおのこと魔力が活性化していた。アル達たちが巻き込まれた転移装置の誤作動も、それが主原因である。さらに今は、満月の夜。

　今この地は、神かみ世よに最も近付いている。

「があああああああ─────ッ！」

　槍やりが極光を発し、デケニーの糸を内から食い破る。光の柱がクレーターから発せられた。

「な、何が……」

　それを上部から見ていたハルベルの脇に、どさりと何かが落ちた。

「ぐ……あ」

「〇三さん!?」

　それは、〇三の上半身だ。最も肉薄していた彼女はバラバラに吹き飛ばされていた。

「クソッ！　とんでもネー！」這ほう々ほうの体ていで、あちこち身体からだを欠けさせたデケニーがクレーターから逃げ出してくる。彼女と〇三の治療をハルベルが開始する。

「何があったの!?　堕天王は？」

「先祖返りダ！　あの野郎、ここに来て天使になりやがっタ！」




◆天使（人類敵対度…無し。絶滅している）


　かつて神々がいた時代に生息していたバードマンの上位種。

　翼を持ち飛行するのはバードマンと同様だが、彼かれ等らは魔力で生命活動の大部分を行っていた、とされる。生態自体が魔マ力ナ駆ドラ動イブしているようなものであり、身体能力、魔力、寿命その他全てが現生の生物とは一線を画す種族であった。

　神の声を聞くことすら可能であり、それに由来する秘術も数多く操った。天使という種族名もここから来るものと推測できる。

　しかし、神々が地上を去ったことに連動し、絶滅したとされている。






　ルシフルスがクレーターから上がってくる。

　翼つばさは四枚に増え、白く光を放っていた。

「天使……そうでござったか。我が国の伝説に残る、神じん通つう力りきを操る天てん駆くとは……！」

　魔力が満ちたこの地で、月神の加護を受けたルシフルスが、人間達たちを見る。

「人間共……！」神こう々ごうしい外見に反し、その目には憎ぞう悪おが満ちていた。

　ヤトノを睨にらむ。魔力すら持たず、しかしそれに頼ることも無くあらゆる事を為なす可能性。

　殺す。ルシフルスは、強くそれを意識した。こんな存在は、認められない。

「まだだ。堕天王……友に手をかけるなら、私の後だ」

　だが。倒れ伏す人間達たちの中で。新たに一人、戦場へと現れる者がある。

「貴様……」

　息も絶え絶えなその人物は、シミュラルだ。その様は、嫌が応にも堕天王に幻げん視しさせる。

　勇ある者。かつての、自身が捨てたもの。

「この……！」認められぬもの。捨てたもの。激げつ昂こうしかけて。ルシフルスは再び、主の脈動を感知する。弱まっている。一刻を争う。

　舌打ち。堕天王は天へと翼を撃った。凄すさまじい速度で、月へと向かう。

「い、行っちゃった？」「しかし、あの方向は……！」

　ミクトラの視線。光が向かう先は、主のいる場所だ。

「デケニー。治ったばっかりで悪いけど、行ける？」「──女帝サマの思うままニ」

　ハルベルが即断。死し蜘ぐ蛛もの即応。

「〇三さん、悪いけど──」

「構わん、俺ならば後でなんとでもなる。行け。アルを助けるんだ」

　上半身だけの〇三が答える。頷うなずいて、ハルベルとデケニーが空へと糸を飛ばした。

「父、様……」シミュラルが行く先を見て、ふらりと倒れた。周囲に友が集まってくる。




　天から見る戦場は推移する。今は、バードマン達たちが劣勢に陥おちいった代わりのように、地上が月光兵達たちに押されている。疲れも無く押し寄せる彼かれ等らに、ムデ藩はん国こくの兵達たちに疲労が見え始めていた。心理的な圧力の影響もある。敵兵のあちこちに、知ち己きが見えるのだ。戦の昂こう揚ようで誤ご魔ま化かしていた意識に、それは滑り込んで来る。

「あの人ひと達たちも、解放しなきゃ……！」ハルベルが眼下を見て表情を悲ひ愴そうに歪ゆがめる。

「それには多分、アレを何とかしないト」

　デケニーが節足で指すのは、天の幻げん月げつだ。ハルベルはそれを睨にらむ。

（あれを──消せれば。何で出来てる？　もし私の考えてる通りなら）

　それは、自分の役目だ。ハルベルはそう考える。




　　　○




「が、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ！」

　筆舌を超越する痛みが続く。月神へと刻まれた剣けん仙せんの斬ざん撃げきが、円環を描いて苛さいなみ続ける。

　その様に、アルは苦い思いに捕らわれる。思わず、神聖剣を握った。

「やめとけ。こいつの復元力がどれほどか分からん。確実に死ぬまでこのままだ。あの紋もん様ようを崩せば効果も切れちまう」

　マガツは、空中に縫い付けられたように刻まれ続けるナシンナから目を離さない。人骨が上げかけた剣を降ろした。

（何ともこうなると哀れだが──決着か。城の方はどうなった？）

　そう、アルが思った瞬間だ。光が飛来する。

「っ！　アレは……堕だ天てん王おう!?　けど、翼が」

　光は──天使ルシフルスは。月神ナシンナへと寄り添った。痛みの中で、彼女は振り向く。

「あ、ああ……妾わらわの、信徒、よ……」

「我が神よ。今、御おん身みを解放して差し上げる」

「む、いかん。生なま半はん可かなことでは解けんが、余計な真ま似ねは──」

　マガツが顔をしかめ、刀の鯉こい口ぐちを切る。その瞬間に。

「あ────」月神の口から。吐息のような声が出た。

「「────」」アルとマガツは。絶句した。

　ナシンナに刻まれていた仙せん魔ま剣けんの紋様は、崩れた。背を貫き胸から突き出た魔槍によって。

「あ、は────」

　月げつ刀とうが落ち、音も無く地面に消えた。そのまま、自重で地を掘り進んでいく。

　ゆっくりと。ナシンナが背後を振り向いた。その頭を胸に抱いて、ルシフルスは囁ささやく。

「我が神よ──。到底叶かなわぬと思われた機が、参りました」

　神々から見放された化身。それなら辛かろうじて許容出来た。担かつぎ上あげ、地上の神とする。神に相応ふさわしい力を付けるまでは殺せず、付けたなら殺すことは敵かなわない。

　だが。今、自みずからがかつての姿を取り戻し。神が打ち倒されかけている今ならば。

（出来るのだ。今なら──夢でしかなかった、この自らの手で）

「復ふく讐しゆう、か」ナシンナはルシフルスの姿を見て──言った。「知って、おったよ」

　ルシフルスは、その意外に息を詰めた。

「瞳で、分かるとも……」ナシンナは微ほほ笑えんだ。

　還かえる場所を失った月神が、堕だ天てん王おうの望みに応こたえたのは。

　救われたからではない。彼が信徒の礼を取ったからでもない。ただ、

「あなたが──わたしと、孤独おなじだったから」

　背後より貫かれながら、ナシンナはルシフルスを後ろ手に抱く。戸惑う気配がある。

「許す。この──化身の権能を委い譲じようする。これまでの献身に報いるは、之これより他に無し」

　月神ナシンナ化身は。最後に笑った。

「あなたの思うことを為なしなさい。神々にも。人にも。魔にも。この世の全てに否定されても──わたしだけは。肯定する」

「っ！　刃じん礫れき！」何か不ま味ずい。そう直感したアルの一いち撃げきが空くう隙げきを奔はしる。

　神の輪郭が解け、月光に変わりルシフルスを守護した。刃が弾はじかれる。本来天上へと還かえるはずのそれは、彼女の天使へと吸い込まれた。

「なんだと！」「ありゃあ、どういうことだ……？」

　仇きゆう敵てき達たちの言葉を聞きながら。ルシフルスは忘我した。

　奪うばい取るはずのものを、贈られた。受けるはずだった憎ぞう悪おは、違うもので。

（何な故ぜだ）思う。（何な故ぜだ）繰り返す。

　神々に見捨てられ、国を守れず、愛する妃きさきは、腕の中で息を引き取る間ま際ぎわにこう言った。




『──必ず。貴方あなたは生き延びて──そして。神々に。……憎き天上の者共に！　復讐を──報復を！　私達の怨みを、どうか──』




　血ち塗まみれの瞳と口から放たれた、その遺言を聞いた時から。己が国の無念を背負い。彼は勇も愛も捨てた。ただ、復ふく讐しゆうのため。神々を天上から引きずり下ろす、そのためだけに。

（だのに、何な故ぜ）光がルシフルスの体内を回る。光輝が巡る。幻げん月げつが新しい主の傷を治していく。（最後に、よりにもよって神が）

　これまで。彼の行動には、復ふく讐しゆうの中にも『月神の世界を作る』という、侵略を伴う血濡ぬれの道とはいえ、未来への行動が含まれていた。しかし今、それは失われた。

　今ここにあるのは、ただ他者の居場所を破壊するのみの存在。過去を見、未来に背を向け、その果てに天をも堕おとす王。堕天の王。

　天使──否、最も早はや新たな月神の化身、月光堕天・亜あ神しんルシフルスは、産うぶ声ごえの如ごとく絶叫した。




「アル！　これ、一体──！」

　天が鳴動する中。ハルベルとデケニーがアルの元へと辿たどり着つく。

「アルヴィス。お前、気が空だろ。そこの嬢ちゃんと月なんとかしろ」マガツが刀を抜き払う。その視線は亜あ神しんから離さない。「あれは流石さすがに、ちっとヤバい。時間は稼いでやる」

　天へ駆け上がるマガツを見送り、アルは勝算を算段する。

（……神の権能を上乗せした十じゆう堕だ臣しん、となると。仙せん人にんとやらになった爺じいさんでも──）

　空では、ルシフルスの虚うつろな目がマガツを捉とらえた。

「……死に損ぞこないが。下の骸むくろも──何時までこの世に在るつもりだ」

「人のこと言えた義理か、天てん駆く。生き汚いのはてめえもだろ」

　東国出身のマガツには、ルシフルスの出しゆつ自じも予想が付いていた。尸し解かい仙せんの研究のため、古今の神仙についても熟知したためだ。

　再び、視線が交こう錯さく。同時に、刀と槍やりもまた行き交った。互いの頰ほおに一筋傷が走る。ルシフルスの傷だけが癒いえていく。

「面白え……！」

　天上の剣けん戟げきが始まる。光輝と重力、更に斬ざん気きの欠片かけら。降りかかるそれらをデケニーの糸が辛かろうじて防ぐ。余波ですら必殺の域。

「うひゃア！　これ長くは保たないヨ！」「アル」

　悲鳴を上げながらそれらを防ぐ蜘く蛛もの影で、ハルベルがアルへ聞く。

「あの月、この藩はん国こくの人ひと達たちの魂たましいで出来てるの？」

「ああ。でも、以前の神骨が捕まえてた魂とはモノが違う。神が自分に捧ささげられた魂を精製して創った、高純度の魔力の塊かたまりだ。いくら君でも──それに」

　アルの眼がん孔こうが天を向く。争う神と仙人のさらに向こう。遠すぎる。

「関係ない」だが、ハルベルの答えは揺るぎない。「アル。わたしを信じて、守って。お師匠さまに鍛きたえてもらったもの。それが魂なら。わたしは必ず手を届かせる」

　彼女の手が天へと伸びる。視界の中の月を摑つかむ。ハルベルは祈る。魂に向けて。

　魔力を伸ばす。遠くへ効かせる魔力の調節はイザナに習った。それを、放つ方向へ向ける。

（幻まぼろしの月まで何百キルあるとしても……伸ばせ……！）

　ハルベルの意志はマガツやルシフルス達たちを超えて伸びていく。

　地上からあまりに離れて、息が止まりそうになる。

（お師匠さまに習った、呼吸法──魔力を効率よく吐き出すための）

　伸びる。魔力が伸びる。空気の層を突き抜けて、無辺の宙を宇とする領域へ。重さの軛くびきが薄くなる。その、手前で。

（着いた！）彼女の魔力が、幻げん月げつに達した。（これで引き寄……せ？）

　魔力が引ひき攣つれるのを感じる。生身で大岩を摑つかんだような感触。

（重……い！）

　単純な魔力量の問題では無い。神の力で幻月はそこに設置されている。星の運営と共に動くこれを引き剝はがすならば、重力を超える力が要る。それを、ハルベルは魔力的本能で理解する。

（ぎ、ぎ、ぎ……！）それでも。全力を込める。

　中で弾はじける感覚がある。過負荷によって破れた血管が鼻血として流れ出る。脳が沸ふつ騰とうしようとしている。

「ハルベル……！」

　アルの声。だが、彼女に止まる気は無い。

（みんなが、覚かく悟ごして戦って、傷付いて）ミクトラの腕が想起される。（なのにわたしが……引けるわけないでしょ……！）

　さらに魔力をこめる。眼球の毛細血管が破れ、血涙が流れ出る。奥歯が砕くだけかねないほどの力で嚙かみしめる。

　しかし、幻げん月げつは不動だ。ハルベルにひとつの考えが浮かぶ。

　彼女の魔力には、大半を占める不可侵領域がある。

（あいつを……堕屍王セツケルを、支配してる魔力）

「女帝サマ……！　そりゃ洒しや落れですまないヨ!?」

　魔力の胎たい動どうを察知したデケニーの声が聞こえる。




　　　○




　エイン王国辺境、エンデ村。

「せっけるー、はやくしてよー」「ボール投げて、ボール！」

「君きみ達たちなあ、喉のど元もと過ぎればというか……」

　子供達たちが、獣けものの皮で作ったボールを投げてとせがむ相手は、堕だ屍し王おうセッケルである。

　彼は、かつて自分が撒まいた疫えき病びようで殺した子供達たちを苦り切った表情で見ている。

「まあ、我が女帝自体は気に入っているし、彼かれ等らをアンデッドとしてランクアップさせるのは楽しくもあるがね……成長するアンデッド、もう少しだし」

　ハルベルとの契約は、禁止条項を山盛りにされたものだ。なので、子供のワガママにも付き合わざるを得ない。のだが。

「……？」ぴくり、と。彼は己おのが内部の魔力拘束が蠢うごめいたのを感じる。

　ボールを拾う。半眼で子供達たちを見る。三日月のような笑いが浮かぶ。

「おやおや……女帝。どうしたのかな」

　ハルベルのことを気に入ってはいても。現状に不満は無くとも。吸血鬼の王は、縛りさえ消えれば動き出す。




　　　○




（みんな──それでも──それでも……！）ハルベルの脳のう裏りに、ムデ藩はん国こくの森の村と、故郷の村と、そこに住む人々が同時に浮かぶ。（わたし、わたしは……！）

　アルは、必死に手を伸ばすハルベルを見る。この一年、共にいる少女。

（最初は──ただの村娘だと思った。けれど、決して折れない心を持って。決して曲げない信念を以もつて、今この子は人に勇気を与える存在になった）

　誰かが勇を持つならば。アルがやることはひとつだ。顎あご骨ぼねが頷うなずいた。

「もういい、ハルベル」

　ハルベルの背中に骨手の感触があった。彼女は反射的に言葉を返そうとして。

「俺は、君と本当の契約を結ぶ」

「え」意味を取りかねて、ハルベルは聞き返した。

「仮じゃない。俺が望んで、君に力を貸す」意味を咀そ嚼しやくさせるように、アルは一拍置いた。

「君が俺という死し霊りようの契約者だ、ハルベル」

「え────────────────────────────────────」

　ハルベルは、傍かたわらの人骨を見返した。いつも見ている髑どく髏ろ。今では、他の頭ず蓋がい骨こつに紛まぎれていたとしてもすぐわかる自信がある。

（いつもわたしを守ってくれる。みんなに勇気をくれる。誰よりもあったかい、このひとが）

　そんな、愛いとしい、憧あこがれの存在が。

「俺の力を。君に預ける。君は、それに相応ふさわしい人だ、ハルベル」

　彼女の脳内でファンファーレが鳴った。

「いやそんな場合じゃないけど！」思わず、叫ぶ。「いいの!?」

「あー、うん。ちょっと早まったかって今思った」

　苦笑気味の返答。アルは自分の魔力をハルベルへと繫つなげた。契約のラインが、一気に双方向となる。ハルベルが、自分の中にアルを感じた。彼女の中に凄すさまじい多幸感が広がる。

「行こう、ハルベル。俺が手を貸す。一緒に摑つかむぞ、あの月を」

「──────！」数秒前とは、真逆の涙が溢あふれる。「うん……うん！」

「何でもいーかラ、早くしてェ！」

　一体で必死に余波を防ぐデケニーの悲鳴も響いた。

　再び。今度は一人と一体で幻げん月げつを摑つかむ。

（こんなに……アルと一緒っていうだけで、こんなに）

（ハルベル。物を持つ時も姿勢ひとつで全然変わるだろ。魔力で引き寄せる時も同じだ。……ま、こういうのイザナは教えてないわな）

　アルが、ハルベルの魔力を補正する。塊かたまりが引っ付いていた魔力のイメージが、牙きばのように、指のように分化する。

（摑つかむってのは、こうだ。ハルベル）（はい！）

　ぎしり、と骨格が軋きしむ。体への負担もアルが肩代わりしている。だが、大たい神しんの加護を受けた神骨はそれすら耐える。

「お」声が漏れる。「おお」漏れた声は。「おおおお──」咆ほう哮こうへと。

「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」




　天上の月下。魔ま槍そうと名刀が交差する。

（攻こう撃げきの周囲に重力の螺ら旋せんを巡らせて来やがる。寸すん毫ごうの見切りじゃ巻き込まれる）

　ルシフルスの槍そう撃げきをマガツは分析する。このために、大きな回避を強いられる。

「空を……踏めるようになった程度で……」

　堕だ天てん神しんが空を走る。跳ねる、としか言いようのない速度で、方向が変わる。

「っ！」舌打ちしてマガツが対応する。しかし。

「遅い……」もう一度、変化する。

　ルシフルスの四枚の翼つばさは、伊だ達てで付いているのでは無い。基本機動を行う二枚に加え、独自に魔力を摑つかんで空を撃つもう二枚は、交互に使うことで自在の方向転換を可能とする。

「死を晒さらせ……剣けん仙せん」

　マガツの上下前後左右に幾つもの三角形が現れる。それほどの速度で切り返し、槍そう撃げき。

「円まどか、と言ったか……。あの小こ癪しやくな技は」さらに速度が上がる。やがて機動と槍やりは球体を為なす。「これならば……目に敵かなうか」

「小こッ賢ざかしいわ若作りが！」

　応じて、マガツも円を展開する。超高速機動による円と、超高速剣けん閃せんによる円が激突する。

　重力槍と魔剣が幾度も衝しよう突とつし、二重の円が空に浮かぶ。

（ちっ、まずった……この消耗で我慢比べかよ）

　マガツの剣けん閃せんによる円が、わずかずつ押し込まれていく。円を描くほどの重力槍の連撃が、重力の場を形成している。堕天神の体力は幻げん月げつある限り無尽蔵だ。終わりは遠からず訪れる。この形にした時点で、ルシフルスの王手だ。

　勝利を確信したルシフルスが、視線を山頂の戦力外に移した時だ。

（何を、している……!?）

　この時初めて。ルシフルスは神を失った喪失感と、権能を得た全能感。その両極に、忘我していたことを自覚した。

　彼にのみ伝わる激震が起こる。

　幻月が、中央から欠けた。砕けた先に、本物の月が垣かい間ま見みえる。

「貴様らァッ!!」堕天神の目に怒りの焰ほのおが灯った。「それは神に捧ささげられし魂たましいだ！」

「ふざけるなァッ！」即座に、ハルベルが言い返した。こちらもまた、その目には怒ど炎えんが灯ともっている。「この光は！　ここに住んでた人たちだ！」

「故ゆえに供く物もつなのだろうッ！」

　ルシフルスは眼下の不敬者を滅めつさんと槍やりを構える。その背後から。

「ハァ──気ィ抜いてんじゃ、ねえよ。神もどき」

　重力場から脱したマガツの白はく刃じんが襲った。翼つばさが辛からくも逃れ、羽根が散る。

「ッ──どこまでもォ！」

「っ、は！　元人間はそうなんだよ、覚えとけ」

　マガツが血ち塗まみれで食らいつく、その僅わずかな時間で。ハルベルは感じ取る。

「この人ひと達たち……叫んでる」帰してくれと。「まだ魂たましいが溶けてない人ひと達たちもいる。アル殿って、呼んでる。自分たちを使えって」

　頭ず蓋がい骨こつが俯うつむいた。先ほど殺され幻げん月げつに吸収されたサムライ達たちだ。この短時間では、月神にも彼かれ等らの意志を消し去るまでは出来ていない。

「アル！　あの時の……できる！　今なら！」

　ハルベルが血ち塗まみれの顔で己おのが契約者を見た。

「──わかった」

　割れた幻月の光が降りてくる。ハルベルの魔力も込めた紫金の光は人骨を包み、廻まわり、巡る。

「──俺はただの剣だ」呟つぶやく。「魂となって尚なお。神の手で個を磨すり潰つぶされて尚なお。守るものがあるというのなら」胸の黒こく竜りゆう牙がが脈動する。「誇り高く勇ある魂よ。俺という剣を持て」

　黄金が収束する。光が集まり、物体と化す。

　同時、堕だ天てん神しんの槍やりがマガツを打ち払う。剣けん仙せんの老ろう爺やが、山さん谷やの闇やみに消えた。

「！　あれは！」

　大いなる光の明滅に、ルシフルスが瞳を見開いた。眼下に立つ人影。骨ではないその人物は、蒼そう髪はつ紫し眼がん、魔力で編んだ神聖鎧がい衣い。神聖剣スカットゥルンドを携たずさえて。

「やるか、ルシフルス」

「……アルヴィス＝アルバース！」

　遥はるか昔。天を支配した者達たちの勇者であったルシフルス。その前に。

　人の勇者アルヴィスが、東国に立った。

「「────────」」かつて勇の名を冠した二者が、黙って互いを見つめ合う。

　──ルシフルスは、アルヴィスとは直接会ったことはない。だが、その姿と戦い振り、そして魔王を降くだし、彼に託した野望を一度は挫くじいた憎き敵。

「ここにきて──貴様が立ち塞ふさがるか、勇者」

　──アルヴィスは、マルドゥとの会話から、ルシフルスの大まかなことは推察できていた。神々がこの世から消える環境の激変。犠牲になった種がいない訳が無い。

「お前の気持ちは分かる──とは言わないよ。何せ今から、俺はお前の望みふくしゆうを砕くだく。なあ、神かみ世よの勇者」

　ルシフルスが自じ嘲ちようする。その目は昏くらく、口元が歪ゆがむ。凶相が現れる。

「勇者？　この私がか。勇で応報成るか？　愛で滅ほろびが覆くつがえるか？　であるが故ゆえ、その名は打ち棄すてられる。勇者は彼かれ等らを救わないのだから」

「そんなことっ！　わたしはアルに……!?」

　ハルベルの反はん駁ばくに返ってきたのは、槍やりから放たれる月光の矢だ。それは、彼女の眼前で神聖剣により打ち消される。

「人間が。私の憎ぞう悪おに意を挟はさむな。その行い、この槍やりは殺意より先んじる」

「そうかい。じゃあ俺にもやってみせるか。──ハルベル、そこにいろ」視線は天上から外さずに、アルヴィスは告げた。「でも。君の心は。あいつがいくらキレよーが、隠さなくて良い。俺はあの時、君という勇ある女の子の手助けが出来たことを誇りに思ってるからな」

「アル──」ハルベルからは、笑う勇者の横顔だけが見える。

　軽い足取りで、アルヴィスは天へと駆け上がる。骨の体でもやっていた魔力の足場だが、精度・速度共に段違いだ。

　ハルベル達たちに被害が行かぬよう、戦場はさらに高空へ。割れた幻げん月げつの光が強い。ルシフルスが追って上昇する。今の勇者に対し、上を取られ背中を向けるのはリスクが高すぎる。

「無ぶ様ざまに空を往ゆくものだ。それで私とやり合うつもりか」

「無様でも、なんでもな。人間は持たないからこそ手を伸ばすんだ。それが空でも海でも、変わらない」

　同じ高さで。かつての、そして今の勇者が睨にらみ合あった。

　直後。ずごお、と。岩を砕くだくような重奏。互いに横よこっ面つらを思い切り殴なぐり飛ばされながら、彼かれ等らの視線は外れない。

「効かねえなあロートルの拳こぶしはなあ！　鈍ってんじゃねえのか先輩！」

「赤子の拳のようだぞ人間が！　未いまだに這はって歩いているのではないか!?」

　言い合って。同時に血を吐き捨てる。互いの得物に手をかけた。

「ご不満なら」「これで決着とするか──」

　神聖剣スカットゥルンド。魔ま槍やりグンガニラルド。双方、神かみ代よより存在する天魔の武器。

　音速を振り切った鋭角の機動がアルヴィスへと迫り、人じん智ちを超えた剣技と槍そう技ぎ、そして魔業の激突が連続した。

「うひゃあぁ！」「爺じいさんの時より激しイ！　あれ地上でやられちゃたまんないネ」

　ハルベルとデケニーが、天上の争いに顔をしかめる。

　重力と呪のろいの槍やりが空を螺ら旋せんに貫けば、聖光の斬ざん撃げきが魔力を打ち消し斬きり払う。

「訪おとなえ問え廻まわり巡りて彼方かなたへ永久に。降り注げ月の眼め──」

　ルシフルスが唱えるのは、最上級の広範囲破壊魔法。月つき神がみの力を得た彼により、月光そのものが破壊の光へと変わり、辺り一帯を砕くだかんとする、その前に。

「昏こん闇あんよ広がれ、その目を塞ふさげ、光を塞げ、ただ一時、隠し給たまえ」

　応じるはただの中級魔法、暗闇を数メルに渡って生み出すだけのものだ。

「ちっ……対応が早い！」

　ルシフルスの舌打ちが響く。破壊の月光は暗くら闇やみに遮さえぎられ、その下のアルヴィス、そして地上へ届かない。性質を利用して、より短い手順で攻こう撃げきを無効化する。そして。

「こっちの手番だな。戦せん駒く盤ばんってやるか？」

　神聖剣を下方から斬きり上げる。全解放されたその刃は、体に斬りつけられれば、そこから魔力を吸い取る。ルシフルスにとっては悪夢のような武器だ。

「大元は我々が開発した物だ、あの遊戯は……！」

　接触は可能な限り一瞬。二度の打ち合いの後、魔力を吸われぬよう鍔つば迫ぜり合あいを避けたルシフルスが衝しよう撃げきを利用して離脱。旋せん回かいする。そこから、翼つばさを撃ち鋭角に曲がる。

（現世を破壊するならば、人の世の勇者が現れるのは必然、ということか？　神々よ……！）

　秒間千を超える魔ま槍そうの壁が、四方からアルヴィスを襲う。魔力を吸う神聖剣ならば、槍そう撃げきによる重力場を打ち払うことで無効化出来る。ならば対応は当然、

「静剣・円まどか……ッ!?」

　剣けん閃せん内のアルヴィスの瞳が疑問に揺らぐ。槍やりの手て応ごたえが無い。ルシフルスは槍そう撃げきを届くギリギリで止めていた。しかし勇者の紫し炯けい眼がんにフェイント、幻術の類は通じない。

「回避をするなら真まことにそのまま突くつもりだった……が、その技は散々見たのでな！」

　つまり反応で止めたのだ。神の力を取り込んだ天使の体を以もつてして、その急制動はルシフルスの腕から出血を強いている。同時、アルヴィスの刃じん圏けんの僅わずか外へ、重力結界円が作られる。

「大技など出させん、彼方かなたへ吹き飛べ……！」

　勇者が円の隙すきから立ち直るより早く、ルシフルスが仕掛けた。結界内に黒点が浮かぶ。星の彼方かなたでのみ確認される重力場の極み、その極小版。

「こいつは、マズ……！」

　重力結界の内部が、全て異空へと吸い込まれる。

「フゥゥゥゥゥッ……！」

　下へ手たをすればムデ藩はん国こく一帯が消し飛びかねない宇なる宙への転移。亜あ神しんは、全集中をもって重力結界を制せい御ぎよし、そして握り潰した。後には、何も残らない。虚無の空間があった。

「ナ、なんてこっタ……！　アルチャンガ消エチマッタ？」

　デケニーの悲鳴に、ルシフルスは息も荒く彼女たちを見下ろした。

「勇者は……消えたぞ、人間共……。これでこの世界は変革する。幻げん月げつが半分欠けたとて、セダ城の人間達たちと大府本軍から間に合わせれば良い……これにて人の世の終幕だ」

　その目は、先刻言葉を返してきた人間、ハルベルへと向けられている。己おのが契約者を失った彼女はしかし、それを真まっ向こう、見返していた。

「分かるか、私に下らぬ理由を語った人間。……貴様らは、かつての我々が味わった苦く悶もんの上に繁栄した。それが今、崩れるのだ」

「わたしは、あなたの事情は知らない」即座に。ハルベルは答えた。「けれど、あなたが奪うばうなら。わたしは何度でも立ち上がる。あなたが誰かの大事な場所を、踏みにじるなら」

（この……眼めは……）

　どこかで見た眼めだ、とルシフルスは考え──、そして思い出す。この瞳は、かつての自分だ。復ふく讐しゆうに身を捧ささげる前、勇者の自分。彼女を殺そうとした手が、止まる。凶相が笑む。

「貴様を、人の世における私とするのも一興か……。神しん世せい復ふつ古こが成り、世界が変わり果て、人の世が滅びた時。貴様がどんな顔をしているか見てみたい」

　それでもハルベルは視線を外さない。ルシフルスの翼つばさがセダ城へ向こうとした、その時。

「俺の契約者に寝言をほざくなよ」

　声は。虚こ空くうから響いた。

「「！」」

　デケニーとルシフルスが顔を向けた先。空間に突とつ如じよ、斬ざん光こうの線が現れる。

「この光──」呟つぶやくハルベルの眼めに驚きよう愕がくはない。「神かん卸おろし、だっけ？」

「正解」

　空間を切り開く斬ざん撃げきにより、次元の狭はざ間まから現れる存在。

「アルヴィス＝アルバース！　事象の地平すら、貴様は！」

「いやあ、危ない。流石さすがに死ぬとこだった。二度目は御免だね」

「如い何かな手段を使った……」睨にらみ付つけるルシフルス。

「魔力全開で円まどかして押し潰つぶされるのを防いでから、星の外で窒ちつ息そくする前に出てきた穴を逆用して次元斬きっただけだ。ハルベルとの契約魔力線も辿たどってな」

　無茶苦茶な事を言いながら、アルは再び空中に立つ。星空を覗のぞかせた亀裂が閉じていく。

「この槍やりで微み塵じんに消す他無し、ということか……」

　それには応じず。アルヴィスは神聖剣を肩に担かつぎ、声をかけた。

「──先輩よ、今、どんな気分だ」

「何？」

「勇も愛も捨てて。憎しみだけで千年走り続けて、その最後の最後で──愛が来て、今どんな気分だって、聞いてるのさ」

「………………！」

　ルシフルスが色を失った。言い当てられた、と。反射的にそう思った。

（馬鹿な──）慌あわててその思考を塗り潰そうとするが、もう遅い。




　神々が去った地に、体を造り替えて降り立ち、千年。全てを神への復ふく讐しゆうのために捧ささげ、最後の手段として封を解いた月の神の化身。その存在と自分は、思いの外、上う手まくやった。

　同じ孤独があった。二者の居場所は『この世界』には何ど処こにも無い。

　互いの存在以外には。そんな神と、信徒だった。

　この神を担かつぐと決め、東国へと渡り、計画は全て順調だった。

　しかし。機は訪れた。訪れてしまった。半ば無駄と思い、それでも置いた、ナシンナを本陣に残すという『隙すき』。

　そもそも、神を危険に晒さらすまいとする建たて前まえも、本音ではあった。『確実に死ぬ決死隊に手て練だれを集中させ特攻する』という埒らち外がいの手段を相手が取らない限り、成立しない隙だ。それも、堕だ天てん軍ぐんとナシンナ化身の前に敗れる可能性の方が高い。

（しかしそれを、この者達たちは為なした）

　そして、自分は。神を案じたのか、殺したかったのか。それすら分からず此処ここへと舞い戻り。

　訪れた機に、迷ったまま神を貫いた。

　同じ孤独を共有した者の裏切りに対して、彼女から返されたのが憎しみならば、絶望ならば。それで良かった。

　だというのに。返ってきたものは、愛だ。

　捨てたものが、最後の最後で。

　仲間も、妻も。それを捨てろと自分に言ったのに。よりにもよって、神がそれを返した。




　月つき神がみナシンナの化身は孤独の果てに愛を得た。

　ルシフルスは。最後にやってきた、ただ一度の機会を捨てたのだ。

「──どんな。どんな気分かと言えばな、今世の勇者」そうして。亜あ神しんと化したルシフルスは。「私は、進むほか無くなった。──楽になったよ」

　魔ま槍そうを手内で回し、構えた。

「……そうかい」そう、言うのなら。（泣きそうな顔で、笑ってんじゃねえよ）

　アルヴィスも神聖剣を構える。

　光の魔力が両方から立ち昇る。一時的に肉体を取り戻した勇者と、天使の肉体に戻り神の力を得た元勇者。

　動き、ぶつかる。無数の直線と曲線が入り乱れ、衝しよう突とつし、離れることを繰り返す。

　五合目にルシフルスが選択したのは、四枚の翼つばさを用いた全方位の攻こう撃げきだ。先刻の重力結界を見せているため、アルヴィスも迂う闊かつに円まどかでまとめて迎げい撃げきすることは出来ない。

「貴様とて！　いつかは破れる！　守る世界は滅び去る！　永遠などありはせんのだから！」

「かもな！　でも俺はとっくに見てるんだ──俺が朽くちた先を行く、勇持つ人たちを！」

　一、二、三、四、五。六撃目がアルヴィスの後頭部を狙ねらったところで。

「だっ！」

　神聖剣が魔ま槍そうを跳ね上げた。それはルシフルスの狙いの内だ。勢いを利用して、アルヴィスの上を取る。下方へ向け、魔力を集中する。勝負の時だ。

「大ヴ螺オ旋ル──」「動剣・奥おく伝でん──」

「重撃テクス・アツト！」「仙せん牙が撃うち！」

　重力をまとい落ちてくる螺ら旋せんの槍そう撃げきを、牙きばの如ごとき四発の大魔力斬ざん撃げきが迎むかえ撃うつ。

　一本。二本。螺ら旋せんが斬撃を砕くだいていく。アルヴィスが、三本と四本目をまとめ放った。衝しよう突とつ。

「ぐうううううううう！」「ぬああああああああああ！」

　破壊力が炸さく裂れつすると思われた瞬間。螺ら旋せんが魔力の衝突から外れる。側面へ跳ねるように。

「！」

　これもまた、ルシフルスの魔力を摑つかむ翼つばさが為なせる技だ。

　両手を使い奥おく伝でんを放ち、無防備な勇者の脇腹目掛け、ルシフルスが飛び来たる。

「殺とったぞ、勇者！」

　アルヴィスの視線だけが、亜あ神しんを睨にらみつけている。

　その、瞬間に。槍やりの達人であるルシフルスは。自みずからを貫いた剣を見た。

「な────!?」




　崩壊した山体の、出来上がったばかりの切り立った峰の上で。傷だらけの老人が座っている。

「あいっつは、まーたすぐパクる……」

　ふんと鼻を鳴らす。
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　生身の勇者の脇から生えた、三本目の骨の腕と、それが持つ剣。それは。

「ヤギュウ流新剣法・無む幻げん抜ばつ刀とう、幻まほ刃ろば──」

　幻まぼろしの腕骨と刃が消える。ルシフルスが立ち直る。その一瞬に。

　振り向いたアルヴィスの神聖剣が、彼を袈け裟さに切り裂いた。

「今の技、は──。あのサムライの……」

　魔力を持たぬ身で、堕だ天てん王おうを上回る速度で羽ばたいてみせた男。

「散々間近で見たしな。──堕天王。人は、魔力にも頼らない技を見み出いだした。持たないからだ。だけど、それは弱さじゃない」

　ヤトノに一いち撃げきを見舞われた後。何な故ぜルシフルスはあれほどに強い殺意を抱いたのか。彼自身、今理解する。

（人が──神を離れて歩く種であると。あの時、私は認めたからか）

　神聖剣の斬ざん撃げきで、完全に心臓を破壊され、体内の魔力をも修復不可能なほどに引き裂かれていることを認識し、ルシフルスは答えた。

「……なんだ、それは。弱いから、全てを引き寄せると？」

「ああ。だから──人はいつか、神の力を必要としなくなるかもしれない」

　ルシフルスは一瞬だけきょとんとした表情を返した。

「ふ、……神への復ふく讐しゆうは、お前たちが行うと……？　地上を任せた存在に、神々が不要の烙らく印いんを押される日、か……」笑う。「貴様ら人間が、代わりにか。はは……」

　彼は上を向いた。割れた幻げん月げつと、月が見える。

　ある日、夢を見たことがあった。月神と共に、穏やかに暮らす夢だ。

　夢だ。夢だ。夢なのだ。己が翼に背負った怨念と、血染めの足跡が許さなかった、夢。

「それは──愉快だ──」

　月の力を得た天使が、地へと墜おちる。空が白み始める。

　決着であった。




　　　○




　セダ城前陣地。月光兵と戦っていた者達たちは、違和を得た。

「お……おおおおお……」

　知ち己き達たちの顔を持つ、月光兵。彼かれ等らが唐とう突とつに、動きを止めたのだ。うめき声の後、彼かれ等らは表情を消した。そして。さらさらと。灰と化して消えていく。

「お──おい、お前等ら、どうしたって──！」

　戦っていたムデ藩はん国こくの兵達たちが、あっと声を上げた。走り寄り、知己にすがりつく者もいる。

「幻月が……アルとハルベル、マガツ殿がやったのか……」

　気絶したシミュラルを膝に乗せつつ、呪傷の応急処置を受けていたミクトラが気付いた。

　月光兵の消滅と、幻月の崩壊。この影響は堕だ天てん軍ぐんのバードマン達たちにより顕けん著ちよだった。

「馬鹿な……」「我われ等らの神が？」「堕天王様も戻られぬ……そんな」

　士気が見る間に落ちていく。統制が崩れ、バードマン達たちが撃うち落とされ、逃げ散っていく。




「急げ急げー！　怪け我が人にん集めて！　死体を揃そろえて！」

　声にヤトノが振り向けば、そこにはレヴァと彼女の馬車が、食料や医療品を持った幾人もの藩はん国こく民みんを引き連れ、戦場を走り回っている。彼女は戦いくさの最中にも、出城を回り交代で休息を取る兵へ物資を運んで走り回っていた。

「何をしているのでござるか……？」

「あ、みんなも！　動ける人いたら手伝っ……うわー！　〇三！　大丈夫なのそれ!!」

　上半身だけの〇三を見つけ、レヴァは大おお慌あわてで荷台に載せる。飛び散った部位も集める。

「どうしたんだ。確かに戦闘はもう終わりだが」抱かかえられる〇三が問う。

「アルが上う手まくやったんなら、戦死した人出来る限りパーツ揃そろえて置いとかないと！　あいつ確か復活の魔法使えんでしょ!?　フブルちゃんに聞いたことある！」

「「「「！」」」」

　周囲が顔を見合わせる。ムデ藩国の兵士から戸惑う声がした。

「そ、そのような秘術が……？」「ま、まことなのか!?」

「どうせ怪け我が人にんも治さないとなんだから！　みんなで手分けして集めて！　死んでる人、治せば助かる人、まだ大丈夫な人！　分けて集めて！　ほら！」

　堕だ天てん軍ぐんへの追つい撃げきもそこそこに、人々が動き出す。




　　　○




　エイン王国、エンデ村。ぴたりと。セッケルは動きを止めた。東の方を見る。

「なにしてんのーせっけるー」「どーしたのー」

　周りでわらわらする子供達たちを、彼はもう一度見た。嘆息。

「ふうむ。しばらくは、またこの退屈ながらも愛いとしき研究の日々、か」

「なにがだよー」

「君きみ達たちが命拾いしたということだ。……いや、もう死んでいるのだが」

「むむ。せっけるのくせになまいきだぞ」

「はいはい。そろそろ帰るぞ、君きみ達たち。あまり遅くなるとヘリャルに仕置きされるぞ」

「ぎゃ！」「ヘリャルのおっさんコワイ！」

　肩をすくめて、吸血鬼の王はエンデ村へと足を向けた。
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　その後。ムデ藩はん国こくがどうなったかと言えば。

　アルヴィスは骨に戻り、その分で浮いた幻げん月げつの大魔力、そしてハルベルの魔力を用いて、ミクトラを癒し、セダ城での戦死者を復活させまくった。

「彼かれ等らが言ったんだ。自分たちを使ってムデ藩国の人々を生かしてくれと」

　結果的には、既すでに魂たましいが昇天した者、拒否の意向を示した者を除けば、セダ城の戦いにおける戦死者の約半分ほどが復活することとなった。

　それでも領民を大量に殺されたことには変わりない。ムデ藩国は存亡の危機を迎えた。

　だがムデ藩国は東国を襲った大陸の軍勢を倒した功績がある。大府も迂う闊かつにお取り潰つぶし、という訳にはいかない。そこで藩国主イタツは大量の移民受け入れを大府へと申し出た。

　その対象は、戸籍の無い山民をはじめとして、各地で諸事情から浮民浪人となっている者達たち。さらには、罪人の中で特技を持つ者を罪の軽減を条件に、東国全土から受け入れたのである。

　彼かれ等らの統制に、イタツ以下ムデ藩国の重臣は今後大変に苦労することとなるが、どうにか、ムデ藩国はその命運を保ったのである。




　時を現在に戻す。戦いから、三日経たったセダ城だ。

「こ……今回は……まだしんどい」「わたしも……」「私もです」「アタシモ～」

　骨と少女と小こ蜘ぐ蛛もを初めとして、昼を過ぎてもぐでーっと賓ひん客きやくの間で横たわっている。

「皆、大車輪の働きでござったからな……。まあ数日くらいは横になっていたとて、罰は当たらんでござろう」

　苦笑しながら、ヤトノが木窓から外を眺める。忙しく行き交う人々が見えた。当然ながら、ムデ藩国はこれからが大変だ。生き残りの確認、村々の再編など、やることは山積みだ。

「森の村の人ひと達たち、帰れるかな……」

　ハルベルが呟つぶやく。シミュラルが少し思案して、口を開いた。

「分かりません。しばらくは復興を優先されるでしょうから──しかし。この藩国の人々が、自や棄けになることは無いでしょう」

　ハルベルもまた窓を見た。人々の目には、ぎらぎらと輝く意志の光がある。彼かれ等らは、幻月──同じ藩国の人々の魂によって自身が生かされたのだと知っている。

「そうだね──そうだと、いいな」

「自棄っつったらシミュラルの方だぞ、全く。上手くやれって言ったのに無茶しやがって」

「す、すいません……」

　アルの𠮟責にシミュラルが小さくなる。彼（女）は、無理を押して戦場に現れたことがたたり、後遺症を悪化させた。日常生活に支障はないが、戦士として立つのは最早、不可能に近い。

　ただ、それもいいとアルは内心思っている。素のシミュラルは戦いに向く性質ではない。

「しかし、逃ちよう散さんしたバードマン達たちはどうなったのでしょう。この東国で悪さをするようにならなければ良いのですが」

　話題を変えようと、ミクトラが空を見る。戦力としては相当に危険だ。

「あ～、それはね。多分心配ない。手は打っといた」

「え、アル、堕だ天てん軍ぐんに何かしたの？」

「い、色々経験なさっているからな、主は」

　首を傾かしげるハルベルを、ミクトラが笑って誤ご魔ま化かした。そこへ、

「ひゃー疲れたー……ってうわ、まーだみんな寝てるし」

「港から帰ってきたぞ」

　入ってきたのはレヴァと〇三だ。アルが頭ず蓋がい骨こつを手骨に乗せて持ち上げた。

「どーだった？」

「アル、その横着はどうかと思うぞ。……言う通り、沖にソカリィが来ていた。港の者に話は通しておいたから、停泊してもらっているぞ」

「どういうことでござるか？」ヤトノが首を傾かしげる。

「迎えの船だよ」アルが頭蓋骨をかたかた鳴らした。

「え？　迎え!?　どゆこと？」「なんと、ソカリィが？」

　ハルベルとミクトラが目を丸くした。

「あー、ほら。イザナが俺とも仮契約してたでしょ。だからあいつにも俺への契約魔力線がある。で、おおざっぱな方向が分かれば、あいつならフィネグンドの書物庫でもひっくり返して転移装置の移動先を割り出すさ。後はイザナがフィネグンドにいても、都つ度ど、死し霊りよう術じゆつを通じてソカリィの航路補正してやりゃ、一月半もあればね」

　つらつらと、アルが説明する。それを、〇三とヤトノは素直に感心し、

「流石さすがは父様。母様とは以心伝心ですね」シミュラルが笑い、

「帰りの足出来たはいいけど、ちょっと怖！」レヴァが引き、

「うむむ、なんという理解度……」ミクトラがぐぬぬと唸うなり、

「アルとお師匠さま、仲良すぎ～」ハルベルがふくれる。

「なんで俺は睨にらまれてんの。さあ、名な残ごり惜しいが、支度しないとな」




　　　○




「明日、発たつそうでござる」

「そうか。ふむ──ちと温度足りんな」

　蒸むし風ぶ呂ろの中に入ってきたヤトノに、マガツは調節用の焼け石に水をかける。左横に座るヤトノが続けた。

「ふぅ。良いいのでござりますか、アルに改めてお会いにならず」

「ま、いいだろ。互いに世の立場からも、定じよう命みようからも離れちまった。その内また会うさ」

　とはいえ仙人の身でも、補助的とは言え体内器官は動いている。蒸むし風ぶ呂ろは生前と変わらず好むマガツである。

「本当に──ヤギュウ家にはお戻りにはならないので？」

「そろそろ引退だとは思っとったしな。こういう形になったが。某それがしはここで戦死した。それでいい。次は南方にでも行こうかとな」

　何のことも無いような答えに、ヤトノは口で息をした。迂う闊かつに鼻で呼吸すれば、中が焼ける温度だ。それが嘆息に聞こえて、マガツは笑う。

「某それがしは結局、人でなしだったということだ。だが──お前はそうではないだろう、ヤトノ」

　視線を合わさないまま、マガツは弟子へと呼びかけた。

「拙せつ者しやに、出来ましょうか。自みずからの道場を守ることが」

　ヤトノの脳のう裏りに浮かぶのは、母親、かつての己、堕だ天てん王おう。そして今回の旅で出会った者達たちだ。誰もが、自らの居場所を失い、足あ搔がいた。結果は様々だが。

「失ったら、また得ればいい。そうして生きてきたのが、お前だろう」

　マガツが拳こぶしだけをヤトノに向けた。右側からヤトノの胸元に出されたそれは、ヤトノの右拳では受けにくい。

「……はい」気付いて、ヤトノは幻まほ刃ろばの左拳を合わせた。感触がある。

「おう、見事。なあヤトノ。何でも持って、進め。その無む幻げんの腕に摑つかめるだけな」

　頷うなずいて。ヤトノは柄ひ杓しやくを摑つかみ、焼け石に水をかけた。蒸気が湧き出る。

　最後の師弟の時間が、流れつつある。




　　　○




「離反した堕だ天てん軍ぐんが、東国にて壊かい滅めつしたようです。堕天王は戦死、退却してきたバードマンはおおよそ七千」

　魔王軍軍令部、フギムニの執務室に、眼鏡めがねのゴブリンの報告が響く。

「どはあ……」

　緊張から解き放たれて。どっと、フギムニは背中を椅子に預けた。

「堕天軍は解体。待機組とまとめて、軍令部わたしたちの即応部隊になることを条件に帰参を認めろ」

　彼女は既すでに作っておいた辞令を渡す。予想していたかのような即答に、ゴブリンは呆あつ気けに取とられつつも退室していく。

「何とかしやがったか、勇者め……忙しくなるな」

　幻げん月げつの崩壊は大陸からも観測出来ていた。それでも、実際どうなったかは分からない。戻ってきた堕天軍は、追つい撃げきの余裕が東国に無かったこともあるだろうが、

「おそらく、勇者が何体か生き返らせて言い含めたか。頭の消えた残党を我々に寄よ越こす、か」

　仮に堕天軍残党が独立などと言い出せば、反逆を理由に堕だ霊れい軍ぐんを差し向けられる。バルキアと挟はさみ撃うちにされて壊かい滅めつだ。

「とはいえ数が多いし、私も狙ねらいを通すための手駒が欲しいから、処断は避けたい……東国で賊ぞくになるのも困るから帰っとけ、と」

　経けい緯いを想像するにつれ、フギムニの表情が曇り、頭をくしゃくしゃと搔かきむしる。

「うわーうわー気持ち悪！　反へ吐どが出そう！　なんだあいつ！」

　彼女は嫌けん悪お感に悶もだえつつ、しかしそれに乗れば一番効率が良いいのも腹立たしい。

「はーやだやだ。さて、次は勇者がフブルに接触してから、ということになるか。それまでは上う手まいこと、勝ちすぎず負けすぎずのムードを作らんとな……」

　これからの試し行こう錯さく誤ごに胃を痛めながら、それでも魔王軍令フギムニは戦局図を睨にらみだした。彼女が求めるのは、一刻も早く訪れる己の終業だ。そのためには、今は和平狙いが一番である。




　　　○




　ムデ藩はん国こく、モジョウ湾わん。

　東北を東西に広く支配するムデ藩国の西側、つまり大陸へ繫つながる海への港がモジョウだ。

　そこへ、常には見えない帝国様式の船が停泊している。

「さー、帰るか～。いやーソカリィ、良く来てくれた！」

　アルが伸びをして、船の上にいる存在に向けて手骨を振った。

　正直無茶苦茶目立っているが、藩国主直じき々じきに「丁重に」という指示が飛んでいる。大勢の人々が遠巻きに風変わりな船と、それに輪を掛けておかしな一行を見守っている状況だ。

「みなさ～ん、おひさ～っス！」

　船上からぴょんぴょんと跳ねて降りてくる童子に、初対面のレヴァが目を丸くする。

「うわ、東国人形だ。幽霊船って、マジなんだ……」

「しかし貴女あなた達たちは、本当にバルキア共和国でいいのですか？」

「うん。東国の品目はバルキアで需要あるしね。それに……」

　シミュラルの質問に、レヴァはちら、と〇三の荷物である棺かん桶おけを見た。

　そこには、かつての勇者であり、王であった者の遺骨が入っている。彼の肉体は、一体となっていた月神の光輝と共に天に昇ったが、骨格は遺った。アルが持ち帰ったそれを、〇三は己の褒ほう章しよう代わりに譲り受けたのだ。

「ペルゼンに聞いたことがある。かつて栄えた王国の遺跡が、人知れずバルキアにあると」

「堕だ天てん軍ぐんッテ、バルキアトズット戦ッテタンダヨネェ」

　その理由。〇三は、アルに聞かされた堕だ天てん王おうの来歴を想おもう。

「もし、彼に連なる者の遺骨が存在するなら。戦火にさらされるより先に、保護したい。──誰にも触れられない場所で。眠らせてやりたいんだ」

「そっか。いいと思うよ。じゃあまずはバルキアだな」その呟つぶやきに、アルは頷うなずく。

「はいっス～。やーでも、すごいキレイっスね！」

　ソカリィが見上げる先には、町のそこかしこや山を彩いろどる桃もも色いろの花を咲かせた木々だ。

「桜だね。東国の名物だよね～今年は早咲きなんだって。花見の屋台とか出したかったな」

「海と山が同じ景色にあるというのが、私わたし達たちには中々見慣れないが……壮観だな」

　港まで舞い散る花びらに、レヴァとミクトラが目を細める。

「アル達たちはエインに？　今さらだけど、しばらく東国にいても良かったんじゃないの？　超オモテナシされるでしょ」

　レヴァの質問に、ハルベルが両手を上げる。

「今回で余裕が飛んじゃったの！　早く王都行って王様に会って、私の村を何とかしないと！」

　その場で駆け足してじたばたする彼女に、ミクトラが苦笑する。

「まあまあ。間に合わないほどでは無いんだ。何か無い限りは──もごご!?」

「そういうこと言っちゃ駄目だミクトラ。呼び込むぞ。俺は経験あるからな、そういうの！　たくさん！」

　骨手に後ろから口を押さえられ、目を白黒させるミクトラを皆が割とマジな目で睨にらむ。

「フラグ……」「不吉な予言、というやつだな」「やっぱアルってそうなんだ」「母様から良く聞いています」「……運命に呪のろわれてるレベルのヤバい話たくさんあるっスよ」

「なんで俺が責められる流れなんだよ！　あとシミュラルとソカリィ裏切んな！」

　ひとしきりぎゃあぎゃあ騒いで、アルに抱かかえられたままのミクトラが真っ赤になって目をぐるぐるさせ始めた頃。ハルベルが彼の隣に立った。

「ねえ、アル」桜おう花か含む風に髪を吹かせながら、彼女は笑う。「わたしね、アルと契約したけど……主従っていうの、やっぱりアルとじゃしっくり来なくて」

「ふむ」頭とう骨こつがかたんと横に傾く。確かに、本契約となった今も、特に制約などは無い。

　ミクトラを下ろし、聞く体勢を取った人骨に。

「わたしね、アルとは横に並んでたいの。従えるとかじゃなくて、一緒に歩きたい。──駄目？」

　はにかむように、ハルベルが聞いてくる。アルは、彼女を見返す。

（──本当に。立派になったよ。ハルベル。勇者にだって、なれるかもな）

　なって欲しいわけでもないので、流石さすがにそこまでは声に出さず。どうしようかと人骨は一瞬悩み──結局、無言でハルベルを頭骨上に抱え上げた。

「え？」

「ずぎゅーん」そのまま、船に向かって走り出す。

「ぎゃーぎゃー！　何してんのアル！　ちょっと止めて！　怖い！」

「あははははははははは！　どーだー俺の契約者はえらいぞー！」

　だかだかかしゃかしゃと走る骨と少女に、仲間達たちが笑う。

「ナニシテンダカ」「私がしてもらうには、流石さすがに育ちすぎてますかね」「楽しそーなことで」「してやろうか？　レヴァ」

　空は高く、桜が風に散っていく。日々生まれ変わり、日々、先に進み。神々が去った世界は、それでも動いて行く。
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　──天界。月神の化身による事件も終わり、その化身の霊も、本体の元へと戻ってきていた。

　月神ナシンナ本体は。己おのが内に戻った化身の記憶や想おもいを感じて。ふ、と息を漏らした。

「孤独に気が迷うとはな。……ようやく、妾わらわの失態、回収が成ったか」

　言ったのはそれだけで、彼女は此こ度たびの化身を恥と断じて。その記憶をそれ以上振り返ることも無く、再び目を閉じた。

　月神が眠る。もはや彼女の心は、数百年の倦けん怠たいの海にあり、波立つことはほぼ、無い。

　──ただ、それでも。たった一滴。共に在った想おもい出では。




　かつて勇だったものよ、今は失われし愛よ。

　もはや戻らぬとしても、残ざん滓しのよすがもあらずとも。

　失われしその愛は、いま眠る月神の頰ほおをひとすじ濡ぬらし。

　確かにそれは、あったのだと。
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あとがき






　とうごく！　げっこう！　だてん！　せんこつ！　むげんばっとうぁー！

　終わったと思ったか!?　五巻だよ!!

　そんなわけで大変お久しぶり、佐さ伯えき庸よう介すけです。一年四か月ぶりの勇骨です。サブタイトルは勢いで決まりました（本当）。

　こんなに長い間何してたかっていうと、別にサボっていたわけではなく……他社のお仕事とか、新作の執筆とかをやっておりました。そして昨年末、様々な要素が重なり五巻のＧＯサインが出たのでグワーッと書きました。

　これも全て、根強く応援してくださったファンの皆さんのおかげです。ありがとうございます。ほねをしんじよ。

　今回もメインテーマは愛と勇気、そして巻テーマは「失った居場所」となっております。誰も彼もが、自分の居場所を失っている。それにどう向き合ったかのお話です。

　そして今後もいつも通りの売上次第です。いやあ、今回もえらいことになりましたね……続きどうなるんだろう（他人事）。

　さて、しばらく時間を空けている間に、コミカライズと重版をしていただきました。この要素によって五巻が出せたと言っても過言ではないでしょう。しかもコミカライズがまた最高にいいんだこれが……コミック作画担当の内うち々うちけやき先生は俺が希望しました。理由はファンだからです。みんなも黙ってコミックリュウかニコニコ漫画に読みにいこうな。原作が好きならば絶対に後悔しない出来になっております。

　さらに、この本を手に取った方ならばお分かりでしょうが、白ぱい狼らん先生がまたしてもとんでもねえ絵を描いています。五巻の表紙やばい（語彙力喪失）。やっとフギムニさんもイラスト化ということで、継続する意味というものを嚙み締めています。しかも旧キャラまでお色直しという大サービスぶり。そりゃねえ、本文の方もデザイン上がった時点で合わせますわそんなん。だってかわいいじゃん……。

（※勇骨はホイホイ改稿時にイラストがフィードバックされます）




　次に担当の清きよ瀬せさん、舩ふな津つさん。多岐にわたる仕事お疲れ様です。

「これでいい感じの話になるので」（三巻の時）

「コミカライズするかもしれないので」（四巻の時）

「コミカライズも始まったので」（五巻の時）

　と、ＬＰ（ライフポイントの略。無くなると死にます。担当が）を減らしながら様々な手練手管で続刊を勝ち取っていただきました。次どうすっかな……アニメか？　ゲームか？　勇骨は多種多様な打診をお待ちしています。一番いいのはこの本が売れまくることです。




　なんかページの余裕が結構あるみたいですので、最近の話でも。

　コロナですよコロナあの野郎。作者は図書館に勤務してるんですが、いや大変です（進行形）。一時休館したり、再開しても椅子全部取っ払ったり、雑誌新聞の閲覧は禁止とかやってるわけです。マスクして手袋して、返却された本も消毒液と布巾で一冊一冊拭いてます。手間が倍！

　そんな状態ではありますが、家で楽しめる娯楽、本を提供する仕事として、作家も司書も、こんな時だからこそ必要な仕事であろうと思います。

　と真面目なことを言いつつ、本音を言うと本屋さんが開きづらいから本も売れないし、外で書く派だから喫茶店にも行きづらいしで、一刻も早く滅べコロナ、というのが本音です。ほろべ。

　この本が発売される時には、本屋さんで本を買って、読書くらいは気兼ねなくできる状況だといいなあ、と思いつつこのあとがきを書いています。いやほんと頼む。商売的に。




　良い感じに文量も増えたので、最後に新作の話も。並行して書いていた新作は学園モノです。幼馴染のお姉さんとか眼鏡の先輩とか生意気な後輩とか出ます。そう遠くない内にお届けできるかと思います。お楽しみに。

　ではでは、次の作品でお目にかかれることを祈りつつ。

　　　　　こたつを仕舞うという理性に逆らう五月から。まだだ。まだいける。
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昔むかし勇ゆう者しゃで今いまは骨ほね５




東とう国ごく月げっ光こう堕だ天てん仙せん骨こつ無む幻げん抜ばっ刀とう








佐さ伯えき庸よう介すけ
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